
[image: ]


[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




ＳＨ＠ＰＰＬＥ


─しゃっぷる─[image: ]





竹岡葉月















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　第１章　思惑STREAMは湯 RISING煙 FROMとと A HOTも SPRINGに







　もうどうなっても知らないぞ。


　淡あわ谷や雪ゆき国ぐにが言うところそれは、避さけようがない状じよう況きようではあった。


　深夜の暗くら闇やみの中、少年はきつくきつく閉とじていた目を開け直す。ああ現げん実じつはなにも変わっちゃいない。同じベッドに同じ布ふ団とん。こちらに寄より添そい、横向きに寝ね息いきをたてる彼女。蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こさん。


　青せい美び女じよ学がく院いん内でも『完かん璧ぺき』と称しようされる華か麗れいな美び貌ぼうは、間近で見てもいっそう──いや、余よ計けいに多めに際きわだって見える。


（まって。ちょっとまって）


　考えてもみろ。ふっくらした唇くちびるから喉のど元もと、そして鎖さ骨こつから下へと目線をおろして行けば、否いやが応おうでも浴ゆ衣かたのはだけが目に入る。それはもうダムのようにせき止められる。色しき即そく是ぜ空くう、色即是空、頭の中で般はん若にや心しん経ぎようが流れだす。しっとりときめの細かい湯上がりの肌はだの、なんと悩なやましくも扇せん情じよう的なことだろう。


　なによりもその、こう、ぐぐっと横向きの重力に押おしつぶされて、余よ計けいに深く谷間を作ったダイナマイトなバストが、かろうじて布ぬのにひっかかっている感じでシーツに皺しわを作っているのだ。


　発はつ破ぱの瞬しゆん間かんはもうすぐそこ。そうとも触さわるまでもない。ここで雪国が布団を引く真ま似ねでもすれば──たぶん、全部みえる。


　めりめりというよりノミで砕くだき壊こわすような気分で寝返りを打てば、さらなる地じ獄ごくがカモンベイビー。


「ん……」


　甘あまい寝言が理り性せいを砕く。


　本当にかんべんしてほしい。ふんわり砂さ糖とうの綿わた菓が子しのようなウェービーヘアが、雪国の頰ほおをくすぐってくる。細くやわらかな髪かみ質しつは、まるで子こ猫ねこか子ウサギだ。


　おまけにいい夢ゆめでも見ているのか、眠ねむる少女は微ほほ笑えんでいた。目を閉じたまま口くち許もとをもこもこ動かして、せんぱい、と舌したっ足らずにつぶやいている。


　そうしてうっとりと安心しきって体を寄せる寝顔の主は、一い駿する河が蜜みつ。片かた思おもいの相手に他ほかならないのだ。


　なにを。いったいこの状況でなにをすればいいというのですか。していいんですかダメなんですかどうなんですか。


　二泊はく三日。楽しいはずの兎と羽ば山やま旅行。


「しぬ……」


　でもね、僕ぼくだって限げん界かいがあるんです。ちょっとぐらいなら許ゆるしてくれませんか。


　雪国は、意を決したように腕うでをのばし──。
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　──一週間前。空そら舟ふね市、蝶間林邸てい。





　かの蝶ちよう間ま林ばやし泰たい三ぞうは、今年七十になる男だ。


　江え戸ど時代の商家を緒しよとする蝶間林グループの会長として、Ｎ県内のみならず日本経けい済ざいにひとかたならぬ影えい響きようを与あたえている財ざい界かい人じんである。


　恰かつ幅ぷくよく、酒と葉は巻まきを好み、なお頑がん健けんだ。


　孫の典子にとっては、厳きびしくも尊そん敬けいできるお祖じ父い様さま、という間あいだ柄がらになる。


　泰三が休みの日には、決まって典子は散さん策さくにつきあい、庭で日々の生活を報ほう告こくするのが常つねだった。


「──なかなか、大変な一ひと月つきだったそうだな。典子も」


　池の水がさらさらと、梅つ雨ゆの谷間の庭木を映うつして揺ゆらぐ。お供ともの典子は、傍かたわらでうなずいた。


「ええ、そうですわねお祖父様。あたくしもおどろきましたわ」


　泰三が手を叩たたくと、芝しばの隅すみに眠ねむっていた犬が、つぎつぎと寄ってくる。


　どれも典子の腰こしよりも高い位置に頭が来る、大型犬のボルゾイだ。


　ショードッグの繁ブリー殖デイングは泰三の少なくない趣しゆ味みの一つで、他県に専せん用ようの犬けん舎しやまで持っている。このボルゾイの兄きよう弟だいたちも、チャンピオン犬の父と母から生まれ、輝かがやかんばかりの毛け並なみを揺らしていた。


「秀ひで幸ゆき君との婚こん約やくは破は棄き。これも変える気はないかね？」


「勧すすめてくださったお祖父様には申し訳わけございませんが。そうですわね」


　祖そ父ふの犬は、祖父にしか懐なつかない。これもまた昔から決まっていることだ。


　泰三はすり寄る兄弟の鼻はな面づらをなで、空を仰あおいだ。


「そうか……まあ、嫌いやならば仕方あるまい。あれは考えるかぎり、お前に一番ふさわしいと思っていたのだが……」


「毛並みの美しい犬は、良い血けつ統とうにしか現あらわれないのかもしれませんわ。お祖父様の大事なボルゾイたちと一いつ緒しよ。でも肝かん心じんな時に主あるじやパートナーを守れないような犬を犬と呼よべまして？　あたくし、犬以下の殿との方がたを許嫁いいなずけに迎むかえることなんてご免めんですの」


　泰三が笑った。


「手て厳きびしいな典子は」


「もう決めましたの」


　決めたのだ。


　一時は空舟市内の女子を震ふるえあがらせた連続通り魔ま事じ件けん──通つう称しようＳ・ザ・リッパーの犯はん行こうに、典子もまきこまれた一人だ。


　気き丈じようなふりをしたところで、怖こわいものは怖かった。そう、そんな足が震える出来事に、許嫁の『秀幸さん』はなんの役にもたたなかった。たたないどころか、人を置いて逃にげ出すような真ま似ねまでしてくれた。あの屈くつ辱じよくはもう忘わすれようがない。


「それなら、典子よ。かわりの男にあてはあるか？　お前が納なつ得とくするにふさわしい男は」


「そうですわね──」


　蝶間林典子は目を伏ふせた。


　思い浮うかんだのは、祖父の気に入るボルゾイとは、およそかけ離はなれた少年だ。


　どちらかというと小こ柄がらで、線の細い、ともすれば少女と間ま違ちがえそうな優やさしい面おも立だち。


　それでもそらご祭の混こん乱らんの時には、誰だれより早く助けに入ってくれた。


「ふさわしいかどうかは、まだわかりませんわ。でも、気になる方はおりますの」


　あの『若わか光ひかるの君きみ』──青美女学院中等科の生徒会長、淡谷舞まい姫ひめの、双ふた子ごの弟だと聞いている。


「気になる、か……ならば典子よ、なおのことよく見定めなければならんな」


「ええ。あたくしもそう思っておりますの」


　池の水みな面もを見つめ、美び貌ぼうの瞳ひとみを細める。


　考えると胸むねが高鳴る。楽しみで、ほんの少し怖くもあった。


「まずは、近づくための足場を固めて参りますわ。ご心配なさらないでお祖父様。将しようを射いんと欲ほつすればのことわざじゃございませんけど……そのための準じゆん備びもしておりますの」


「頼たのもしいな」


　祖父の号令で、ボルゾイたちがいっせいに走りはじめた。


　明日にでも結果は出てくるだろう。自分の読みが正しければ、週末はきっと──楽しい旅が待っている。
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　そのとき雪国は、激はげしく面食らっていた。


　時は放課後、場所は私し立りつ青美女学院。お嬢じよう様さまエクスプレスの終着地とも呼ばれ、明めい治じ十八年の開校以来、あまたの乙おと女めを育て送り出していった淑しゆく女じよの殿でん堂どう。それが青美女学院である。


　そんな乙女の園そのの真ん中に、雪国はヅラとスカートを駆く使ししてニセ乙女として通っている。中等科生徒会の『若光の君』として。あるいは双子の姉、『淡谷舞姫』の代わりとして。


　過か酷こくな女子校暮ぐらしに慣なれた雪国でも、理り解かいできないことはあるのだ。


　たとえば今。


「ええっと……あの、もう一度聞いてもいい？　一駿河さん」


「ええ、いいですよ先せん輩ぱい。ご一緒に旅行へ行かれませんかってことです」


　こちらの質しつ問もんに、一駿河蜜はうなずいた。


　雨上がりの庭園は、いつも通りに蜜との貸かし切りだ。彼女は相変わらず、見ているだけでガラスケースにおさめたくなるような愛らしさだった。大きな瞳とふわふわの髪かみ。華きや奢しやな指には半分まで食べかけたお総そう菜ざいパンがおさまっているが気にしてはいけない。


　ともかくその可か憐れんなルックスも、微び妙みように可か哀わい想そうな食べ物の趣しゆ味みも、変わることなき一駿河蜜なのだが、言っていることだけがおかしかった。


　蜜は、唇くちびるについたパンくずをはらう。


「ですからですね、典子お姉様のご指名なんです。先輩と蜜と三人で、週末は兎羽山まで参りませんかって」


「胡こ蝶ちようの宮みやが……兎羽山に？」


「そうですよ。お知り合いの方が、あちらに温泉付きのプチホテルを開かれるんです。蜜はもともと、お供ともする予定ですけど。先輩はどうされます？」


「ど、どうって……僕もなの？」


「ええ。理由は蜜にも、さっぱりわかりませんけど。本当にぜんぜんさっぱりですけど。でも先輩ならおわかりになるんですよね？　ね？　そうなんですよね先輩？」


　わかんないってぜんぜん。


　素す直なおに答えるのをためらうほど、微ほほ笑えむ蜜は曇くもりなく、なぜだかものすごく怖かった。





　──家に帰ったところで、やっぱりわからなかった。





（なんで？）


　兎羽山。


　空舟市からは、特急で一時間半ほどの距きよ離りにある温泉地だ。Ｎ県の人間にとっては交通の便もよく、雪国も子供の頃ころに何度か行ったことがある。


　山やま間あいの木々は美しく、周辺には羽は衣ごろも湖という名所もある。今度の金曜日は県民の日で休みだから、小旅行としゃれ込こむ人も多いだろう。


　なんでもオープンするホテルのオーナーは、ニナ・ブライスさんというアメリカ国こく籍せきのピアニストなのだという。彼女はかねてから持っていた兎羽山の別べつ荘そうを改かい築ちくし、ホテルとして開放することに決めたらしい。


『胡蝶の宮』こと蝶間林典子は、蝶間林グループ会長の孫まご娘むすめ。日本におけるニナ・ブライスのスポンサー企き業ぎようとして縁えんが深く、ホテルのオープン記念パーティーに招しよう待たいされているのだそうだ。


　そして蜜もまた。


『お母様の代わりに行くんです。場ば違ちがいかもしれませんけど、ご挨あい拶さつだけはしてこいと言われてしまいまして』


　とのこと。


　さすがは声楽家の娘さんというべきか。懇こん意いにしているお母様の名みよう代だいとして、パーティーに呼よばれる立場にあるのだそうだ。


　連休を使った温泉旅行で、行き先は共通の知人のお呼ばれで。そこにはなんの不ふ思し議ぎも違い和わ感もない。


　もともと二人は、そろって同じ学院内の社交ソロリティに入っているのだ。メンバートップとそのお気に入りとして、二人の絆きずなはなみの姉し妹まいよりも深いと聞く。


　わからないのはそう。


「……なんで一いつ緒しよに僕なんだ？」


　夕飯の八はつ宝ぽう菜さいをぱくつきながら、思わずつぶやいてしまう。


「……ヘン。ヘンだよなあ……」


「……なんかあったかね、雪国」


　食しよく卓たくを囲む祖そ母ぼがたずねてくるが、雪国はあいまいにうなずくしかない。


　なにせあの学校での雪国は、生徒会の代表『若光の君』である。ソロリティの代表である胡蝶の宮とは、水と油の関係と言ってもいい。


　彼女自身の人ひと柄がらに不満はない。一見とっつき辛づらいが、心身ともに中学生離ばなれしたスタイルは、男でなくてもため息が出るだろう。そらご祭を通つう過か点にして、二大勢せい力りよくの交流もはじまりかけている。しかし、いきなりプライベートで名指しされる理由があるだろうか。


（なんか一駿河さんは機き嫌げん悪かったし……）


　みそ汁しるをずずっと飲み込む。


　やはり、あれだろうか。蜜は大好きなお姉様と水入らずで遊びに行きたかったのに、先せん輩ぱいたらひどいとか、そういうやつだろうか。それは少し悲しい。


　だって考えてもみろ。そもそも女じよ装そうしてまで青美に潜せん入にゆうすることになったのは、みな蜜に近づきたかったからなのだから。


　そらご祭の時は、本当にあと少しだった。カツラもスカートも外したリアル雪国の恰かつ好こうを目もく撃げきされておきながら、出てきた結けつ論ろんは『男装した舞姫』という悲しいもの。あと一歩。もうあと一歩のご支し援えんが足らなかったばかりに、誤ご解かいをとくことができなかった。


　蜜と兎羽山。綺き麗れいな景け色しき。目線は自然と天てん井じようへ。隣となり合う電車の席。想そう像ぞうの翼つばさは広がる。


　もちろん駅えき弁べんのおかずは交こう換かんこだ。酔よいやすい蜜に肩かたを貸かしてしまったりして。「ごめんなさい先輩」「気にしないで一駿河さん」「先輩の隣、あったかい……」宿についた後はお手々つないで散さん策さくして、夜はあははうふふと温泉卓たつ球きゆう──。


「……………………っ！」


　雪国、箸はしを握にぎって感動に震ふるえる。いヽいヽ。最高だ。最高じゃないか。想像するだけで泣きが入る。


　最後の方の映えい像ぞうが、完全に男女のそれになってしまっているのもこのさい無む視しだ。


（そうだよ。これって実はチャンスなんじゃないの？）


　少なくとも連休の三日間は、四六時中一緒にいられるのだ。その間に自分が男であることを説明することぐらいできるのではないか？


　妄もう想そうを現げん実じつにするのだ。いけやれ雪国。一駿河さんの浴ゆ衣かた姿を見るのだ。そこだ雪国。がんばれ雪国。淡谷雪国十四歳さい──。


「かあ──っ！」


　べしょっと。


　問答無用で布ふ巾きんを放ほうられた。


「…………ななな、なにすんのさおばあちゃん！」


　ちょっぴり味み噌そ汁くさかったやつを、顔面に。


「なにすんのはこっちのセリフさ馬ば鹿かもんが！　八はつ宝ぽう菜さい食いながらウニウニ百面相してんじゃないよ気持ち悪いっ」


「僕が作ったおかずをどう食べようが勝手でしょうが！」


「『まなー』ってもんを覚えな『まなー』ってもんを！」


「あー、夜中にトマトジュースすすってイヒイヒ雄お叫たけびあげてる人に言われたくない！」


「ありゃイマジネーションの発はつ露ろってやつさ。ほんとに細かい子だね少しは舞姫の方を見習って」


「おかわり」


　ドンと。


　空気を読まずに突つき出された『丼ドン』一丁。


　双ふた子ごの姉、淡谷舞姫だった。


　祖そ母ぼはなんとなく布巾をたたみ直し、雪国は言われた通りに空のドンブリに白飯を盛もる。


「……いやまあ、よく食べるね舞姫も」


　受け取る端はしから黙もく々もくと食べはじめる舞姫に、祖母が呆あきれ半分、おどろき半分にたずねている。


「……今日、体育でつかれたから。お腹なかへった」


「へえ。なにしたんだい」


「サッカー」


「最近は女の子もやるんだねえ。なでしこジャパンってやつかい」


「女子はバレーボールやってた」


「わーわーわーわーわー！」


　思わず叫さけんでしまう。祖母がぎろりと睨にらむが、構かまっていられない。


　雪国がヅラをかぶって青美女学院に通っているように、舞姫は髪を切って空そら舟ふね第だい五ご中ちゆうに通っているのだ。もちろん、男子生徒の『淡谷雪国』として。


　このロングヘアの楚そ々そとしたお嬢じよう様さまの顔は、すべて祖母の菜な穂お子こへのカモフラージュだ。地毛はすっかりショートカットが板についてしまっている。


　舞ちゃんの馬ば鹿かとガンたれていると、リビングで電話が鳴った。


　祖母は素す早ばやかった。


「──あたしゃあ、留る守すさ！　そう言っといとくれイエーアー！」


　着ている着物の裾すそが乱みだれるのも構わずに、脱だつ兎とのごとく逃にげていく。


「……ユキグニ、出る？」


「まあ、居い留る守すすんのもあれだしね……」


　どうせ相手は出しゆつ版ぱん社しやからなのだ。


　リンリン電話を鳴らせる祖母の仕事は、大たい衆しゆう向けの推すい理り作家。トリックよりも被ひ害がい者しやの死にっぷりに定てい評ひようがあるらしい。


　祖母は風ふ呂ろ場ばで人を解かい体たい中につき出られません──。


　言い訳わけを頭の中で考えながら、受話器を取る。


「はい、淡谷で──」





『きゃ────────────────────────────────っ！』





　ここで鼓こ膜まくを半分潰つぶされた。


『あ、あ、淡谷くん？　淡谷くんだよね？　ね？　ね？　そうだよねそうだよね？』


「……いやあの、きみだれ……」


『昼間にいいいい、昼間にみてたのおおおお。サッカー。シュート。シュート。超ちようシュートおおおお』


「は？　シュート？」


『すっごいかっこよくてえ。コートの向こうに見えて。なんかあたし感動しちゃって。えっとそれでそれでー』


『ああもう貸かしてリカ！』


　声が横からわりこんだ。


『でもミナあああ！』


『わたしもー！　わたしも言いたい！　ねーねーあわやくーん！』


　ここからまた、どんどん喋しやべる人間が増ふえていくのだ。


『ちょっとやめて』『押おさないで』『ケータイ。あたしのとらないでよおおおお』『とにかくあたしは』『わたしもー』『す、す、す、好きな』『ゆっこじゃないでしょ』『だってあたし』『ほらもう淡谷くん聞いてるよ』『言うなら早くしてええええ』『ほら』『でも』『じゃあ一いつ緒しよに』『せーのおおおおお』





『『『『『淡谷くん、これからもがんばってね！』』』』』





　要約すると、だいたいそんな感じだった。


「………………………………ああ、うん。あの。ありがとね……」


　ぅきゃー、きゃーきゃー、うきゃきゃきゃきゃー、としか言いようのない歓かん声せいと悲鳴を聞きながら、思った。


　……やはり、早急になんとかしよう。モテキング舞ちゃんが全校の女子をたらしこむ前に。五中に自分の居場所がなくなる前に。
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　同じ頃ころ、一駿河蜜は考えていた。


　夕食を終え、自室のベッドに横たわりながら、昼間のやりとりを。


（淡谷先せん輩ぱい、すごくおどろいた顔してた）


　──旅行に行きませんか？


　こちらからの申し出に、優やさしげな瞳ひとみを見開いて、考えるように目を伏ふせて。あれはたぶん、はじめて聞いた話だったのだ。


　たぶん、それで間ま違ちがいない。


「……でも」


　同時に思うのだ。ねえ先輩、本当にはじめてだったの？　と。


　ベッドの上をころりと転がる。なにせ蜜がよく知らないところで、生徒会の『若光の君』と、ソロリティの『胡蝶の宮』は、つながっている節がある。


　学院のトップ同士。輝かがやかしい人気を二分し、反目し合う立場にありながら、裏うらに流れているのは信ヽ頼ヽだ。蜜には決して立ち入れない。あの時の反はん応のうだって、もしかしたら蜜のための演えん技ぎだったのかもしれない。


　そらご祭の時は、男だん装そうした恰かつ好こうのまま、真っ先に胡蝶の宮を助けに入っていたぐらいだ。


（あれを先輩だって知ってるの、きっと蜜だけだわ）


　そんな秘ひ密みつの共有に優ゆう越えつ感を覚えるのは、ほんの一いつ瞬しゆん。あとに残るのは、手の届とどかない完かん璧ぺきな一いつ対ついを前に、口を閉とじるしかない年下の自分だ。


　どうして胡蝶の宮は、先輩を兎羽山に誘さそおうなんて言い出したのだろう。


「……清きよ野の」


「なんですか、お嬢じよう様さま」


「蜜は、やっぱり旅行には行かないわ」


　枕まくらを抱かかえながら、つぶやく。


　蜜が生まれる前から一駿河家で働く家か政せい婦ふの清野は、ある意味母親よりも近しい存そん在ざいだ。


　こうして部屋に並ならんだ南米グッズに眉まゆをひそめるのも彼女だし、帰国後の蜜がすっかり小食になってしまったのを心配するのも彼女だ。実じつ際さいは食べられるものの質しつが変わってしまっただけにしても、今もふっくら洋よう梨なし型の体型をゆらゆら動かし、蜜の夏服にブラシをかけている。


「聞いてるの？」


「聞いておりますよ。お嬢様のわがままでございますね。行かれないなんて、そういう訳わけにもまいりませんよ」


「でも」


「ブライス様は奥おく様さまとご懇こん意いの間あいだ柄がらでございますよ？　蝶間林様もお嬢様がご挨あい拶さつにうかがうと申しますから典子様を名みよう代だいにしたのだとうかがっておりますのに」


「……それは、わかってるけど……」


「一度お会いしたこともございますでしょう。旦だん那な様さまはお気になさらないにしても、奥様の面めん目ぼくを潰つぶすような真ま似ねはおよしくださいましね」


「お父様の悪口は言わないで」


　清野は、日本にすら居い着つかない父より、まだ家にいる回数が多い母の味方なのだ。


（だいたいなによ）


　会ったことがあると言われても、もう十年近く前だ。まだ父親と渡と米べいする前、ニナ・ブライスの私し的てきな別べつ荘そうだった『白はく兎と苑えん』へ、母と一いつ緒しよに招まねかれたことがある。


　彼女の演えん奏そうは、今もオーディオデッキから流れている。コンサートでもなじみ深いし、あの時の別荘にまた行けるのはとてもうれしい。


　だけど、そこに淡谷舞姫が加わるとするなら、どうしていいかわからない。


　旅行先にまで行って、のけものにされてしまうのは、嫌いやだ。


「ほらお嬢様。行きのお召めし物は、こちらのワンピースなんていかがですか？」


　蜜は悲鳴をあげたくなった。


「や、やめて！　なんでそんな子こ供どもっぽい服着なきゃいけないの。笑われるだけじゃない」


「よくお似に合あいですのに」


「いつの話をしてるの。だから清野はだめなのよ。それだったら白いブラウスの方がましよ。まだ並んでも見み劣おとりがしな──」


「どなたか、誉ほめていただきたい方でも？」


　必死にベッドから飛び降おりてしまった蜜は、うっと口をとじた。


「ほほほ。典子様は、それはおきれいな方でございますものね。真ま似ねをされたくなるのは清野も理り解かいできますが、お嬢様にはお嬢様の可か愛わいらしさがおありになると清野は思いますよ？」


「……べつに、そういうんじゃなくて……」


　そう。そういうのではない。


　なにせ胡蝶の宮はいろいろと完璧すぎて、スタイルも性せい格かくも大人すぎて、尊そん敬けいはしても真似できるとは思えないのだ。


　それでもせめて、お姉様の隣となりに並んだ蜜を見て、あの人に苦く笑しようされない程てい度どの恰好ぐらいはしておきたいというか──。


「か、関係ないし！」


　自分はいったい誰だれを基き準じゆんに物を考えているのだろう。


　のけものだなんだとぐるぐる悩なやんでいるのも馬ば鹿かみたいだし、チェストの服を引っ張ぱり出して向こうの反はん応のうを想そう像ぞうしている姿すがたなんて滑こつ稽けいそのものだ。自分はいつものように蜜姫ひめになり、一駿河蜜としての義ぎ務むをはたすだけ。それだけだろう。


「いい清野、そのワンピースだけはやめてよね」


「はいはい」


「リボンは白がいいから。レースの皺しわになりにくいのがいくつかあったわよね」


「はいはい」


「でもボレロがこっちの地味なやつだったら、そのワンピースでも大だい丈じよう夫ぶだったりする？」


「はいはい」


「ねえ清野。真ま面じ目めに答えて！」


　その間もスピーカーからは、優やさしいピアノの調べが響ひびき続けた。
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「……ユキグニ、変なんだ」


　ぽつりとつぶやくと、部室の面々は不思議そうに振ふり返った。


「……淡谷弟が、どうかしたかね兄あに貴きよ」


　そこは空舟第五中学の旧きゆう校こう舎しや。


　二階の一番奥おくの教室は、舞姫たちの貸かし切りだ。


　リーダーの芝しば目め夏なつ彦ひこは、隅すみのデスクでノートパソコンにはりつき、構こう成せい員いんの大だい道どう寺じと豆まめ坂さかは、怪あやしい組み手のまねごとをして遊んでいる。外はじっとりと梅つ雨ゆ空ぞら。舞姫もまた、座ざ敷しきの畳たたみの上で、ガンダムホルスタインに不思議な踊おどりを踊らせていた。


　いつも通りの、ちょっぴり退たい屈くつで手持ちぶさたな放課後だ。


　空舟エンジョイ委員会。通つう称しようＳＥＣ。


　あるいは、秘ひ密みつの相談サイト《魔ま法ほう使つかいの卵たまご》の管理人たち。


　空舟市内の美少女を、つかず離はなれず遠くから密ひそかに見守ろうというけったいな同好会だが、あれやこれやと彼らとつるむようになってずいぶんたつ。


　女だとばれているにもかかわらず、いまだに舞姫のあだ名は『名めい誉よ兄貴』だ。


「なんか……隠かくし事でもしてるみたいに見える」


「それは兄貴よ。いっくら兄貴たちが仲良き双ふた子ごの姉きよう弟だいとはいえ、隠し事の一つぐらいするだろう」


「そうすよ兄貴。男なら秘ひめる野望の一つや二つ。いやいや三つや四つ五つや六つ。普ふ通つうにあるってもんす。だよなあマメ」


　大道寺も豆坂を見上げた。無口な豆坂もまた、こくこくとだまってうなずいている。そういうものだろうか。


「そうかな……そうなんだけどさ……」


「そんなことより兄貴、週末はどっか女子校の文化祭か体育祭にでも──」


「……でもさ、部屋に『るるぶ』があったんだ」


「はあ？　るるぶ？　旅行雑ざつ誌し？」


「週末はユキグニ、ガーデニングショーに行くって言ってる。受験で最後になるし、一人で泊とまって帰ってくるって」


「ならばその下調べであろう。なんの問題もない」


「ガーデニングショーって兎羽山にあるの？」


　とにかく変なのだ。


　祖そ母ぼの菜穂子に布ふ巾きんを投げつけられたあたりからこちら、作る料理は毎日やたら豪ごう華かだし、こちらがうっかり薔ば薇らの鉢はちを蹴け飛とばしてしまった時も、ちょっと涙なみだ目めになったぐらいでちっとも怒おこらなかった。いつもならそう、こちらが寝ねるまで文もん句くをたれているか、寝てても文句をたれ続けているのが弟のはずである。そのくせ布ふ団とんの中でこぼす寝言は「行け、やるぞやるぞ逃にげちゃダメだ」と、いったい何に追い詰つめられているのだろう。


「──やる？　逃げちゃダメ？」


「そう。あと私し服ふくがちょっとなくなってる。洗せん濯たく物ものを取り込こむついでみたいに、ボクの普ふ段だん着ぎ」


「そりゃつまり……」


「女物、だと思う」


　ＳＥＣの面々が、一気に動きを止めた。なぜかシリアスに瞳ひとみを光らせ、お座敷の上に集まってくる。


　ノートパソコンを抱かかえた芝目が、ちゃぶ台の前で口火を切った。


「……いま、ネットで軽く調べてみた。現げん在ざい日本国内で開かれているガーデニングショーと名がつくイベントは、Ｓ県とＭ県とＫ県」


　びしびしびし、と液えき晶しよう画面の上を指し摘てきしていく。


「うちＭ県とＫ県は地理的に外れすぎ。Ｓ県もまた兎羽山とは縁えんもゆかりもない」


「しかも淡谷弟は、兄貴に黙だまって兄貴の服を持ち出そうともくろんでいるっす」


「淡谷雪国の趣しゆ味みはなんだ。園芸だ。渋しぶかろうが地味かろうが、これはすでに周知の事実。今さら隠かくし立てをする必要はない。なぜ兎羽山の旅行ガイドを隠し持ち、女じよ装そうの準じゆん備びまでする必要がある？」


「……ガーデニングショーが噓うそで、女装で兎羽山行きが本命だから」


　なにげない舞姫の指摘に。


「その通り！」


　芝目、人差し指をたてる。


「おそらく淡谷弟は、女の恰かつ好こうで旅行にでも行く気なのだろう。相手は青美女学院の誰か！」


「うわなんてこった！」


「……べつに、そんなの隠す必要」


「あまあい！」


　ばんとちゃぶ台をひっぱたかれ、舞姫はきょとんと背せ筋すじをのばした。


「いいか。これはＳＥＣ会長としての忠ちゆう告こくだ。淡谷弟は女装して青美に通っているとしても、その身分にあまんじているとは思えない。いつかどこかで、男の自分を知らしめたいと思っているに違ちがいないのだ！」


「おう！」


「野生の王国の扉とびらよ開け！　いざ勝負のとき！」


「男の……知らしめ……」


　そう言われても、いまいちよくわからない舞姫だ。


　一いち応おう、一駿河蜜に片かた思おもいしているらしいことは知っているが、あのふわふわお人ひと好よしの雪国が？　野生のウサギかムツゴロウさんがせいぜいでは？


　三人はすっかり盛もり上がってしまっている。


「まずは兎羽山へのルートを確かく認にんっすよ」


「かわされると面めん倒どうであるからな」


「へたに隠すからこうなるんすよね……」


「恨うらむなら己おのれのうかつさを恨め淡谷雪国……」


「そう簡かん単たんに大人の階段は」


「登のぼらせてやるか」


「ククク……」


「ヒヒヒ……」


「……だから、勝負ってなに？」


　これはもう、なにがなんでも真相を探さぐるしかない。そういう目になってしまっているのはたしかだった。
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「……ええ。全部で三人になりました。一人追加でお願いできますか？　ミズ・ニナ」


『もちろんよノリコ。お友達がいるのは素す敵てきなことね。準備してお待ちしているわ』


「ありがとうございます」


　蝶間林典子は礼を言った。落ち着いたニナ・ブライスの声こわ音ねの中に、微ほほ笑えみがまじっている。受話器の向こうの彼女は嬉うれしそうだった。


　以前に蝶間林のパーティーや演えん奏そう会の席で顔を合わせた時は、ホテル計画などまるで聞いていなかった。親日家を自じ称しようしてはばからない彼女だったが、まさか別べつ荘そうの白兎苑を改装するとまでは思わなかった口だ。


『マネージャーがね、言っていたの。ラッキーよ。今週末は雨が降ふらないんですって。こういうのを〝日ひ頃ごろの行いがいい〟っていうのかしら』


「紫あ陽じさ花いも綺き麗れいなんでしょうね」


『絵の具をまいたみたいよ』


「まあ」


　バスローブの襟えりを直し、蝶間林典子は続けた。


「楽しみです」


『ちょっと待って。いまエリスが近くにいるの。挨あい拶さつさせるから……あら？』


　椅い子すから立ち上がる気配がするが、そのまま止まってしまう。どうかしたのだろうか。


「……ミズ・ニナ？　どうされました？」


『………………え、ええ。そうね。ごめんなさい。逃にげられてしまったみたい』


　たしかエリスというのは、彼女の一人娘むすめのはずだ。病弱でおとなしい娘らしく、あまり国内外の演奏活動についてくることはなかったはず。今回は彼女も一いつ緒しよに来ているらしい。


（……あたくしが口を挟はさむことでもないのかもしれないわね）


　こういう時、まわりのつまらない噂うわさも耳にとめてしまう自分が嫌いやになる。


　国こく際さい的な人気ピアニストの、突とつ然ぜんのホテル開業宣せん言げん。ただでさえ説明のつきにくいシチュエーションだ。だからこそある人は、ここで現げん役えき引いん退たい宣言が飛び出すのではないかと口にしていたし、娘のエリスにからめて、もっとくだらない噂をまことしやかに囁ささやく紳しん士しもいた。


　無ぶ粋すいな話だった。


　落ち着いている、できた人間だと言われたところで、実際は人の反はん応のうや他人の期待を無む視しできないだけなのではないかと思わなくもないのだ。噂うわさを囁ささやいていた彼らのように。


『とにかくね、週末にお会いするのを楽しみにしているわ。私も、エリスも──』


「ええ。あたくしもです」


　典子は胸むねのざわめきをおさえ、それだけを言った。たぶん、ここで一番無ぶ難なんで、間ま違ちがいのないことを。


　そしてふと思った。


　本音をこぼして許ゆるされるのは、あの淡谷舞姫に対してぐらいなのかもしれない。
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　決戦。


　それは週末──淡谷雪国は駅近くのコーヒーショップに飛び込んで、トイレの内側からしっかり鍵かぎをしめた。


　男女兼けん用ようで、洗せん面めん所じよまで自由に使える場所はそう多くないのだ。


　まずは持ち込んだスポーツバッグを便座の上に置くと、手早くジッパーを開ける。中から引っ張ぱり出すは、女物のシャツワンピースと七しち分ぶ袖そでのカーディガンだ。


（よかった。シワ寄よってない）


　出がけに着ていたポロシャツを脱ぬいで、かわりにこっちを着込んでいく。


　制せい服ふく以外の私し服ふくの着こなしなど、いまだに雪国はよくわからない。今回にかぎっては舞姫の助言は得られないし、舞姫が以前に着ていたスタイルを思い出しながら服をくすねてみたが、どうだろう。


「ジーンズ……は。はいててもいい？」


　こんなところでつまずいてしまう。


　スカートの下にジーンズ。生足が出ないのは安心感があるし、着こなしの一部としてそういうのもアリとは聞いているが、やめよう。崩くずしや重ね着で勝負できるほどのオシャレセンスなど、お母さんのお腹なかの中に置いてきた。おとなしく脱いでワンピース一枚にしておけ。


　右合わせのボタンをとめ、服の色味にあわせる形で踵かかとの低いバレエシューズ。


　最後に、ヅラのスペアをかぽりとかぶる。


　洗面所の鏡に映うつっているのは、どこからどう見ても『淡谷舞姫・休日仕様』だ。


「…………よし」


　淡谷雪国、変身完かん了りよう。


　あとは脱いだ男物を別の鞄かばんにしまって、駅ビルのロッカーにつっこんでおけばＯＫ。家族は誰だれも旅行に気づくまい。


　えいさと二つぶんの鞄を抱かかえた雪国は、勇んで扉とびらをあけた。しかし目の前にいたのは、けっこうな順番待ちの列だった。


「あ」


　──まずい。時間をかけすぎたか。あわてて頭をさげ、列をすり抜けるが。


（ちょっと待て？）


　一番前。いままさにトイレに入ろうとドアノブに手をかけている男子。おまえだ。年にして高校生ぐらいの奴やつ。


　雪国は、逆ぎやく回まわしのバックステップで元の位置に戻もどると、そのまま高校生ごとトイレへ駆かけ込んだ。


「ええ！」


「なに！」


「連れ込み!?」


「逆ナン!?」


　ドアの向こうでセンセーショナルな声があがっているがこのさい無視だ。


　なによりこの男、見るからにもヽてヽるヽというか女子に詳くわしそうなのだ。いまの恰かつ好こうを判はん断だんしてくれるのはこいつしかいない。


「あ、あのさ君──いきなり何──」


「あの、僕ぼくへんじゃありませんか!?」


「は？」


「どこもおかしくないですか!?」


　ずずいと近づき、両手を広げる。茶ちや髪ぱつの高校生は完全に絶ぜつ句くしていた。狭せまい洗面所内でぶつかりそうになりながら全身を見せ、今度は一回転。シャツワンピースの裾すそが揺ゆれ、至し近きん距きよ離りでじっと見上げると、なぜか高校生の頰ほおが赤くなった。


「どうですか!?」


「いや……普ふ通つうにいけてるんじゃ……ないかと……」


「よっしゃあ！」


　雄お叫たけび。ガッツポーズ。


「あ、あのさ。よかったら……ケータイの番号とか交こう換かんしても……」


　雪国は無む論ろん無視してトイレを出た。


「あ、一人だけ出てきた」


「交こう渉しよう決けつ裂れつ？」


「というか捨すてられた？」


「うわかわいそ男子」


　個こ室しつに取り残された男子高校生には、かなり不ふ名めい誉よな視し線せんがそそがれたという。





　待ち合わせの場所は、駅の改札だった。


　雪国の想そう像ぞうした通り、県民の日の空舟駅は、かなりの人ひと混ごみだ。旅行鞄を抱えたまま、そろそろとぶつからないように歩きながら、目的の人を捜さがした。


　しかし、一度でも捜し出せるか心配していた自分が馬ば鹿かだったようだ。


　まったく──苦く笑しようしてしまう。わざわざ捜し回るまでもない。どうしてどこで何をしていようが、勝手に目に入ってきてしまうのだろう。


「一駿河さん」


　柱の陰かげで振ふり返る一駿河蜜。彼女はあっと小さくつぶやくやいなや、大きな瞳ひとみを見開いた。


「──えっ、えとえと、なんか早くないですかとっても！　だってまだ十五分は時間あって──いえもちろん蜜はたまたま着いちゃっただけなんですけど。ほんとにたまたまなんですけど。もう一回ぐらいお化け粧しよう室しつ行くつもりだったのになんで──」


「うん。なんか楽しみだったから、早く来ちゃったんだ」


　蜜の顔が、一気に赤くなった。


「……………………のんきすぎですよね先せん輩ぱいは」


「可か愛わいいね、私し服ふく」


　どうしても頰がゆるんでしまうのだ。


　今日の彼女は、丈たけの短いボレロと細こまかなチェックのミニスカートという組み合わせだった。


　スカートもブラウスもレースやフリルを多用し、ともすれば子こ供ども服になってしまいそうだが、なにより彼女によく似合っているし、仕立てもいいのでそれほど甘あまく見えずにすんでいる。脇わきに引いた旅行カートの配置も絶ぜつ妙みようで、アリスの不思議な旅でもはじまりそうだ。


　しげしげ眺ながめる雪国の顔を見ていられないように、蜜は目を伏ふせた。


「……べつに、普通ですよ。あったものを着ただけで……」


「へえ。そうなんだ」


　それでこの可愛さはすごい。


「ひょっとして本気で適てき当とうだって思ってます!?」


「え、じゃあがんばったの？」


「ちヽがヽいヽまヽすヽ！」


　なぜだかものすごくがんばって叫さけばれてしまった。


「胡蝶の宮は──まだ来てないよね」


「こちらにはいらっしゃいませんよ。北きた空そら舟ふね駅から合流されるそうです」


「え、そうなの──」


「もう。聞いてなかったんですか──」


　そしてそんな二人のやりとりを、遠く眺ながめる集しゆう団だんがあった。





　　　　　＊＊＊





「……ふふふ。なるほど。やはりそうか……了りよう解かい。すぐに合流する。そのまま監かん視しを続けてくれたまえひーほー」


　らじゃっすひーほー！


　軽けい快かいに復ふく唱しようする声が、携けい帯たい越ごしに聞こえてくる。報ほう告こくの主は、大道寺のようだ。芝目はそのまま通話を切った。


　駅前のファーストフード店に待機していた手前、すぐにカバンを持って移い動どうがはじまった。舞姫は芝目を見上げる。


「兄あに貴き。やはりこっちの読みがあたったようだ。淡谷弟は電車で移動するつもりらしい。一駿河蜜と」


「ほんとに……？」


　自動ドアが開く。止まらず歩きながら、すばやく別の番号を呼よび出す芝目。


「豆坂構こう成せい員いん！　切きつ符ぷの確かく保ほはできそうかね！　なに満席？　かまわん！　自由席で追いかける！」


　ばしっと通話終了。


「問題なし！」


　カッと糸目を見開く芝目の横顔は、地味でもアドレナリン全開だ。


「ほんとに追いかけるの？」


「兄貴は良いのか？　あのまま好きにさせておいて」


「………………よくわからない」


「ふはは。ははは。誰が自由になどさせてやるものか」


　そもそも二人の恋の橋はし渡わたしを頼たのんだのは舞姫だし、協力してくれたのは芝目たちではないだろうか。


　間ま違ちがっているのは自分か向こうか。女の子の気持ちもわからないが、男の子はもっとわからない──そんな瞬しゆん間かんだった。


　このまま三人についていけば、なにか答えは出るだろうか。


「──ＳＥＣ淡谷雪国監視合宿in兎羽山、ここに始動！」





　　　　　＊＊＊





「ええっと一駿河さん。お菓か子し買おうかお菓子。ほらキオスクがあるよ。安いやついっぱい買っちゃおうか今のうちに」


「……ほんとに楽しそうですね先せん輩ぱい」











　　幕間








　我わが輩はいの名はマリー。ネコのぬいぐるみだ。


　立りつ派ぱなオスなのに、メス猫ねこの名前をつけられている。生まれはニューヨーク州。パパさんがお土みや産げに買ってきた。


　ご主人は今もお怒いかりだ。


　知らない庭の垣かき根ねを乗り越こえ、藪やぶの間をずずんずんずんかきわけながら、我が輩のしっぽをつかんで引きずっているけど、これからいったいどうなることやら。


「そうよ。もうしらない。かえってなんかあげないんだから」


　ぷっくりふくらみきったほっぺ。


「あめりかなんて、ぜったいイヤ。イヤったらイヤよ」


　そうなのか？


「魔法少女プリンちゃんもみれないのよ」


　それは困る。プリンちゃんは我が英雄なのだ。


「いいマリー。ままが『わかったわ、ごめんなさい』っておもうまでは、あたしたちあそこにはかえらないのよ。ぜったいぜったい、約束よ。いい？」


　しかしご主人。せめて道のある場所を歩こうではないか。


　立派な別荘をあとにして、目の前にあるのは笹ささの葉ばかり。


　……無む論ろん、我が輩は知らなかった。


　この無む謀ぼうなる山中の冒ぼう険けんが、我が輩とご主人の最大の危機になるなんて。


「ぱぱもままも、みんなみんなだいっきらい────────────────っ！」


　うきゃっ。


　……ご主人。もうこけましたか。













　　第２章　お宿にRUMORSまつ CONCERNINGわる THE エトHOTELセトラ







　指定席のボックスシートに、まずは向き合って座すわることになった。


「一い駿する河がさん。荷物、上にあげるのある？　一いつ緒しよにあげちゃうよ？」


「あ、大だい丈じよう夫ぶです。カートですから」


「そっか。じゃあ僕ぼくのだけだね」


　手伝いますと言ってくれるけど、届とどくだろうか一駿河さんで。


　思わず網あみ棚だなと一駿河さんの間の距きよ離りを見み比くらべてしまうと、ものすごい勢いきおいで睨にらまれた。わざわざ背せ伸のびしながら一人で鞄かばんを網棚へ押おし込こんでくれる。


「……ええっと、その、ありがとね」


「いいええっ」


　──カタン。


　思ったとたんに、列車が大きく動きだす。


「きゃ」


　言わんこっちゃない。蜜みつの悲鳴に反はん応のうする暇ひまもなかった。網棚に向かって背伸びの途と中ちゆうだった彼女は、見事にバランスを崩くずして尻しり餅もちをつくはめになった。


　場所は床ゆかではなく、こう、ぽふっと雪ゆき国ぐにの膝ひざの上にだが。


「……………………」


「……………………」


　場所が場所だけに、すさまじい沈ちん黙もくがおりた。あまりの衝しよう撃げきに、両者ともに身動きが取れない。


　そうしている間にも、一駿河蜜の体重というか太ももや小ぶりな尻しりの重みがスカート越ごしに伝わってくる。軽いような重いような。


「…………………………あ、あ、あ、すみません失礼しました！」


　文字通り飛び上がる勢いで立ち上がり、斜ななめ向かいに腰こし掛かける蜜。もう限げん界かいぎりぎりまで距離をとった恰かつ好こうだ。


　真っ赤になって恥はじ入る蜜だが、雪国としては幸せをかみしめていた。ごめんなさい一駿河さん。でも断ことわらなくて本当によかった。ありがとう兎と羽ば山やま。ありがとう県民の日。


「さいてい……」


「……でもさ、いいよね電車の旅って」


「そ、そうですか？」


　むくれてスカートの裾すそを引っ張ぱっている蜜に、雪国はなんてことないよう微ほほ笑えんだ。


「そうだよ。なんか出発するって感じがするし。レールが目的地まで必ず続いてるのも楽しいし。運転手さんの指さし確かく認にんはかっこいいしさ。はじめて兎羽山行った時もこの急行だったんだよね。新しん幹かん線せんでもないのに親にいっぱい写真とってもらったの覚えてるよ」


　カタン、カタンと、車輪の振しん動どうが足もとから伝わってくる。


　あのときの旅行の写真、どこにしまっただろう。たしか最後はやたらめったら叱しかられたことしか覚えていない。幼よう稚ち園えんぐらいだろうか。


「そういうものですか……？」


「うん。楽しかったと思うよ。舞まいちゃんと二人で先頭まで見にいったりしてさ……っとと、ごめん。僕はしゃぎすぎ？」


「……べつに、いいですよ。電車がお好きなのは意外ですけど」


　うっかり口をすべらせたところに反応されなければいいと思うものの、蜜は気にしていないようだった。


　そむけた顔はそのままに、つぶやく声はおだやかだからほっとする。


「そうですか。それなら……蜜もいっぱい乗れば良かったですね。旅行はいつも飛行機か車ですからわかりませんでした」


「い、いやもちろん！　電車だけじゃないよ！　旅行自体も楽しみだよ！」


「どうでしょうね」


「ほんとに。ほんとに楽しみだったんだって。昨日なんて眠ねむれなかったぐらいだよ。一駿河さんと、蝶ちよう間ま林ばやしさんと、一緒に遊びにいけるって思ってさ──」


　車輪がレールの切れ目を通るたび、わずかに視し界かいが揺ゆれていく。


　こちらがいつまでも言葉を切ってなにも言わないものだから、彼女もまた、雪国の顔を見返すことになった。


　指定席のボックスシート。膝をつき合わせるほどでないにしても、その距離はとても近い。


　どこへ逃にげるでもない距離感は、まさに走る密みつ室しつと言ってよく、ここを外して目的を達せるとは思えなかった。


「……あのね、一駿河さん」


「な、なんですか？」


「ちょっと、黙だまって聞いてほしいことがあるんだ」


「え……？」


　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、外へ漏もれ出ていないことを願う。


　膝にのせた拳こぶしに力をこめる。淡あわ谷や雪国、一世一代の覚かく悟ごだった。向かいに座すわる蜜の頰ほおが、また心なしか赤くなったような気がしないでもない。


　さあやれ。言え。言ってしまえ淡谷雪国。


「……本当は、今さら、こんなこと言うのは卑ひ怯きようかもしれないんだけど」


　前まえ振ふりはいいから。だから。


「でも、どうしても言っておかなきゃいけないっていうか。実は僕ぼく、お、お、お」


　男なんです、と言おうとした。





「──まあ。仲良く内ない緒しよ話ですの？」





　決意は端はたから崩くずれ落ちた。


「お、お姉様！」


　蜜が叫さけんで口をおさえる。


　蝶間林典のり子こは、座ざ席せきの後ろからのぞき込むように顔を出していた。学院内ではあまり見せない稚ち気きをのぞかせ、淡あわく微笑みながら回り込む。


「楽しいお話なら、あたくしも交まぜてくださらない？」


「もう。ひどいです。びっくりさせないでくださいお姉様──」


　びっくりさせるなこんちくしょうめ。


　雪国もやさぐれた気分で振り仰あおげば、もう北きた空そら舟ふね駅だったようだ。気合いを入れただけ損そんというか、ちょっと座席で丸くなりたかった。


「ごきげんよう、舞まい姫ひめさん。これから三日間、よろしくお願いいたしますわね」


「ええ、こちらこそ……」


　本日の蝶間林典子は、光こう沢たくのあるシャンパンゴールドのサマーセーターと、オフホワイトのマーメイドスカートという避ひ暑しよ地ちスタイルだった。さりげなく首もとを彩いろどるプチダイヤのネックレス。時計はブルガリ。十センチヒールのパンプスで兎羽山に繰くり出す人間というのを、あいにく雪国は見たことがない。メーカーがフェラガモ様と聞けばまた違ちがった実感がわくだろう。


　蜜も雪国も、網あみ棚だなに荷物を乗せている胡こ蝶ちようの宮みやの艶あで姿すがたに釘くぎ付づけになってしまった。


「……お姉様って、なんでああなんでしょう……」


「だよね……」


　蜜はおそらく、その隙すきのないセレブなファッションに。


　雪国もまた。


（中三なのに揺ゆれすぎだよ、胸むね）


　網棚に手荷物を押し込むたび、伸しん縮しゆく素そ材ざいのニットを押し上げる丸いふくらみがゆさゆさしていて、気になってしょうがない。


「……なんかもう、ぜんぜんダメじゃないの……」


　よそ見が激はげしすぎて、蜜の絞しぼり出すようなつぶやきを、雪国はつい聞き逃のがしてしまった。


　そのまま胡蝶の宮が蜜を移い動どうさせて通路側に座り、電車が走りだす。


　加速していく車内でも、彼女の華はなやいだ美び貌ぼうは別べつ格かくだった。


「それで、蜜と舞姫さんは、なんのお話をしてらしたの？」


　蜜が言った。


「……先せん輩ぱいが、お姉様の話を」


「まあ、そうなの？」


　ちょっと待て、と雪国は蜜を見る。


「お姉様と旅行に行かれるのが楽しみだと」


　抜ぬけている。明らかに蜜の名前が抜けている。


「本当？　嬉うれしいわ。ぶしつけなお誘さそいで心配しておりましたの」


　微笑む典子に反はん比ぴ例れいして、蜜の頭がさがっていく。なにか今にもお通つ夜やの鐘かねが鳴り響ひびきそうな勢いきおいでさがっていく。そのくせうつむいた髪かみの内側では、よりぐるぐると色んなものが渦うずを巻まいている感じもする。


「あ、あの、蝶間林さん」


「なんですの」


「そもそも……なんで僕を誘ってくれたんですか？」


　探さぐりを入れるつもりで、低めに球を投げてみる。


　青せい美び女じよ学がく院いん内でも立場を分ける自分に、わざわざ声をかけてくれる理由がわからないのだ。


「そうですわね……強しいていうなら……」


「強いていうなら？」


「あなたとお近づきになりたかったの。学院の中では無理なぐらいに」


　ピッチャー返しか！


「…………あ、ありがとうございます……」


「それ以上は、ちょっとここでは申し上げられませんわ。人もおりますし……」


　ほんのり頰ほおを染そめ目を伏ふせる胡蝶の宮。


　今ので確かく実じつに二点は入れられた気がする。ここが何回の表で何点差なのかはよくわからないけれど。


「い、言えないんですか……」


「ええ。申し上げられません……」


　そうしてふと、隣となりの蜜の顔を見てみると。


「……ど、どうしたの一駿河さん！」


　なにかもう出しゆつ棺かんも火か葬そうも終わっている感じだ！


「……蜜、もう次で途と中ちゆう下車していいですかあ……？」


「ええ、なんで！」


「そうよ蜜。旅はこれからよ？」


「だって」


「お菓か子しも買ったよ？　ババ抜きも大だい富ふ豪ごうもしてないよ？」


　だってだってと呟つぶやく蜜。


「なんだかとっても、苦しくてむかっぱらがたつんですもの……！」


「酔よいやすいの？」


「僕ぼくクスリもってます」


　ばたばたと立ち上がり、鞄かばんに入れておいた酔い止めの薬を探さがしだす。


　泣きそうな蜜に水のいらない薬を飲ませ、ついでにトランプケースのフタをあけたりなんかして。


「ほら、楽しくするのが一番だよ？」


「…………蜜、ちょっと寝ねてます……」


「そう？　仕方ないわね。舞姫さん、二人でポーカーでもいたします？」


　にゅっと手だけが突つき出された。


「……み、蜜もやります……」


「あら、そう……」


「…………せんぱいの馬ば鹿か……」


「なんでそうなるかな……？」


　じゃんけんぽん。あいこでしょ。


　にぎやかな、にぎやかな電車の旅。


　線路は一路、兎羽山の麓ふもとの駅まで続いている。





「……うっわあ」


　ババ抜ぬきは、はっきり言って蜜の圧あつ勝しようだった。


　ポーカーに大富豪。ダウトにページワン。やるだけやってことごとく負けた。ストレス解かい消しようとばかりにぶつかってきた蜜はもちろん、胡蝶の宮もなかなかの勝しよう負ぶ師しで、『負けない』ことにかけては相当の経けい験けんを積つんでいるとみた。


「ちょっとすっきりしました」


「……良かったね」


　兎羽山駅の改札を出る頃ころには、だいぶ蜜の顔色も良くなっていた。


　かわりに浮うかない顔は、雪国だ。


「ローズロワイヤルでは、社交の一いつ環かんとしてカードゲームもたしなみますもの。蜜はメンバーでも上級者ですのよ？」


「ああ、なるほどね……」


　サロンのたしなみというやつか。やだなあお嬢じよう様さまギャンブラー。


「生徒会ではおやりになりませんの？　コントラクトブリッジやポーカーは」


「『実じつ務む』の生徒会ですからね……」


　やるわけない。電でん卓たく叩たたいて予算の検けん算ざんなら総そう出ででやるのだが。


　お金を賭かけないかわりに、ベット用のコインはキオスクで買ったお菓子にしたのだが、内うち訳わけは蜜がコンビニ袋ぶくろいっぱい、胡蝶の宮が三分の一、雪国がアメ一つという結果に終わった。本当に金きん銭せん抜きで助かった。


「ちょっとさしあげましょうか先せん輩ぱい？　ビリじゃさみしいですよねっ」


「まさか。優ゆう勝しよう者しやの賞金に手を出す敗者はおりませんとも」


「ほんと仕方ないですねえ。こんな安っぽいの、いっぺんに食べたら太っちゃうじゃないですか」


　ふふん、と得意げに笑って、蜜は旅行カートを引いていく。片かた手てにぶらさげたコンビニ袋が、本当に優勝カップのように見えた。


「可か愛わいいですわね蜜も。あんな安いお菓子であんなに喜んで」


「可愛いと言いますか……」


　たぶん、へたな高級菓子よりも嬉うれしいと思う。彼女の場合。


　でもなんだかんだと言って、元気になったからいいかとも思う。


「ほら先輩、お姉様も！　お迎むかえの方が来てますよ！」


　改札から続く人ひと混ごみの間を、蜜が振ふり返る。


　駅舎を出ると、流れる空気がすでに空舟のそれとは違ちがっていた。


　こぢんまりとしたロータリーを囲むように土みや産げ物もの屋やが軒を連ね、温おん泉せんまんじゅうのせいろが湯気をあげている。それをひやかしている観光客も、お年とし寄よりから若わか者ものまでさまざまだ。服ふく装そうも観光用から登山用まで幅はば広ひろい。


「蝶間林さまと一駿河さま、他一名様でございますね」


　うわっと。


　ほうけた口をそのまま見られた気がして、あわてて真顔を作った。


「ようこそ兎羽山へ。これより当ホテル『白はく兎と苑えん』へご案内いたします」


　車、黒光りのリムジン。


　運転手の一礼に、少し生なま唾つばを飲み込こんでしまった雪国である。





　湯ノ花の香かおりがただよう古びた街なみを抜け、細い石いし畳だたみの坂をリムジンが走っていく。


　左右にせまる兎羽山の緑は輝かがやかんばかりだ。しっとりと落ち着いた紫あ陽じさ花いや、野生の百ゆ合りがガラスの向こうを彩いろどり流れていく。


　問題の『白兎苑』は、駅周辺から川沿いに続く温泉街から、少し山間に入った場所にあるようだった。


「本当に見み頃ごろの時期に来れたようね。お礼を申し上げないと」


　胡蝶の宮がうっとりつぶやく気持ちもよくわかる。


　曲がりくねった私し道どうの坂を登のぼりきった先に、チョコレート色の煉れん瓦がの壁かべと、風かざ見み鶏どりが回る青あお鈍にび色いろの屋根が見えた。おそらく大たい正しようか昭しよう和わ初期に建てられたのだろう。モダンな香りただよう西洋館が、三人を出迎える。


　細かな砂じや利りが敷しき詰つめられたアプローチと、丁てい寧ねいに整えられた芝しばや庭木の緑がまぶしかった。


「──こちらは白兎苑、本館にございます。裏うら手ての回かい廊ろうを通じまして、露ろ天てん風ぶ呂ろ付きの別館も用意してございます」


「ねえお姉様、言った通りでしょう。ここのお屋や敷しき、新しく露天風呂を作られたって」


「蜜、少しはしゃぎすぎよ」


「あとで見に行きましょう？　ね？　約束ですよ？」


　車寄せにリムジンが近づいていく間も、ソロリティ組の二人は睦むつまじく話し続けていた。


（……えーっとえーっと、ＳＶＯＣ……前ぜん置ち詞しが動詞で……ちゃんと通じるかな、僕の話……）


　頭が痛いたい。ここのホテルのオーナーはニナ・ブライスさん。どう考えても英語圏けんの人なわけで。


　一いち応おう、留りゆう学がく経けい験けんもない平へい均きん的な中三にしては喋しやべれる方らしいが、慌あわてるとろくでもないことを口走るらしいから嫌いやなのだ。


　ぶつぶつシミュレーションを続けていると、蜜がうさんくさげにこちらを見る。


「なにを心配されてるんです？　先せん輩ぱい」


「だって僕ぼくの英語ってさ……」


「そんなに気になさることないのに」


「そりゃ一駿河さんはぺらぺらで気楽かもしれないけどさあ……」


　青美でかじった英会話の授じゆ業ぎようを必死で思い出す。リムジンのドアが開く。一番はじめに胡蝶の宮が降おり立った。とたんに歓かん声せいが響ひびく。


「──まあ、お招まねきありがとうございますミズ・ニナ！」


　うわあ、いきなりお出で迎むかえか！


　正面玄げん関かんから現あらわれたのは、それはそれは見事な金きん髪ぱつと青い目のマダムだった。


　もはや他ほかの会話は耳に入らない。金髪だ金髪だ。青い目だ青い目だ。雪国はばくばくと跳はね上がる心しん臓ぞうをおさえ、リラックスを唱え、目をつぶり、来きたるべき一声に備そなえた。


「──ご紹しよう介かいいたします。こちら同じ学院に通う淡谷舞姫さん」


　雪国、くわっと目を見開き。


『Don't get conceited! This sow!（いい気になんなこのメス豚ぶた！ ）』


　ぶちかましすぎた。


　直後に吹ふき抜ぬけた風の、なんと寒々しく痛いた々いたしいことか。


「せ、先輩……？」


「な、なにか悲しいことでも……？」


「いやち、ちがいますちがいますすいません間ま違ちがえました！」


　やはり英会話は鬼き門もんだ。死ね自分。


「……最近の娘むすめさんは、カゲキなジョークが流は行やりなのかしら……？」


「すいません誤ご解かいです……」


　すばらしいですニナ・ブライス。通じるじゃないか、ジャパニーズ大やま和と言こと葉ば。


　恥はじ入る雪国に、彼女はにっこりと微ほほ笑えんでくれた。


『──でも、英語の方もお上手ね。こちらで喋った方がお望みかしら子ブタさん？ 』


「いえ。日本語にしていただけると、たいへんありがたいですブーブー……みたいな」


「……ですから先輩、ミズ・ブライスは来日数十回で日本大好きな方なんですよ」


　耳打ちされてももう遅おそい。言ってしまったメス豚も撤てつ回かいできない。


「ともかく三人とも、よく来てくれたわね！　パーティーは明あ後さつ日てですから、それまで自分のお家うちと思ってくつろいでちょうだい」


　そろって礼を言うしか道はない。


「あたくしたちの他ほかに、泊とまってらっしゃる方はいらっしゃいますの？　ミズ・ニナ」


「まだ少しだけね。明日は土曜だからもう少しお見えになるかしら。まだ客室の全部までは手が回らなくて。そうそう、今のうちに娘むすめも紹介するわ。徳とく永ながさん、エリスを呼よんできて──」


　その時だった。


　薄うすい金きん属ぞくが床ゆかへ叩たたきつけられるような、カシャアン、と派は手でな高音が響きわたる。


　雪国たちは、いったいなにごとかと顔を見合わせる。たぶん建物の中だ。ニナ・ブライスと一いつ緒しよにエントランスをくぐると、すさまじい論ろん戦せんがはじまっていた。


「やっくんのばかぁ！　もう知らない」


「サクラちゃん」


　修しゆ羅ら場ば、あるいは愁しゆう嘆たん場ばと表ひよう現げんするべきか。


　なにせラウンジのど真ん中で、客室係の娘とウェイターの青年がもみあっている。少しはなれた大理石の床に、空の銀ぎん盆ぼんが回っていた。落ちたのはこれらしい。


　客室係の興こう奮ふんは目に余あまるものがあった。


「噓うそつき！　噓つき！　なにがあの日は友達とよ！」


「誤解だよ」


「これを見てまだ誤解だっていうの!?」


　彼女はエプロンのポケットに入れていた携けい帯たい電話を、拳けん銃じゆうのようにつきつける。ウェイターやっくんの顔色が変わる。


「どこでその画が像ぞう」


「やっぱり認みとめるんじゃない！」


「落ち着いて。なにかの間違いだよ」


「触さわらないで！」


　大きく手を振ふり回すと、ぽーんと携帯電話が跳はね飛んだ。そのまま画面を開いた形で、こちらの足あし下もとまで転がってくる。事じ情じようはよくわからないものの、目の前のお兄さんと、よく知らない妙みよう齢れいの女じよ性せいのＶサイン画像が貼はり付いているようだ。


「なんですの……この醜しゆう態たいは……」


「……蜜、こういうの覚えがあります。envyとemissionです」


「嫉しつ妬とと発散……ね」


　言っている間もやっくんが一発くらっている。客室係のお姉さんが泣きだした。


　慌あわてたのはオーナーのニナ・ブライスさんだ。


「やめて二人とも！　お、お客様の前なのよ！」


「オーナー！」


　今度は外からやってきた。


　さきほどの運転手が、沈ちん痛つうな面おももちで顔を出す。


「エリス様のお部屋に参りましたら、こんなものだけが……」


　どうやら徳永さんというらしい運転手、おずおずとブツを差し出す。


　フリフリのドレスを着込んだ、ごついゴリラのぬいぐるみだった。


　なぜか首には『Hello! My name is Elis（こんにちは！　わたしエリス ）』と書かれた札ふだをさげている。


　ニナ・ブライスは、心底疲つかれた感じでゴリラを抱だいた。


「…………お部屋にいてってあれほど言ったのに……」


「……あの、ミズ・ニナ」


「ごめんなさい。オープン前で少しばたばたしてて……」


「少し……？」


　やっくんのばかあ、と叫さけんで客室係が走っていく。ウェイターやっくん、顎あごとボディに三発くらった果てにリングダウン。


　雪国はその中で、ふと後ろを振り返った。


「……どうかしましたか？　先せん輩ぱい」


「うん。なんか……」


　誰だれかに見られていたような。


　頭に残ったのは、小さな女の子のふくみ笑い。





　　　　　＊＊＊





　一方、ＳＥＣと舞姫一行。


　一行は無事に兎羽山までたどりつき、雪国たちの足そく跡せきを追い続けていた。


「……ふむ。なるほど。ここに泊まるというか」


　双そう眼がん鏡きようから手をはなし、芝しば目め夏なつ彦ひこ。ううんとうなる。


　こうして敷しき地ちの陰かげから覗のぞくだけだが、風ふ情ぜいあふれるホテルの雰ふん囲い気きは十分にうかがえるのだ。


「なーんかこー、殺意わくっすねー」


「殺人事じ件けんの一つもおきそうな豪ごう華かさではないか」


「そんなに豪華かな？」


「…………」


「…………」


「…………」


「ごめん。ボクがいろいろ違ちがってた」


　三人そろって異いを唱えられ、舞姫は認みとめる。青美の価か値ち観かんで考えるのが間違っているのだろう。


　ともかく、弟たちの居い所どころはわかったわけだ。


　隣となりの車両でうかがい続けたかぎり、蜜と雪国の接せつ近きん具合はじれったいの一言だった。


　シートに向かい合ったきり、いつまでもお見合いよろしく喋しやべらなかったり、たわいもない雑ざつ談だんでにこにこしていたり。まったくこれがあそこまで騒さわいで色ボケていた子に向き合う態たい度どなのかと、舞姫としてはほっとするような情なさけないような複ふく雑ざつな気分だったのだ。


　いけ、やれ、そこだなにをしていると盛もり上がる連れの三人にも疲つかれてしまったが、途と中ちゆうで蝶間林典子も合流してきたのが不ふ思し議ぎでしょうがない。


「……ボクなら、逃にげるなあ……」


「なにがだ」


「胡蝶の宮と一いつ緒しよ」


「なぜだ。美人だぞ？」


「美人でも怖こわいし……罠わなとかあったらやだし……」


「でも美人だぞ？」


　雪国も、そんな理由で一緒にいるのだろうか。


　胡蝶の宮。天てん敵てきロワイヤルメンバー。


　なにかそれはつまらないというか、とてもむっとしてしまう。


「会長。オレ中に入れないのがすんげーもどかしいっす」


「なに、大だい丈じよう夫ぶだ大だい道どう寺じ構こう成せい員いん。まずは足場を固めるのだ。豆まめ坂さか構成員、証しよう拠こ写真はおさえたかね？」


　豆坂が巨きよ体たいを丸め、愛機のデジカメ片かた手てに寡か黙もくにうなずく。


「近場に宿とかとるんすか？」


「なんとかなるであろう。来るまでにあれだけあったのだから──」


　ユキグニのバカ。そうやってふらふら浮うかれるなら、こっちはとことん追いかけてやる。





　しかし簡かん単たんに言うと、そううまくいくわけがないのだ。


　カウンターに響ひびく無む情じような声。


「──満室です」


「満室？」


「ええ。申し訳わけございません」


「満室？」


「申し訳ございません」


　ホテルのフロント係は丁てい寧ねいに謝しや罪ざいし、『とっとと出ていきやがれこの中ちゆう坊ぼうどもが』とばかりに迫はく力りよくある微び笑しようをうかべた。


　ういーん。


　自動ドアが開き、中坊どもがそろって表に出ると、外はすでに夕ゆう闇やみだ。


「あー、ははは。なんか日が暮くれてきたぞー」


「連休のばかやろー」


　ばかー、ばかー、と叫さけんだところで現げん実じつはなにもかわらない。


「はっはっは。さあ行くぞ明るくくじけず二十一軒けん目めぇ」


「誰か気づきそうなもんだけどなあ……」


「……あそこは？」


「泊とまれるかバカマメぇ！　あんなクソ高そうな旅館！」


「たわけ！　たわけ！　このたわけ！」


　豆坂が芝目たちに責せめられている。言う前に言ってもらえて良かったと思った。自分も薦すすめようと思った手前。


　この時期だ。県民の日の金曜日をなめてはいけないようだ。お花も見み頃ごろの三連休に、予約もしていない学生四人がのこのこ宿を探さがしたところで、門もん前ぜん払ばらいされるだけというオチである。


　どうも自分は世間知らずでいけないようだ。


「……会長。あそこはどうだろう」


　舞姫は、芝目の袖そでをひいた。


　山側の斜しや面めんの、藪やぶにまぎれるように看かん板ばんが出ている。『民宿ももせ　このさき五十メートル』──坂を登った先に民宿があるらしい。


「いや兄あに貴きよ……いくらなんでもそっちは……」


「でも安そうだし」


「電球切れてるっすよ。電光掲けい示じ板ばんのくせに……」


「でも暇ひまそうだし」


　正せい確かくに言うと、看板自体もヒビが入って欠けている。だがとにかく安くて暇そうだ。


　街灯がともりはじめた温おん泉せん街がいは、浴ゆ衣かたや軽けい装そうのカップルや家族連れが目立ちはじめていた。すでに彼らは、今夜の宿に腰こしを落ち着けてしまっているのだ。『安・近・暇ひま』を主しゆ張ちようする舞姫に、ＳＥＣたちもまた嫌いやとは言えないようだった。本当にこのままでは野宿しか道はなくなり、贅ぜい沢たくを言える身分などではないのである。


「──よしわかった。頼たのんでみようではないか！」


　芝目は決けつ断だんしたようだ。


「ゆけ会長！」


「頼もう！」


　観念した芝目たちは、そのまま裸はだかの蛍けい光こう灯とうがともりはじめた細道を登った。


「すいません！」


　──シン、という音がした。


　曇くもりガラスの引き戸の向こうに、一いち応おう、電気らしいものはついている。民芸品置き場と化した玄げん関かんの靴くつ箱ばこをしらじらと照らしている。正面には神かみ棚だなと、大きな蜂はちの巣が入ったガラスケースが置いてある。手前にはピンク電話と観光地のチラシ置き場があるが、チラシは端はしが丸まっている上に黄ばんでいた。『ようこそ兎羽山温泉郷きようへ──』のキャンペーンポスターも、温泉につかる女じよ優ゆうは三年前に結けつ婚こん引いん退たいしている。今はいつだ。ここはどこだ。民宿ではあっても死んだ民宿。そうとしか思えない風化具合。


「……あー、もしもーし」


「あんたらどこの子さね!?」


「ぎゃっ」


　一番後ろにいた豆坂が悲鳴をあげた。いきおい突つき飛ばされた大道寺が振り返ってまた凍こおり付く。


　エプロンにサンダル履ばきのでっぷり太った『おばちゃん』が、スーパーのビニール袋ぶくろ抱かかえて突とつ撃げきしてくるのだ。


「中学生？　中学生？　中学生さね？　あんたらそんな大きくなっても悪いた戯ずらするとね？　ダメよこないだ庭にきて悪戯しとったのあんたらね？　いっくらうちの旦だん那なが変わりもんでもしていいことと悪いことがあるんよ。学校はどこ。親おや御ごさんはどこさね？　まったく今日びの子はゲームとケイタイばっか欲ほしがって肝かん心じんのとこが昔と変わらんとね」


「いや俺おれたち看板みて」


「またあんたはそうやってへりくつこねるー。少しは素す直なおにごめんなさいが言えんとまったくもー！」


「だから俺たち客で」


「客ぅ？」


　おばちゃん、目をまんまるにして止まる。ああやっと誤ご解かいを解といてくれたかと息をつくものの、


「……やあもう、今日はもうお客さん二人きちょるね。これ以上はいらんいらん。あたしの手には負えんがね」


　ぺっぺっぺと右手を振り振り、よっこらせとサンダルを脱ぬぎ奥おくへとあがっていく。こちらの事じ情じようなどまるで無む視しだ。


「で、でも一泊ぱくぐらい──」


「だーかーらあ」


　おばちゃん、ため息とともに葱ねぎとビニール袋を下に置いた。ふんと鼻息荒あらく、舞姫たちのいる玄関まで戻もどってきて、さらに押おしのけ入り口を出る。


　こちらも一いつ緒しよに表へ出ると、庭に男が座すわっていた。


　ビールケースを椅い子すがわりに、背せ中なかを見せる作さ務む衣えの後ろ姿すがたは、仙せん人にんのように瘦やせている。


　どうして来る時に気づかなかったのだろう。


　なによりそう──オブジェだ。


　オブジェ。それは鉄と木の共きよう演えんとも悪あく魔ま合体とも言える怪あやしい造ぞう形けい。突とつ端たんの角ツノは二階の屋根に届とどき、足もとは地面に深く根をはるように四方へのびている。傍かたわらに座る作務衣の男は、ちょっと立ち上がっては本体にノミを打ち、打っては止まり、ときどき回っては拝おがみ、中に仕し込こんだオブジェの電でん飾しよくもビカビカ光る交こう歓かんのサバト。舞姫たちの少ない言葉を奪うばいつくすには十分なインパクトを備そなえた光景だった。


「ももせさーん。お客さんですってよお」


　てよお、の部分を長くのばすが、返事はない。


　辛しん抱ぼう強く待つと、


「……なんだおまえらは？」


　男、右手のノミごと振り返る。


　頭はガテン巻まきのタオル、口元は防ぼう塵じんマスク、目は眼がん球きゆう保ほ護ごのゴーグルという風ふう体ていのため、人相自体が拝おがめない。


　芝目は、こんな時でも貧びん乏ぼうくじの会長だった。


「と、泊とめていただきたいと思う所しよ存ぞんであります……！」


「まかないのババはなんと？」


「もう無理だと」


「んじゃダメだ」


　かつーんかつーんと再ふたたびノミ打ちに入ってしまっている。


「こっちは忙いそがしいんじゃ。客の面めん倒どうなんぞみとる暇ひまがあるならダイナモ様を作らにゃならん」


「ダ、ダイナモ様？」


「あれはそう──倒たおれた親おや父じ殿どののあとを継つぐべきか、宿ごと引き払はらって活動資し金きんにあてるべきか悩なやむわしの脳のう裏りにご降こう臨りんなさった女め神がみ様さま。『この地にて我われを作り、そして照らしあがめよ』とご託たく宣せんをくだすった。これは二十四体目の試作」


　芝目が半泣きで振り返った。


「俺はもうダメだ……！」


「べつにボクたち、面倒なんてみてもらわなくてもいいです」


　つい舞姫は食い下がっていた。


「……言うなおぬしも」


「お部屋は沢たく山さんありそうなのに、定員二名っておかしいです。空いた部屋に泊めてくれるだけでいいですから」


「じゃから暇がの」


「……ごはんなら自じ炊すいしますし、布ふ団とんも自分たちでたたみます」


　なんなら掃そう除じも洗せん濯たくも。たぶん……できると思う。


　旦だん那な、防塵マスクの口をかりかりとなぞる。
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「……ついでに宿の手伝いとかでもしてゆかんか？」


「まけていただけるなら！」


「んならよし」


「万ばん歳ざい！」


　交こう渉しよう、成立！


「とりあえず野宿回かい避ひ？」


　これが生徒会長の底力である。


　喜び回るＳＥＣから一歩離はなれ、ふと背はい後ごを振り仰あおぐと、山の中ちゆう腹ふくにそびえる洋館の屋根が見えた。意外に近いらしい。


　今ごろ彼らは──夕飯だろうか──？





　　　　　＊＊＊





　雪国たちに用意された部屋は、本館の広々としたスイートルームだった。


　ソファや暖だん炉ろがしつらえられたリビングと、小さいながらもシャワー付きの洗せん面めん所じよに直結したベッドルームの二間続きで、ツインの寝しん室しつに簡かん易いベッドを持ち込んで、特別に三人部屋にしてくれている。「夜に一人きりは寂さびしいわよね」とオーナーのニナは説明してくれたが、それでも広さも調度も十分なものだ。


　荷物を置いて早々、蜜はホテルの周りの散さん策さくを主しゆ張ちようした。


「たしかここ、裏うらのお庭がすごい綺き麗れいだったんです」


「詳くわしいね一駿河さん」


　なんでも蜜は昔、別べつ荘そうだった頃ころの白兎苑に来たことがあるらしい。


　記き憶おくをたよりに一階へ下りるが、あてにしていた大広間は、パーティーの準じゆん備びか閉へい鎖さされてしまっていた。負けずに裏口のテラスへ出るドアをみつけると、その先は一面の白い庭園だった。


　ホワイトガーデン──。


　意い匠しようとしてはそう珍めずらしいものではないかもしれない。斜しや面めんに合わせて段だん々だんに整えられた庭の花か壇だん。その視し界かいに入る植物を、すべて白で統とう一いつするのだ。百ゆ合り。薔ば薇ら。ゼラニウムにフロックス。西洋ガクアジサイ。アーチや植え込みに咲く花すら、白の一色に染そめ抜ぬかれている。シンプルで、だからこそ作り手の腕うでとセンスが求められる世界。


「ほら。やっぱりすごいでしょう」


　自分の記憶に喜ぶ蜜と、満開の花に感かん嘆たんする胡蝶の宮。


　そして雪国は、ただふらふらと階段を降おりていき、アーチのつるバラに水をやる男に近づいていった。


「あなたが庭にわ師しさんですか……」


「は？」


「いい仕事を。いい仕事をしてますね……！」


　思わず涙なみだを浮うかべて土まみれの軍手を握にぎりしめてしまった。


　数分後。


「…………いやでもですね、ここまで咲さかすのは並なみ大たい抵ていの苦労では。枝えだ振ぶりも見事ですし、最近のカタログには出てないやつですよね？」


「フッ、わかるかいお嬢じようさん。このつるバラは先代が手塩にかけた特別製せいでね、イギリス大使夫人から特別に株分けしてもらった──（以下マニアックにつき略りやく）」


「スノー・グースとシュラブローズの交配種とお見受けしましたが、ウイルス病への対策はどのように──（以下本当にどうでもいいので略）」


　語る園えん芸げい魂だましい。ホテルに転身するにあたってスタッフも増ふえ、裏方はいろいろ慌あわただしいらしいが、彼の仕事は庭の維い持じだけだと割わり切ったものだった。


　まるで数年来の友人のように話し込みたくなるが、蜜たちが待っているのでそれもできない。


　なにかこう、二人の目線が不ふ審しんなのだ。


「ええとあの？　お二人とも？」


「……先せん輩ぱいって、ときどき男の人かって思う時もあるけど、でも女の人ですよね……」


「ねえ？　ちょっと意外ですけど」


　そんな。男だっているのだお花が病的に好きな奴やつが。


　そのままふらふら庭園の周りをうろついていると、同じホテルの招しよう待たい客きやくとも鉢はち合あわせした。


「気になさらないでよろしいのよ、舞姫さん」


「そうですか……？」


　彼らも美しい庭の景け色しきや館やかたの外観を眺ながめに来たのだろうが、雪国たちを見ると露ろ骨こつに口をつぐんでしまうから困こまる。


「庭を見るふりをして別の噂うわさをされているような方と過ごすより、もっとするべきことがありますもの」


　言い切る胡蝶の宮は涼すずしいものだったが、どうにも居い心ごこ地ちが悪かった。


　──噂？　いったいなんの？





　そして夜は、屋や敷しきの食堂でディナータイムだった。


　まだ人も少ない初日の夜は、窓まどやグランドピアノに近い特等席にテーブルがセッティングされ、人の少なさはそれほど感じさせない。近きん隣りんの素そ材ざいをふんだんに使ったコース料理は一皿一皿、ウェイターの男だん性せいが丁てい寧ねいに運んできてくれた。


　ピアノの蓋ふたが閉とじたままなのがさみしいが、白いテーブルクロスの上には蠟ろう燭そくの明かりと白薔薇が飾かざられ、見ているだけで心が和なごむ。和むけれど。


（僕ぼくはいま、ものすごい選せん択たくを迫せまられているんだと思う）


　食への冒ぼう瀆とくと取るべきか。あるいは、愛と取るべきか──。


「──前菜でございます」


　皿に盛もられたアーティチョークとマスのカルパッチョ。美しい料理を前に、隣となりに座すわる蜜の顔色が、どんどん蒼そう白はくになっている。


「綺き麗れいね」


「え、ええ。そうですねお姉様──」


　ロボットのようにぎくしゃくと腕うでをうごかし、蜜がアーティチョークを口へ運ぶ。目線が左右へ泳ぐ。彼女が考えていることが手に取るようにわかる。あれは『塩気はどこにあるのこのアザミ』だ。


「スープでございます」


　続いて茸きのこと鶏とりのポタージュが登場。


　彼女は必死にスープを飲み込んでいる。雪国も隣で同じものを飲むが──ものすごくうまい。それ自体がもう悲ひ劇げきだ。さっぱりとして素材の持ち味を活いかす絶ぜつ妙みようの味付け。マーベラス。


　こんなにおいしいのに、こんなにおいしいのに。


「メインディッシュでございます──」


　あらわれた仔こ羊ひつじのローストを前に、蜜はうすら笑いさえ浮かべていた。


　ごめんなさいコックさん。ああごめんなさい仔羊さん。やはり僕は彼女のことは裏うら切ぎれません。


（い。す。る。が。さ。ん）


　雪国は、テーブルの下でこつんと蜜の靴くつを蹴け飛とばした。


　彼女がなにか言ってくるより前に、その膝ひざの上にブツを押おしつける。


（──せ、せんぱい!?）


（いいから。使って）


　彼女は雪国が放ったものを悟さとり、一いつ瞬しゆん泣きそうな顔をした。


（ほら早く）


（こ、これで恩おんを売るとか、そんなこと思わないでくださいね）


（わかってるから。早く）


　おいしいだろうね。仔羊のローストトンカツソースがけ。


　台無しだろうね。仔羊のローストトンカツソースがけ。


　だけど自分は一駿河さんが好きだから問題なしなのだ。胡蝶の宮が目を離はなした一瞬の隙すきに、蜜がすばやくソースを皿に投入。褐かつ色しよくのデミグラスソースに紛まぎれたトンカツソースは、雪国と蜜だけの秘ひ密みつになった。


「どうみなさん。お口にあう？」


　なごやかなテーブルに、オーナーのニナ・ブライスがあらわれる。


　胡蝶の宮も、雪国も、蜜も心おきなく答えることができた。


「ええミズ・ニナ。とてもおいしいです！」


「最高です」


「お肉の質しつもとても良くて」


「やっぱりソースはオタフクです」


「え？」


「コクと酸さん味みのバランスが絶妙ですよね！」


　蜜はひきつりつつも笑ってごまかすことにしたようだ。


　ニナはうれしそうに目を細める。そして蜜が付け足すのだ。


「でもあの……ピアノも忘わすれないでくださいね」


「？　どういう意味かしらミツ」


　蜜はあわてて頰ほおを赤くした。


「ご、ごめんなさい。深い意味はないんです。ただちょっと……あんまり立りつ派ぱなホテルだから、もうステージには戻もどられないのかって心配になって……」


　蓋ふたが閉とじられたままの、グランドピアノを見つめて。


　単なるごまかしで口にしているわけではないのは、彼女の不安げな表ひよう情じようでわかる気がした。


「それは安心してミツ。拠きよ点てんを合ス衆テイ国ツからトバヤマに移うつすだけよ。演えん奏そうはこの先も続けていくつもり」


「本当ですか？」


　蜜の顔が、ぱっと輝かがやいた。


「そうよ。私だけじゃなくて、他ほかからお招まねきしたゲストに演えん奏そうしてもらったり……そんな場所にできたらいいと思うの。昔、ここのサロンで演奏会を開いたような感じで。覚えてる？　あなたもサエコと一いつ緒しよに遊びに来たでしょう」


「ええ。あの……昔すぎて、ぼんやりしたところしか覚えてないんですけど……」


「あら、そう？　王子様と約束したって、あんなに大おお騒さわぎしてたのに」


「え！」


　おどろいたのは、蜜だけでなく胡蝶の宮や雪国もだった。


「ち、ち、ち、ちょっとミズ・ブライス！　そんなことを今おっしゃらなくても……！」


「素す敵てきなお話。詳くわしく教えてくださらない？　蜜ったらそんなこと一言も……」


「お姉様！」


　さりげなく話に嚙かんでくる胡蝶の宮を、蜜が真っ赤になって押しとどめる。ああ意外に好きですね蝶間林さん。僕ぼくも知りたいのでもっと言ってやってくださいお願いします。


「そうねえ。あれは十年……はたっていなかったかしら。ミツは四つか五つぐらいの頃ころよね。可か愛わいかったわ。サエコにそっくりで、いつもぬいぐるみを抱かかえて……クマ？　ネコ？」


「ネコじゃないですか？　白いの」


「ええそうネコ。よくわかったわねマイヒメ」


　いや、なんとなく似に合あいそうな感じがしただけだ。小さい一駿河さんと──白いネコ。


「そのネコを抱えたミツがね……夕方になってもここに帰ってこなくて。サエコも一緒に心配していたら、いきなり正門から泥どろだらけになって帰ってきて。王子様に助けてもらったから平気って。お嫁よめさんにしてもらうのーって自じ慢まんして……あれってどういうことだったのかしら」


「かしらって、かしらって……や、やだ。なんでそんなことだけ覚えてらっしゃるんですかぁ……」


　すねた顔でミズ・ブライスを見上げる蜜。その頰はリンゴのように赤く、食べかけのメインディッシュは、あれからまったく進んでいない。睨にらんだところで可愛いだけで、迫はく力りよくもなにもあったものではない。


「つまり心当たりはあるということね、蜜」


「お、お姉様の意い地じ悪わる……」


「いいえ。寛かん大だいなあたくしは、ここであれこれ詮せん索さくするような真ま似ねはいたしませんわ。お風ふ呂ろの中ででもじっくり聞かせていただきますもの」


「お姉様！」


　胡蝶の宮は優ゆう雅がに微ほほ笑えんだ。


　ああなんか、いよいよきなくさい流れになってきてないか？


「──ねえ、舞姫さん。三人で入りますわよね？」


　うわあやっぱりだあ！





　　　　　＊＊＊





（なんで兎羽山まで来てマグロの刺さし身みとトンカツなんだろう……）


　民宿『ももせ』の二階は、ふすまを開け放つとけっこうな人数の宴えん会かいもできそうな大部屋となる。いざ泊とまってよしという許きよ可かが旦だん那なから出ると、まかないのおばちゃんはそこに雑ざ魚こ寝ねしろと言ってきた。


　夕食は一階の食堂で、おばちゃんから貰もらったおにぎりとおみそ汁しるをかきこんで終わり。さみしいことこの上ないが、唯ゆい一いつの泊まり客という登山客コンビの食しよく卓たくをのぞいたところで、あまり食しよく欲よくをそそるという感じではなかった。


　舞姫は首をひねる。たしか小さなカニの殻からに入ったグラタンも付いていたが、間ま違ちがっても兎羽山はカニの名産地などではない。そもそもこの県に海はない。


　典型的な『流は行やらない民宿メニュー』を知らない舞姫は、不思議に思いながらシャワーのコックもひねっていく。


　常じよう連れんらしい登山客コンビが、せつなそうに薄っぺらいトンカツをつついていたのが、やけに印象に残っている。「先代の頃ころはましなとこだったんだけどねえ」と言っていたが、代だい替がわりの影えい響きようは大きいのだろうか。


　冷たいタイルの床ゆかに、やはり冷たい水が流れ落ち、根気強く待ち続けると、ようやく温かくなってきた。浴よく槽そうが空なのが残念だ。客のコンビが男なものだから、女湯は湯すらはっていない。お湯をはりなおすにも、一から掃そう除じをし直さなければならないような有様だ。


（……男湯入っちゃおうかな……）


　ぽたぽた雫しずくをたらす舞姫は、ふとそんな誘ゆう惑わくに襲おそわれた。


　ガラス戸と暖の簾れんを挟はさんだ向こう側は、たしか男湯である。今頃は芝目たちが残り湯につかっている頃だろう。


　濡ぬれた体を手早く拭ふいて、服を羽は織おって抜ぬき足さし足。


　がらりと戸をあけると、絶ぜつ叫きようされた。


「のひょわらあああああ！」「あ、あ、あ」「なにを勝手に入ってくるか！」大だい混こん乱らんだ。


「みんないいなあと思って」と舞姫は言う。


　目にも留とまらぬ速さで浴槽に首まで飛び込こんだ三名。


「ボクんとこ、お湯も入ってないんだよ。寒くて」


「そんなの知るか！　とっとと出ていきたまえ！」


「覗のぞき反対！　世界人類に恥はじらいを！」


　浴槽の内側から、親指をさげてブーイングを飛ばしてくる。


　ちょっと悲しくなった。


「……あんま意地悪言うと、こっちにも考えがある」


「な、なにかね兄あに貴き」


「暴ぼう力りよくにゃ屈くつ指しねーぞー」


　べつに叩たたきはしない。


「パンツ隠かくす。脱だつ衣い所じよの」


　彼らの顔色が、風呂の中というのに蒼そう白はくになった。


「………まじで？」


「まじで」


「そ、そもそも猿さるから人に進化するにあたって、下着をまとうという行こう為いを文化人類学的に見ると──」


「だから？」


「大事なパンツなんです」


「わかってる」


「文明人の証あかしなんです」


「そうなんだね」


　背せ中なかに脱衣所を背負った人間は強いなと思った。





　──そうして、自分たちの尊そん厳げんとパンツを守りきったＳＥＣメンバー。


「オ、オレ鼻血噴ふきそうなんすけど……」


「湯あたりだ。まず涼すずめ」


　そして忘わすれろ。


　芝目の慰なぐさめのもと、ぐったりしながら二階の大部屋へあがっていく。


　そのままふすまを開けると、諸しよ悪あくの根こん源げんである淡谷舞姫自身は、勝手に毛もう布ふに抱だきつき眠ねむっていた。


「……おいおいおい」


　誰だれともなくつぶやくメンバー。


　まったく理り不ふ尽じんだった。人を勝手に追いつめておきながら、先に寝るなという憤いきどおりがなかったわけではない。しかしそれ以上に、淡谷舞姫の寝ね姿すがたは──。


「……大道寺構こう成せい員いん。今は見み逃のがす。早急にはなぢを拭きたまえ」


「う、ういーっす」


　鼻をおさえて箱ティッシュのもとへ走っていく大道寺。しかし芝目たちは、相変わらず入り口から動けなかった。


　一言で言うならＴシャツ一枚まい。下には申し訳程度のスパッツのみ。


　ほっそりとした舞姫の太ももの──その付け根ぎりぎりまでまくれあがったメンズサイズのＴシャツは、どこまでも男物でありながら、見ようによってはすさまじく『女らしい』ものに映うつってしまうから困こまる。


　これがわざとだったらひどすぎる光景だ。なにせ角度によっては、薄水色の下着のラインまでしっかり見える。頼たよりなくやわらかい布ぬの地じからのびる、細くすんなりとした脚きやく線せん美び。安手の蛍けい光こう灯とうの下、湯上がりの肌はだは全体に桜さくら色いろに染そまって見えた。腰こしの細さも学ランの時にはわからなかったことだ。あの無ぶ骨こつな分ぶ厚あついズボンの下に、どこまで物ぶつ騒そうなものをしまい込んでいたのかこの名めい誉よ兄貴は。
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　規き則そく正しい寝息の前に、生なま唾つばが勝手に出てきて、一同はいっせいに飲み込んだ。


「……なんかほんと。ときどき忘れそうになるっすけど、兄貴って女の子なんすよね……」


「いや俺おれは。俺は前から気づいていたぞ」


「うわ今さらここでスケベ目線宣せん言げん!?」


「鋭するどい観かん察さつ眼がんと言え！」


　それはそうとして。


　誰かが言った。


「……隣となりの布団……誰が使うんだ……？」


　すさまじい問題ができてしまった瞬しゆん間かんだった。





　　　　　＊＊＊





　人は何かを求めれば、同時に何かを失うのだという。


　たいていのことには慣なれたつもりだった。


　ジョーゼットのシュミーズだって。制せい服ふくのスカートだって。一いつ緒しよに着き替がえるのだって、デンデンムシや坂さか本もと九きゆうを歌って乗り越こえてきた。


　だがこれだけは。


　これだけは言わずにすませるべきだったのかもしれない──。


　スイートルームのベッドに腰こし掛かけ、淡谷雪国は目をつぶる。僕ぼくの馬ば鹿か。覚かく悟ごしたこととはいえ、こみあげてくるのは、どうしようもない懺ざん悔げと悔かい恨こんの念だった。


「──ただいま戻もどりました──」


　ドアが開き、蜜が寝しん室しつに入ってくる。


　湯上がりに浴ゆ衣かたを着こんだ姿で、その頰ほおはほんのり赤い。髪かみは向こうでドライヤーでも使ってきたのか、すっかり乾かわいてふわふわと肩かたにかかっていた。


　ああ、夢ゆめにまで見た浴衣の一駿河さん。


　サイズが少し大きいのだと、襟えりや裾すその処しよ理りに苦労していたようだが、湯の香かおりがただよいそうな姿は十じゆう分ぶん魅み力りよく的で、うっとり見とれそうになるが、今は少し心が痛いたい。


「いいお湯だった？」


「ええ。露ろ天てん風ぶ呂ろと檜ひのきの内風呂の二つがありまして、どちらも入ってきましたけど……ほんとに綺き麗れいでしたよ」


「そっか……」


　行けるものなら行きたかったよ。自分が男じゃなかったら。


「先せん輩ぱいもついてないですね。こんな日に女の子の日なんて」


「うあっ……」


　ふさがる前の傷きずをえぐられ、雪国は前のめりにうつむく。


　それを腹ふく痛つうと勘かん違ちがいしたらしい蜜が、さすがに眉まゆをひそめてきた。


「……そんなにひどいんですか？」


「ち、ちょっとね……」


　戻れない道を着実に歩んでいるような気がする。


　蜜は隣のベッドに、着替えと洗せん面めん道具が入ったビニールバッグを置いた。わざわざ気き遣づかわしげに雪国を見る。いいんだ。そんな目で見られる資し格かくは僕にはないんだ一駿河さん。


「フロントに言えばお薬もいただけると思いますけど」


「大だい丈じよう夫ぶ。今日だけだから」


　そしてそっとしておいて。お願いだから。


「……でも先輩、一いつ緒しよに行かなくて正せい解かいです」


「え？」


　いいお湯じゃなかったのだろうか。


　雪国以上に暗い顔になった蜜は、着ている浴衣の合わせのあたりを──あるにはあるが、平へい均きん的中学生サイズにすぎないなだらかな胸むねのふくらみをそっとおさえた。


「ものすごい……へこみますから……お姉様の……」


　ああ、なるほど。


「……あれは……あの大きさは……一つの呪のろいなんです。黄金のツタンカーメンでファラオの呪いと変わらないんです。いそいそと石室に入った盗とう掘くつの泥どろ棒ぼうは、棺ひつぎの蓋ふたを開けた途と端たんに消えない呪いを刻きざみつけられるんです……！」


「そんな大げさな……」


「先輩はあのぷるぷるを見てないからそう言えるんです！」


「ぷ」


「ばいんばいんでゆさゆさのきゅなんです！」


「ば、ゆ、きゅ」


「蜜はタコヤキ……それほどもないかもしれません……」


「そんなもうちょっとはあるよ自信もとうよ」


「どうされました？　二人ともお通つ夜やのような顔されて」


　その比ひ較かく対象は、遅おくれて部屋に入ってきた。


　まともに想そう像ぞうすると心しん臓ぞうに悪いが──あのメロンは夕ゆう張ばりとかドリアン助すけ川がわとか言いたくなるようなたっぷり果くだ物ものサイズの物体をノーガードで直ちよく視しして、なんの影えい響きようも受けずにいる方が難むずかしいのかもしれない。たとえ少女であろうと。いや、少女であればあるほど。


　ばいんばいんか。ゆさゆさできゅか。


「気にしちゃだめだよ、一駿河さん……」


「だめです。目に浮うかぶんですよ……う……」


　呪いだ。乳ちちの呪い。


「明日は湖まで行ってみましょうね。よろしくて蜜。舞姫さん？」


「はあい」


「了りよう解かい、です……」


　やがて、部屋の明かりが消えた。





　　　　　＊＊＊





「──はいじゃんけんぽん！」


「あいこでしょ！」


「──じゃんけんぽん！」


「あいこでしょ！」


「──じゃんけんぽん！」


「あいこでしょ！」


　ＳＥＣは、じゃんけんで寝ね場ば所しよを決めていた。





　　　　　＊＊＊





　うつらうつらまどろんだあと、目がさめたのは、ほんの偶ぐう然ぜんだった。


　寝たまま視線を泳がした雪国は、窓じつ際さいに人が立っていることに気が付いた。蝶間林典子だ。


　彼女は振ふり返る。


「起こしてしまいまして？　舞姫さん」


「いえ……そういう訳わけじゃない……ですけど」


「ああ、いいですわ明かりはつけないで。蜜が起きてしまいますもの」


　ルームライトに手をのばしかけた雪国を、やわらかく制せい止しする。なので雪国は、そのまま彼女の相手をすることになった。


　こんな時間にどうしたのだろう。


「明日のことを考えていたら、寝付けなくて」


「それでお月見ですか」


「月はいいですわね。太陽は少しまぶしすぎますもの。誰か殺あやめてしまいそう」


　カミュの『異い邦ほう人じん』だ。人を殺したのはなぜかといえば、それは『太陽のせい』と判はん事じに答える名シーン。


　淡あわい月明かりに浮かび上がる、彼女の豊ゆたかな巻まき毛。浴ゆ衣かたの凛りんとした立ち姿すがた。彼女がこの情じよう景けいでその一節に触ふれるのは、少しはまりすぎていて怖こわい気もする。ただただ綺き麗れいで、引きこまれそうな色いろ香かもただよわせて。


「胡蝶の宮が人でも殺すんですか……？」


「どうかしら。誰にも取り締しまれないけれど……衝しよう動どう的にも計画的にも動けるところは似にているかもしれませんわ。あとは、とても勇気がいるところ」


　謎なぞ掛かけのようだ。


「蜜からも、下でお風ふ呂ろをいただいた時にいろいろ聞きましたのよ。初恋の王子様の話とか」


「え」


「もうおかしくって。あの時はじめて会った男の子なのに、帰る時には結けつ婚こんのお願いまでしていたそうよ。あの蜜が」


　その頃ころ蜜は、父親と渡と米べいが決まったばかりでとても不安定だったそうだ。


　アメリカなんてぜったいに嫌いやと、そう強く思いつめた幼おさない蜜嬢じようは、いっそ家出したら飛行機に乗らないですむかと思ったらしい。


『──だからその、お、お母様やミズ・ニナが目を離はなすのを見計らって、お庭から外に出たんです。そのままお山の中をうろうろして、けっきょくすぐに迷まい子ごになって、助けてくれたのがその男の子で……』


　消え入るように照れ照れと告白する蜜を見ているのは、とても楽しかったらしい。


「地元の子か、旅行者かもわからなかったそうですけど。可か愛わいいですわよね。叶かなうと素す敵てきですのに」


「そ、そうですか……？」


　こちらとしては、そう簡かん単たんにかなってしまうと困こまるのだが。


「あら。舞姫さんは、初恋の成じよう就じゆには懐かい疑ぎ的な方？」


「だって。ほ、ほら……もしかしたら、もっといい人がいるかもしれませんよ？」


「それも一理ありますかしら」


　ふと気が付くと、彼女は雪国の枕まくら元もとに腰こしをおろしてきた。


　面くらいながら至し近きん距きよ離り、その艶つやめいた口元が作る微び笑しようを見上げていると──するり。


「こ、胡蝶の」


「騒さわがないで。蜜が起きましてよ？」


　そのまま毛もう布ふの端はしを持ち上げ、中にもぐりこんできてしまう。


　どう考えてもとんでもないのは胡蝶の宮だが、彼女はいっそう声をひそめてささやくのだ。


「ね、舞姫さん。いつかお話しすると申し上げましたわよね。どうしてあたくしが立場をわきまえずに、生徒会のあなたを旅行に誘さそったのか」


「え、ええ……」


　向こうが身じろぎするたびに、スプリングのベッドがぎしぎしと揺ゆれる。こちらが動くとまたぎしぎし。


　たしかに蜜には、見られたくない。


「実はですね。あなたを見み込こんでお願いがございますの」


「お願い？」


「仮に、ですけど。紹しよう介かいしていただきたい方がいる──と申し上げたらおわかりになりまして？」


　雪国は、一いつ瞬しゆん意味がわからなかった。


　なにしろ雪国にとって胡蝶の宮は、青美生徒会のライバルであり舞姫のライバルだ。個こ人じん的に尊そん敬けいしこそすれ、それ以上の存そん在ざいではなかったのだ。


「……ええっと……せ、生徒会の誰だれかですか……？」


「やあね舞姫さん。そういう意味ではないわ」


　くだけた口調で甘あまく笑う。吐と息いきが耳をくすぐって息がつまる。まずい。ちょっと待ってこれは近づきすぎでは？


「いろいろ教えていただきたいの。あなたの弟さんのこと」


　雪国は、まともに半身を起こしかけた。


　胡蝶の宮は、雪国のすぐ隣となりにいた。あヽなヽたヽのヽ弟ヽさヽんヽ。うっとり自分の名前を囁ささやいている姿は美人──というより、可愛い、ように見えた。


　ばくん、と心しん臓ぞうが鳴った。


「ゆ、ゆゆゆ雪国のこと、ですか？」


「ええ。こんなこと、学院内ではうかつに申し上げられませんもの。おつきあいされている女じよ性せいはいらっしゃるかとか、どんな女性が好みかとか──」


「そ、そうですね……」


　ばくん、ばくんと、心臓が早はや鐘がねを打ちはじめる。なんだろう。なんなんだこれは。


　彼女はベッドの上、さらに体を近づけてきた。浴ゆ衣かたの肩かたや二の腕うでを押おしつけるように、耳元に唇くちびるを寄よせてくる。


「舞姫さんは、お嫌いかしら。あたくしが雪国さんに近づくのは嫌？」


「い、嫌と言いますか……」


　もう十じゆう分ぶん絡からんで吸すいついていますと言ったらどうなる。どうなる自分。


　くすぐったいを通り越こして、かっと熱くめまいがしてくる。腹はら這ばいになった彼女の浴衣の胸むねが、重そうにシーツの上で潰つぶれていた。なんでそんなことに気づくんだ。この角度でもシュミーズやブラの線が見えていないということは、たぶん付けていない。そうとしか思えない。


　隣にいてもちらちら指にあたる、この浴衣の帯らしきものを、えいと引っ張ぱりさえすれば生メロンが全開──。


（いや待って！　待って僕！　なにぐらついてるんですか！）


　深しん呼こ吸きゆうだ。深呼吸だ雪国。おどろきすぎてヘンになっているだけだ。


「ここここ、こればっかりは、本人の好みによりますし……」


「あたくしはタイプではないと？」


「タイプとか、そういうのじゃなくて……！」


　動かないでください。好みも理り性せいも、現げん物ぶつの呪のろいの前には消えそうになるんです。


　呼吸を整えようとするが、胸は変わらず目の前で潰れているし、整うものも整わない。


　その時、隣のベッドで物音がした。


　蜜が、暗くら闇やみの中に起きあがっている。


「い、一駿河さん……？」


「……んも、うるさあい。みつにだまって、ないしょばなし、きんし」


　やけにたどたどしい言葉遣づかいである。


　ぽいとばかりに毛もう布ふを蹴けっぽると、そのまま裸はだ足しで絨じゆう毯たんを歩いてきて、同じ布ふ団とんの左側にもぐりこんできた。


「のけものは、ゆるさなあい……」


　それだけを言って、またすうすうと寝ね息いきをたてはじめている。


「………………ね、寝ぼけてるのかな？」


「そのようね」


　雪国の肩越しに、胡蝶の宮もつぶやいている。


　あらためて目をあわせ、彼女はうっすら微ほほ笑えんだ。月明かりに浮うかぶ半身は、しどけなくも美しかった。だめだまた心臓が。


「とりあえず、考えておいてくださいます？　あたくし、本気ですのよ」


「は、はは……」


　笑いながら、お互い眠ろうとする。変わらず胡蝶の宮は右にいて、一駿河蜜は反対側。


　夜が明けるまで、残り何時間だろう。


　誰が眠ねむれますかというか、本当の地じ獄ごくはこれからなのだと思った。





　　　　　＊＊＊





　じゃんけん。じゃんけん。じゃんけんぽん。


「ねえ会長、これってけっきょくなんの合宿なんすかね!?」


「淡谷舞姫監かん視し合宿に決まってるではないか！」


「ああ忘わすれてたっすよオレ！　兄貴の監視合宿だったっすね！」


「さあ泣いても笑っても最終戦。じゃーんけーん」


　更ふけゆく、夜、夜、夜──。











　　幕間








「……いたい」


　痛いか。


「……いたいよお」


　そうかそうか。


　ご主人が泣いている。それはもうしくしく。


　だから言わんこっちゃないのだ。我が輩が止めるのも聞かず、右の膝ひざ小こ僧ぞうをすりむいたのは、山の斜しや面めんを転がり落ちたから。落ちすぎて帰る道もわからないから。


「ばかあ！」


　あっ、我わが輩はいを投げつけるでない。それは八つ当たりだ。


「もおやだあ……お、おうちかえる……かえりたい……」


　我が輩も逆さかさまになって毛皮もどろどろ、一いつ緒しよに泣きたい気分だ。


「きみ……だれ？」


　おやおどろいた。こんな場所にヒトのオス発見ではないか。


　ちょっとぼんやり間ま抜ぬけな顔立ちだが、茂みの間をかきわけて、落ちた我が輩のことを拾ってくれた。


「ぼくは、迷まい子ご。きみは？」


「ま、まいご……」


「おそろいだね！」


　ああ、面めん倒どうがふたつに増ふえたぞ。













　　第３章　悪魔THE 、DEVIL'S 襲来ATTACK







　そして、朝がきた。


　新しくて希望の朝らしい朝がきた。


　雪ゆき国ぐには、朝あさ靄つゆの石いし畳だたみを歩いていた。


　プチホテル白はく兎と苑えんを抜ぬけ出て、タオル一枚まいだけを持って坂を下る。まだ六時にすらなっていない表は肌はだ寒ざむく薄うす暗ぐらい。


（…………別に、手を出さなかったからって、それがなんなんだよ）


　一ひと晩ばん中じゆう悩なやみに悩んで、けっきょく『それだけ』だ。


　なにがあったわけではない。そうともなにがあったわけではない。


　誘ゆう惑わくに頭が振ふり切れそうになったり、想そう像ぞうだけがやけにたくましくなってしまったが、現げん実じつは美しいものだ。紳しん士し万ばん歳ざい。


　いま頃ごろ彼女たちは、まだあのベッドの中で寝ねているだろう。だから雪国は、妙みような敗北感と腐くされた気分を払ふつ拭しよくしようと、ホテルの外の公共浴場を目指していた。


　さすがにもう、ホテル内で裸はだかになる気はないし、かと言ってシャワーですませて終わりは寂さびしすぎる。せっかく兎と羽ば山やままで来たのに。


　思いながら私し道どうの石畳をくだりきると、川が見えてくる。湯ノ花の香かおりただよう道みち沿ぞいに少し歩くと、『とばやま公共温おん泉せん』の看かん板ばん。車で見た記き憶おくの通りだ。


　川沿いに湧わき出る源げん泉せんかけ流しの温泉に、海の家のごとき簡かん素そな脱だつ衣い場じようを併へい設せつしただけの、実にシンプルな構こう造ぞうだった。料金は百円。受付すらなく料金箱だけが置いてある入り口にコインを放り込み、雪国はのろのろと脱衣場で服を脱ぬいだ。


（あったまって頭冷やそう……って変な日本語かな）


　露ろ天てんの岩いわ風ぶ呂ろには、すでに先客がいた。


　雪国は極力意い識しきしないように洗い場へ歩き、もそもそと体を洗いだすが、途と中ちゆうで絶ぜつ句くする。


（……ちょっと待て？）


　湯船につかっていたのは、少女。だったような違ちがうような。


　必死に横目でうかがう。そこにあったのは、髪かみが湯につかないよう、頭に白いタオルを巻まいている後ろ姿すがた。たとえ後ろ姿であっても、あのやわらかな肩かたのラインやうなじの曲線は、どう見ても男ではない。


　ぴしゃり、湯船の水面が揺ゆれ、少女が立ち上がった。


（やばい！）


　目と目が、合う。


　まきつけていた少女のタオルが、湯の上にすべり落ちた。胸むな元もとへ落ちていく見み慣なれない髪の色。瞳ひとみは青かった。年はたぶん、雪国と同じぐらい──おどろくこちらの視し界かいに飛び込こんでくるのは、その長く美しい髪と、自分の体を隠かくそうともしないでたたずむ、均きん整せいのとれたしなやかで白い裸ら体たい──。





[image: ]


「ご、ごごごごごごめん間ま違ちがえた！」


　雪国は、それだけ叫さけんで脱衣所にとって返した。服を着き替がえてヅラをかぶって、山の中のホテルへと逃にげ帰った。


　目の奥おくに、まだ少女の濡ぬれた肢し体たいが張はり付いていた。


　最高でした。





「あら、舞まい姫ひめさん。どちらへ行かれたかと思ったら」


「……ちょっと、散歩してきました……」


　ぐすり、と鼻をすする。カツラの下の湿しめった髪がさすがにつらい。


　すでに雪国のベッドはもぬけの殻からで、胡こ蝶ちようの宮みやは起きて身み支じ度たくを調えていた。昨日と色違いのニットとフレアスカートだ。


「起こしてくださればよかったのに」


「よく寝てる感じでしたから……」


　震ふるえながら続きのバスルームのドアを開けたとたん、目の前をなにかが横切った。


　こちらの皮一枚をえぐるかえぐらないかの速度で繰くり出された、一い駿する河が蜜みつ嬢じようの踵かかとだったと気づいた時には、二撃げき目めで洗せん面めん台だいの壁かべに追い詰つめられていた。


「………………………………………………………………こたえてください」


「なななな、なにかな一駿河さん？」


「……なんで蜜は、お、お姉様と一いつ緒しよに……せ、先せん輩ぱいのお布ふ団とんの中にいたんでしょうか……」


「だって寝ぼけて」


「寝ぼけて!?」


「のけものは嫌いやだって」


「ひあっ!?」


　蜜が真っ赤になって絶句した。


「…………あああ、な、な、まさか」


「まさかじゃないよ。胡蝶の宮にも聞いてみなよ」


「なんか他ほかにヘンな寝言とか言ってなかったですか？　言ったんですねそうですね？」


「いや別になんにも」


「噓うそぉ！」


　その前に突つき出されたままのおみ足をどうにかしてほしい。スカートの下のピンクの下着がちらちらというか、足と壁の間で動けない。


　噓です、本当だよと押おし問答をくりかえし、朝食に参りましょうという胡蝶の宮の言葉で、ようやく雪国は解放された。


「…………でも……けっきょくのところ、お姉様と先輩はなんのお話をされてたんですか……？」


　蜜はまだ気にしている。


　昨日もディナーをとった食堂に行くと、すでにカップやシルバーがセッティングされて雪国たちを出で迎むかえた。


「えー、ええっと、えっとそれはね……」


「秋の園遊会までの打ち合わせですわ」


　涼すずやかな顔で胡蝶の宮が答えた。蜜が目を丸くする。


「そうよ蜜。あたくしたちは、いつでも先を読んで行動しないと。サマーコンサートの準じゆん備びが終われば、それで終わりというものではございませんのよ。生徒会の企き画かくと場所がかぶらないよう、舞姫さんに教えていただきましたの」


　さすがにロワイヤルメンバーのトップだ。プライベートなことは漏もらす気がないらしい。


　雪国としてもそれはありがたいことだったが──いいのだろうか。


　姉とも慕したう胡蝶の宮にそう言われ、半はん信しん半はん疑ぎにうなずく蜜の横顔は、少しだけ可か哀わい想そうにも見えた。


　ウェイターが問いかけてくる様々な質しつ問もん──たとえばジュースの種類はなにか、パンはトーストとクロワッサンのどちらが良いか、卵たまごの焼き具合はいかがなどのもろもろもろもろに相づちを打ちつつ、今後の話をする。


「パーティーは明日ですから、時間は十じゆう分ぶんありますわよ。いかがいたします？」


「ケーブルカーとか遊ゆう覧らん船せんとか、いいですよね。お買い物も」


「羽は衣ごろも湖こまで歩いていけるかな。フロントに聞けばバスもタクシーも調べてくれると思うけど──っと」


　考える手からナイフが落ちた。


　拾おうとすると、すぐに通りかかったウェイターが代わりのナイフを届とどけてくれる。ありがたい。


「おけがはございませんか」


「いえ、大だい丈じよう夫ぶ──」


　雪国は止まった。蜜も胡蝶の宮も食事を止めた。どう見てもこの顔は。


「……………………あの時のことは、忘わすれていただけるとありがたいと申しますか……」





「「「やっくん！」」」





　そうハモってしまうぐらい修しゆ羅ら場ばの青年だった。


　一同、質問の一いつ斉せい射しや撃げき。撃て撃て撃て撃て撃ちまくれ。


「客室係の方との復ふく縁えんは？」


「話してくださったら忘れてさしあげてもよろしくてよ」


「……鋭えい意い、関係修しゆう復ふく中です」


「脇わきが甘あますぎるのですわ」


「……ジュースのおかわりですねお客様」


　やっくん、防ぼう戦せん一方とばかりに一礼した。


　爆ばく撃げきはその後も続いた。この世にいわゆるお昼のメロドラマやワイドショーがなくならない理由がわかった気がする。客室係のサクラちゃんとの仲直りに相当額がくのプレゼントを贈おくる約束をするも、いまだ口をきいてもらえないところまで聞き出したところで朝食は終わった。


「……悪あく魔まがいるとしか思えないって……言い訳わけにももっと気のきいたことをおっしゃればいいのに。ねえ？」


「まったくです」


　満足げに食堂を出ると、ニナ・ブライスが歩み寄よってきた。どうしたのだろう。


「ノリコたち、これから遊びに行くの？　ならその前に紹しよう介かいさせて。ほら、エリスよ」


　鉢はち植うえの陰かげから、ひょこりと少女が顔を出した。


　ニナと同じ白人系けいと、もう一つどこかの血が混まじっているかもしれない。繊せん細さいでエキゾチックな面おも立だちの女の子だ。角度によっては金色にも見える明るい髪と、青い青い瞳ひとみ。耳の下で二つに縛しばるリボンも青く、空色のワンピースがよく似に合あう。


「私の一人娘むすめ」


「……ハジメマシテ」


　たどたどしいイントネーションで、彼女は小さくあいさつをした。


　胡蝶の宮たちの顔が、一気にほころんだ。


「はじめましてミス・エリス！　あたくし蝶ちよう間ま林ばやしと申します。いつかお会いしたいと思っておりましたの」


「い、一駿河です」


「ミツもノリコも、会うのははじめてよね。あまり表に出したことがなかったから」


　雪国は、絶ぜつ叫きようしそうになった。


　なにがまずいって、なにがまずいって、下の露ろ天てん風ぶ呂ろで会った妖よう精せいさん！


　かたかたと、さしだす握あく手しゆの手が震ふるえそうになる。アウト。セーフ。よよいのよい。もしここで気づかれたらおしまいだ。即そつ刻こくアウトだ。


「どうぞミナサン、楽しんでいっテください」


「に、日本語お上手ですね」


「レンシュウしました。ニホンはダイスキです。タクサンです」


　汗あせばむ雪国の手を握にぎりかえし、エリスはそのまま蜜たちに話しかけている。


　ひょっとして──わからない？


　可か能のう性せいはある。だってほら。なにせ会ったのは外の風呂場だ。今はヅラもかぶって見た目は女。結びつく方がおかしいのだ。


　そのまま奥おくへ引っ込んでいくエリスに、ほっと胸むねをなでおろしそうになった。


「……すごい。綺き麗れいな子ですねえ」


「ちょっと気むずかしい子なんだけど、あなたたちには素す直なおみたいね──」


　雑ざつ談だんに花を咲さかせている間に、一言断ことわりを入れて輪を離はなれた。


　目についた化け粧しよう室しつのドアを開け、とにかく上がりっぱなしの心しん拍ぱく数すうと動どう悸きをなんとかしようと息をつく。鏡を見ないとわからないが、きっと顔色も最悪だ。


　それにしても死ぬかと思った。本当に死ぬかと思った。雪国は御み影かげ石いしの洗せん面めん台だいの蛇じや口ぐちをひねり、そのままジャージャー流れる水の勢いきおいを見つめていたら。


「──オマエ、下の温泉で会ったオトコだろ？」


「え──」


　目の前の鏡に、エリス・ブライスが映うつっていた。


　彼女はただ、一直線にこちらへ近づいてくる。


「うん。やっぱりあそこと同じニオイがする」


「な、なにして！」


　よく通って高い鼻はな筋すじを、ごく無む造ぞう作さに雪国の首元に寄せた。あわてて身を引こうとする雪国に、問答無用で両手をからめてくる。


「なあショーネン。本命はどっちだ？」


「は？」


「まあどっちでもいいか。オンナ二人に、オトコが一人か。どういう訳わけかは知らないが、これがオモテに知れるとずいぶんなスキャンダルになるんだろうなあ」


　喉のど元もとに、抜ぬき身のナイフをあてられた気分だった。


「ここはタイクツでたまらないんだ。アソんでよ？　ボーイ──」





　　　　　＊＊＊





　妖精のようだと思った青い瞳。精せい緻ちな異い国こくの容よう貌ぼう。けれど、いま雪国の眼がん前ぜんにあるのは、はっきりと意い志しを持つ小こ悪あく魔まの目だ。


「な、なに言ってるのかな──」


　必死で言葉を絞しぼり出した。


　ここで取り込こまれてはおしまいだ。そう本ほん能のうが告げていた。


「言ってる意味が、ぜんぜんわからないし。言いがかりはやめてくれないかな」


　笑う少女に距きよ離りを取る。自然とカツラを守る形で髪かみに手を触ふれていた。とにかく、これ以上突つっ込まれれば乙女っぽい悲鳴もあげてやる覚かく悟ごでエリスを見返す。


「へえ──そう？　オボえがないって？」


「し、知らないってば。誰だれかと見み間ま違ちがえてない？」


　エリスは、青い目を細めた。


「じ、じゃあね。さ、さよなら！」


　平静を保たもって、雪国は化粧室を出た。


　ロビーでは、蜜たちが待ちくたびれたように立っていた。とっとと二人についていこう。それしかない。


「ごめん。遅おそくなったね。さ、早く行こうか──」


「あら、エリスさん」


「へ？」


　ぎょっとした。すばやく後ろを振ふり返ると、ぴったりエリスが背はい後ごについている。


　さきほどまでのふてぶてしさは噓うそのよう。彼女ははにかんだように青い目を伏ふせ、もじもじとワンピースの胸むねの前で指を組んだ。


「……マイヒメさんが、イッショにアソびにいきましょうと。あの──ワタシじゃお邪じや魔まになりませんカ？」


　初うい々ういしくたずねているのだからたまらなかった。


「まあ。いつのまにそんな話」


「マイヒメさんがゼヒにと」


「先せん輩ぱいったら、一人で走りすぎですよ！」


　走ってない走ってない。ひきつる顔で首を振るが、まるで信じていない様子だった。


「ワタシ──あの、なにかマチガエましたか？　マイヒメさん」


「間違えたとかそういう問題じゃなくて──」


「ワカリマシタ。それでは言うしかありません。ワタシがアサに見かけたストリップボーイは──」


「わ───────────────────────────っ」


　素すで悲鳴をあげた雪国に、ロビー全体が凍こおり付いた。


　どうしよう。やってしまった。


「せ、先輩……？」


　エリス・ブライスは、きょとんと目を見開いている。しかしやがて、うれしそうに笑いだすのだ。その姿すがたは純じゆん真しん可か憐れんそのもので、うっすら涙なみだがにじんだ瞳で雪国を見上げ、感かん謝しや感かん激げきとばかりにささやいてくる。


「アソんでくヽれヽるヽんヽでヽすヽねヽ？　ウレシイです」


　──この、悪魔！





　悪魔が来たりて笛を吹ふく。


　そうして雪国の悪魔は、遊ゆう覧らん船せんのデッキの上で風に吹かれることになった。


　羽衣湖を周遊する遊覧フェリー『ばいきんぐ』号。名前の通り、海かい賊ぞく船せんを模もした造りになっている。デッキの上に置かれた玩おも具ちやの大たい砲ほうにお子様たちが群むらがって騒さわいでいた。対たい岸がんに見える山の緑や水面の変化など、彼らにとってはどうでもいいらしい。気楽でいいね君たちは──冷ややかに思う雪国もまた、正しい観光客とは言えないのかもしれない。


「──どうしたショーネン。浮うかない顔ダネ」


　人ひと混ごみをかきわけ、悪魔が隣となりにやってきた。


　一いつ緒しよにいたはずの蜜と胡蝶の宮は、デッキの反対側でおしゃべり中だ。本当なら自分もあの中であははうふふと笑っているはずなのに、どうしてこうなるのだろう。


「その呼よび方、やめてくれない……？」


「どう呼ぼうがワタシの勝手だ。カンに触さわるオマエが青いってことだね」


　悪魔だ。悪魔がいる。


　エリスは湖から吹き付ける風に、まぶしそうに二つわけの髪かみをなびかせている。客の視し線せんは、そんな彼女に遠とお巻まきでも釘くぎ付づけだ。たしかに見ているだけなら、国こく籍せき不明の可憐なアイドルがたたずんでいるようにしか見えない。見えないのに。


「よくも化けるもんだね……人じん格かく変わってるよ」


「性せい別べつ変えるオマエよりましだね」


　うなるしかない。


　くすくす喉のどの奥おくで笑う調子まで、蜜たちといる時とまるで違ちがうのだ。


　雪国は眉まゆをひそめて、デッキの柵さくにもたれかかる。


「なあストリップボーイ。いったいいつからオンナになってるんだ？　二人ともまるで気づいていないようだぞ」


「さあね」


「スカートの下はどうなってる？　下着も女物ならソンケーしてしまう」


「電話して聞いてみたら？」


　エリスは、つまらなそうに目を細めた。


「あまりな、ワタシを邪じや険けんにしない方がいいぞ？」


「…………ああそう？」


「こうなりたくなかったらケンキョでいるべきだ」


　ぼんやり視線を移うつすと、エリスが携けい帯たいの画面を開いていた。なにげなく目にとめた雪国は──ぞわりと肌はだを粟あわ立だてる。


　べつにグロテスクな画が像ぞうが映うつっているわけではない。ただそこには、昨日の修しゆ羅ら場ばのもととなった『やっくん』と、見知らぬ彼女の密みつ会かい現げん場ばが鮮せん明めいに映っていた。


「楽しいよなあ。たったあれだけでカンタンにこじれてくれるんだから」


「な、なんの恨うらみがあって──」


「タイクツだからに決まってるダロ」


　それだけで送信したのか？　その後どうなったか知っているのか。


「ハハの道楽につきあって、こんなヘキチのイベントにきてやったんだ。ヒトで遊ぶぐらいしか楽しみがないだろう？」


「わかんないって！」


「で──どうなんだ？　ストリップボーイ」


　エリスはさらに体を近づけてきた。


「どヽっヽちヽがヽ本ヽ命ヽだヽ？」


　誰が話すか。腹はら、真っ黒くろのくせに。


「明日のパーティーにはな、チョウマバヤシやイスルガとコネクションがある会カン社パニーや音ミユー楽ジツク関・係パー者ソンがたくさん集まるんだ。あそこでオトコと婚こん前ぜん旅行中なんてばれたらどうなるだろうなあ。楽しいだろうなあ」


「お、大げさな話……」


「へえ、オマエはそう思うのか」


　ころころとエリスは笑った。


「一つチューコクしておくが、ばらされたところで痛いたくもかゆくもないと思っているなら、それはオマエの見けん識しきが甘あますぎるってハナシだ。いずれわかると思うが」


「いい加か減げんにしてよ！」


　脅おどしにこれ以上つきあってられるか。


「やあ、コワいです。マイヒメさんが怒おこりマース」


　頰ほおに手をあてて逃にげていく。雪国は歯がみすることしかできなかった。


（……腹たつなー）


　なにが見識が甘いだ。こちらがどれだけ気をつかっているか知らないのだ。


「どうしてくれようかこんちくしょう……」


「……先せん輩ぱい、どうかしたんですか？」


「わっ」


　いつのまにか、蜜がこちらをのぞきこんでいた。


　やわらかなロングヘアが、デッキの風に流れ、手にはソフトクリームが握にぎられている。もちろん、両手に二つ分。わけてくれるものだから、思わず泣きたくなった。


「……アイスなんて売ってたんだね」


「下の売店です」


「すごい嬉うれしい」


　しみじみ言うと、蜜は頰を赤くした。全員分買いましたからと説明してくれるが、それがどうしたのだ。砂さ漠ばくの水だ。オアシスだ。


「エリスさん、まだ日本は不ふ慣なれで、ここで遊ゆう覧らん船せんに乗るのもはじめてなんですって。だから誘さそってくれて嬉しいっておっしゃってましたよ」


「そうなの？」


「え、だからお誘いしたんじゃないですか？」


　蜜が目を丸くしている。


　そんなことを言われても、そもそも誘った覚え自体がないのである。


　蜜は、そうですか、と声のトーンを落とした。


「──まあ、昔から知ってますけど。先輩が誰にでも優やさしいのは」


　どういう意味だろうか。


「ほら、あれですよね。困こまってる人とか、弱ってる人とか、見てると放ほうっておけないんですよね。ボランティア。誰かれ構かまわず助けちゃうんです。違ちがいます？」


「いや、よくわからないけど」


「じゃあ、蜜とは違うんですか？　エリスさんは特別なんですか？」


　横目にうかがってくるまなざしは、冗じよう談だんめかしているように見せて、でも真しん剣けんで──。


「マイヒメさん！」


　突とつ然ぜんの呼よび声に振ふり返れば、胡蝶の宮に寄より添そったエリスが、にこにこ笑いながら手て招まねきしていた。


「こっち来てください！　早く！　キョーリューです。下にキョーリューがいます」


　言えるものなら、言ってしまいたい。


　ああして無む邪じや気きに笑うエリス・ブライスは、か弱いどころか悪あく魔まが服着て歩いていると。人をいじって気晴らしするのがなにより楽しみなのだと。


　だが言ったところでなんになる。


「エリスさんが、水の下になにか見つけたそうですわよ」


「いらっしゃらないなら、ストリーップ──」


「あはははははは。待ってください恐きよう竜りゆうですか今行きます！」


　笑え顔がおで飛んでいくしか道はない。


　ほんとに弱みを握られ中なのだ──！





「──あれはなんですか？」


　エリスがけろっと指をさす。


　ひたすら悪魔の笛ふえ吹ふきに踊おどらされ続け、一行の乗る遊覧船は船着き場へ戻もどってきた。


　土みや産げ物もの屋やをかねたレストハウスだった。その店先で、写真屋がパネルのセットを使って記念撮さつ影えいの呼び込こみをしている。


　別の観光地でも見たことがある光景だ。簡かん単たんなパネルを使った小さなセットを組んで、お客が好きな衣い装しようをまとってカメラにピースを向けるあの構こう図ず。


　ここでの背はい景けいは、もちろん羽衣湖を行く海かい賊ぞく船せん『ばいきんぐ』号のようだ。


「あれは、撮影をしている……のでよろしいのかしら？」


　胡蝶の宮が美び麗れいに首をかしげる。ふられた蜜の反はん応のうも微び妙みよう。おどろいた。見たことないのか。


「ほら。どこかで撮とったことありません？　穴あいたベニヤのセットに顔出してチーズとか」


「それは……なにが楽しいんですの？」


「いやなにが楽しいのかって言われても……」


　ノリと観光客の義ぎ務む感のようなものである。一いち応おう、こちらは衣装も貸かし出して、多少はお金も取るようだが。


「興きよう味みがございますの？　エリスさん」


「はい！」


　勢いきおいこむエリスの反応に、胡蝶の宮は雪国を見た。下々の世界を冒ぼう険けんしてみましょうということらしい。はいはい。苦虫をかみつぶしそうになるがぐっと我が慢まん。


　愛あい想そのいい写真屋の受付に、やあ綺き麗れいなお嬢じよう様さまたちですねとお世せ辞じを言われまくり、セット裏うらの衣装コーナーへ通された。


　回転式のハンガーが、二列にも三列にもずらりと並ならび、かなり壮そう観かんな構図だ。


　そして実じつ際さいに中から衣装を選ぶ段だん階かいになると、これはもう女の子の集しゆう団だんだった。あれがいい、これがいいと大おお騒さわぎしながらハンガーを引っ張ぱりはじめる。


　なんとはなしに見て回るが、マリーアントワネットばりのひらひらドレスはもちろん、受け狙ねらいの着ぐるみや、ご年配の方向けの着物まで置いてある。


（けっこういろいろあるんだな）


　目についたのは、フック船長ばりの男だん性せい用の衣装だ。オプションでサーベルと羽はね帽ぼう子しがついて、布ぬの地じは安いが見み栄ばえはしそう。


「舞姫さん、それにいたしますの？」


　胡蝶の宮がたずねてくる。あわてて服を抱かかえこんでしまう。そんな必要はまったくないのだが、素すの雪国の顔で見ていたものを見られるのは……なにかちょっと気き恥はずかしい。


「も、もう胡蝶の宮は決めましたか？」


「そうですわね……それが少し迷まよっておりますの……」


　ふと彼女は厳きびしい顔で、雪国の肩かた近ちかくまで身を寄せてきたのだ。


「ねえ、舞姫さん。雪国さんならどんな服がお好みだと思います？」


「いい？」


　胡蝶の宮はじっとしている。聞くまで離はなれないとばかりに。そういえば彼女、『雪国を紹しよう介かいしてほしい』なんてとんでもないことを言っていた気がする。


「そ、そそそそ、そうですね。強しいて言うなら、ふわっと可か愛わいい感じで……」


　おい。なにを真ま面じ目めに答えているんだ雪国。


「──可愛い、ですわね？　わかりましたわ。その線で押おしてみようと思います」


「いやあの待って！」


　毅き然ぜんと服の間を分け入っていく胡蝶の宮。いったいどこまで本気なのだろう。





　　　　　＊＊＊





（せんっぱいのバカ！）


　お姉様のバカ！　ばかばかばか！


　トルネードする腹はら立だたしさをもてあまし、一駿河蜜は荒あれていた。ほうらやっぱりこうなるのだ。優やさしすぎる先せん輩ぱいに、完かん璧ぺきなお姉様にエリス・ブライスまでオプションについて。予想通りだ。清きよ野のに反対されても家にいればよかったのだ。その方がずっとよかったに決まっている。


（蜜も一いつ緒しよに選んでもらえばいいって？　なんでそんな恥ずかしいことしなきゃいけないんですか！）


　わからない。ただ、先輩とお姉様が、一緒に着る服を選びあっていた。ひょっとしたらおそろいかもしれない。色いろ違ちがいとか。二人だけで。それだけで、なんでこんなに胸むねがむかむかするのだろう。


　むかっぱらをたてまくり、今も悠ゆう然ぜんと貸かし衣い装しようを引き抜ぬいている胡蝶の宮に背せを向けようとするが──。


（え？）


　びっくりした。その胡蝶の宮の顔色が、かんばしくない。というか、かなり厳きびしい。


　淡あわ谷や舞姫と話していたときは、とても楽しそうに──少なくとも蜜はそう思って見ていたのに。


　胡蝶の宮があらためて手にとっていたのは、かなり意外な選せん択たくというか、可か愛わいらしい雰ふん囲い気きのエプロンドレスだった。明るい縞しま模も様ようのワンピースに、ピュアホワイトのたっぷりとしたエプロン。裾すそにも紐ひもにもレースを多用し、普ふ段だんの彼女なら、まず手に取らないメルヘン路線だ。


「どうかされましたか？　お姉様」


「あら、蜜……」


「それ、お姉様がお召めしに？」


「ええ。でもちょっと……あたくしが着るには、ふさわしく……ない？」


　あたりまえだろう。


「な、なんでお姉様がそんなのお召しにならなきゃいけないんです。台無しじゃないですか！」


　ローズロワイヤルの胡蝶の宮は、綺き麗れいで、大人っぽくて華はなやかで、ゴージャスな衣装を着こなしてこそだろう。


「まさか先輩にこれ着ろって強要されたんですか？　そうですね？　信じられない許ゆるせない。ちょっと文もん句く言ってきます！」


「お待ちなさい蜜！」


　強く引きとめられ、蜜は自分が持っていた衣装ごとつんのめりそうになった。


「あらまあ、これを蜜が……？」


「……や、や、返してくださいちょっと持ってただけです！」


　脇わきからのぞいてしまったのは、胡蝶の宮のエプロンドレスともう一つ。


　蜜はぴょんぴょん飛び跳はねるが、目上なうえに現げん実じつの上うわ背ぜいでも彼女の方が上である。引き抜かれたハンガーにかかっていたのは、大だい胆たんにスリットの入ったチャイナドレスだ。色は赤。おもいきり体に添そうデザインである。


　もう恥はずかしくてたまらない。


　頭に思い浮うかべていたのは、まさに目の前にいる胡蝶の宮で、自分が着れば太もものスリットは開かず、胸もカパカパなのが目に見えている。それでもうらやましくて仕方がなかったのだ。


「……………………わかってますよ。蜜じゃ似に合あわないの……」


「ええ、そうよねこんなふわふわのパステルカラー……」


　路線違いの衣装を目の前に、蜜と典のり子こは、そろってため息をついた。


「それでも着てみたいというか、この路線も着こなせなきゃダメな気がするんです……」


「本当にそのとおりよ……」


「似合わないのはわかってますけど……」


「ひょっとしたら、という可か能のう性せいを捨すてきれないのね……」


「お姉様……」


「蜜……」


　なんだろう。まさか典子お姉様とこんなに心が通じ合う日が来るなんて。


　二人は手を重ね、強く握にぎりあう。その昔、ローズロワイヤルの入会の儀ぎ式しきをした時よりも強く。強く。強く──。


「よろしくて蜜。負けていてはダメ。世間のイメージも己おのれの固定概がい念ねんも、壊こわしてこそ意味があるの。ローズロワイヤルのロワイヤルメンバーは、より気高くより可か憐れんに最高の乙おと女めたらんとする意い志しがあってこそ。挑ちよう戦せんを恐おそれず着てみましょう。新しい世界が見えるかもしれないわ」


「は、はいお姉様！」


　いざ冒ぼう険けんと、それぞれ試着のカーテンへと突つき進む。


　その時だった。


　ぷはっと吹ふき出す声がして、なにごとかと思えばエリス・ブライスだった。


　はしゃぐ彼女の横には淡谷舞姫が付き添っていて、苦く笑しよう気味に腕うでをつかませている。


「──ヤー、おかしすぎデス！」


「エリス……」


「ねえマイヒメさん。あれはなんですか？　なんですか？」


「さあねえ……なんだろうねえ……」


　無む性しようにむっとしそうになる心をおさえ、蜜は胡蝶の宮と一いつ緒しよに様子を見に行く。


　エリス・ブライスは表に顔を出して、先に撮さつ影えい中のお客を指さしていた。


　グループ旅行中らしい学生の集しゆう団だんだ。コンセプトは王子様とお姫ひめ様さまらしいのだが、なぜか男が姫を、女が王子の役でポーズを決めている。


「おーらサイトウー。お色気が足りねーぞー」


「脱ぬげ脱げ脱げー」


「サービスぅ！」


　特に姫役の男の方は、普ふ通つうに無ぶ骨こつな体育会系けい男子なので、金きん髪ぱつ縦たてロールのカツラが悲しいぐらいに似合わない。ポーズを変えるだけで爆ばく笑しようがあがる。


　周りの野や次じに応こたえ、サイトウ君がしなを作る。セットの前でお姉さん座ずわりをし、ちらりちらりとドレスの裾すそを持ち上げて行き、かわりに見えるはごっつく日焼けした臑すねと股もも──。


「……ちょっと悪ふざけがすぎますわね」


「ねえほんとですノリコさん！　女じよ装そうする男性なんて紳しん士しじゃありませんし、フツーはキモチワルイだけです！」


　なぜか舞姫が、うっとつぶやき胸むねをおさえた。


「ねえ、そう思いませんかミツさんも！」


「え……」


　ふられておどろく蜜。エリスは不思議でたまらないとばかりに目をしばたたかせる。


「ああいう男子をどう思います？　ソンザイすることが許ゆるせます？」


　ああいう、とセットの先には、お姫様と王子様に加えて、なぜかメイドたちまで乱らん入にゆうしていた。しかも、そろって男子。三人ぶん。「おかえりなさいませご主人さまあ！」と決めのセリフを叫さけぶ声もどうにも野太い。スカートをつまむ仕草も見苦しい。


「似合いもしないのに女装して、スカートはいて喜んで、そういう人をどう思います？　ミツさんは許せます？」


「ええ……それは、普ふ通つうに嫌いやかもしれません……」


「ううっ！」


　似合わない女装は嫌、という意味だったのだが、また舞姫がよろめいた。なぜか全身をめった打ちにされたような形ぎよう相そうだ。肩かたが震ふるえている。


「…………先せん輩ぱい？」


　不ふ思し議ぎそうにその顔を見返す蜜。


　エリスは「あはっ[image: ]」と笑った。


「あれ、マイヒメさんどうしましたか？　そんなにへこむなんてオカシーです。女装なんてしてないんですから！　そうですよね？」


「そうだね、してないね……」


「やっぱりノーマルでフォーマルなカッコウをするのがベストです。アレにくらべれば！」


　野次に応えてイロモノ女装集団がレビューを踊おどりはじめている。涙なみだ目めの舞姫は、震えに震え、急にかっと目を見開いたかと思うと手元の針はり金がねハンガーを握にぎりしめ、


「おまえらやめろおおおおおおお！」


　派は手でなモーションで振ふりかぶって投げたあ！


「ああっ！　サイトウ！」「しっかりサイトウ！」「サイトウ！」


　金髪のカツラが吹っ飛び、サイトウ君がステージ上に倒たおれた。どこからハンガーが飛んできたか必死に探さがすも、まさかこちらからとは思っていないようだ。


「せ、先輩……？」


「……………………ごめん。どうしても……あれだけは……あれだけは許せなかったんだ……」


「そんな」


「わかってたけどさ……はは……わかってたけどさ……はは……」


　そんなに女装が嫌いなのだろうか。弟さんの女装はとても似に合あっていたのに。


　原げん因いん不明の一いつ喝かつに、サイトウ君がセットから運び出されていく。


　なぜかひどく落ち込こんでいるらしい舞姫を、エリスが変わらずなぐさめ続ける。耳元でささやくたびに舞姫の肩が揺ゆれ、ぐらつき、ときどき拳こぶしまで震えている。ずいぶん仲良くなったようだ。


「それでミナサン、なんのドレスを着ることにしたんです？」


「え……」


　それぞれの手元を見る蜜と胡蝶の宮。


　エリスの言い分を前にすると、奇きをてらうのが恥はずかしくなってくるような。


「……み、蜜。ちょっとそのドレスと交こう換かんいたしません？」


「そ、そうですね。こんなところで冒ぼう険けんしてもしょうがないですしね……」


　舞姫は、ちょっと凛り々りしく海かい賊ぞく船せんの船長さん。エリスは打ち掛かけを着てはしゃいでいる。


　かなりとりとめもない構こう成せいの記念撮さつ影えいは、通りすがりの観光客にも評ひよう判ばんがよく、やたらごついカメラの人にもばしゃばしゃと撮とられていた。





[image: ]


　ただ一つ──蜜の心をちりちり焼くとすれば、まだ似合うと思っていたエプロンドレスの扮ふん装そうに、そんな『先輩』が、なんのコメントもくれないこと。


　蜜はわざとその前で、裾すそをつまんでくるりと回ってみるけれど。


「ねえ、なんか関係ない人もいなかった……？」


「あら、そうですの？」


「観光客だったのかな、あれ」


　まわりのことばかり気にしているお人ひと好よしの『先輩』。


　ねえ、それだけ？　蜜には？


「胡蝶の宮。早く移い動どうしましょう。ここじゃ他のお客さんの邪じや魔まになりますよ」


　期待なんてしていない。するつもりもない。なのに。どんなまわりの褒ほめ言葉もこぼれ落ちて行き、『言ってくれなかった』という苦い思いが、蜜の内側に降ふり積もる。


　エリスが先輩の手をとった。


　駅では褒めてくれたのに──そんな気持ちがこみあげて、ふいに目の前がにじんだ。





　　　　　＊＊＊





　一方、民宿ももせ。


　舞姫が床とこの間まを見つめると、民芸品のクマがサケをくわえていた。サケ──塩しお鮭ざけ──食料──おいしそうだなあと木き彫ぼりのクマにまで気を取られていると、後ろから頭をはたかれた。


「──はいはいはいはい、民宿はお客がいなくなってからが命よ！　布ふ団とんだして。カバー外して。洗せん濯たく！　洗濯！　洗濯よお！　ほらそこお！　おさぼりダメよ。手ぇ動かして。仕事は自分で見つけるもんよおちゃきちゃきとお！」


「痛いたい……」


「シーツ外した布団は干ほすぅ！　へりくつ言わずに干すぅ！」


「うう」


　すかさずおばちゃん、二メートル先で同じように惚ほうける芝しば目め夏なつ彦ひこにカツを入れていく。ぱっしいん。ハエ叩たたきでひっぱたかれ、少年がせつなげな悲鳴をあげる。


「まぁだなんかあったはずだね──」


　きらりと目を光らせ考えこむおばちゃん。骨ほねの髄ずいまでしゃぶりつくすつもりらしい。


　まかないのおばちゃんは、かように容よう赦しやがなかった。泊めてもらうかわりに手伝いますなんて言ってしまったのがいけないのか、朝からこれでもかと労働をさせられている。


「ないならないで放ほうっておいてくれても……」


「兄あに貴き。やめておけ。逆らうな」


　大だい道どう寺じと豆まめ坂さかは洗濯。舞姫と芝目は布団干し。舞姫はため息をつき、細ほそ腕うでに似に合あわぬ筋きん力りよくで布団をかつぎあげると、庭に面した縁えん側がわへ向かう。


　紫あ陽じさ花いが咲さく庭先では、今日も『ももせ』の旦だん那ながダイナモ様と対話を続けていた。明るい日の光の下では、比ひ較かく的まとも──なわけがなく、よりいっそううさんくさい。


　ちょっとは働けおっさん、などと思ってはいけないのだろう。


「兄貴。貸かすがいい」


「うん……」


　先に庭に出ていた芝目が、布団を受け取る。舞姫も外そと履ばきのサンダルに履き替かえた。


　ダイナモ様が、ぐおーんとツノを揺ゆらして動いている。旦那が一いつ緒しよに拝おがんでいる。


　やっぱり、なにかこの状じよう況きようはヘンだ。


「……ユキグニのとこには、いつ行けばいいんだろ」


「まあ折を見て、隙すきを見て、であろうか」


「ユキグニの監かん視し合宿なのに」


「昨日の時点で趣しゆ旨しが変わってきているからなあ」


「そうなの？」


　芝目は不思議なことを言っている。


　朝起きた時は、舞姫の周りに討うち死じにしたようなＳＥＣメンバーが倒たおれ込んで寝ねていて、そのさらに向こうにはチラシの裏うらに書き殴なぐられた対戦表が散さん乱らんしていた。たしか回数は千回を超えていたが、舞姫のいない間に楽しいゲームでもしていたのだろうか。


　どうにもぎりぎりのところで仲間外れというか、お客さんあつかいされているのがおもしろくない。


　物干し竿ざおに任まかされた布団を干すのは結けつ構こうな重労働で、座ざ敷しきと往おう復ふくしながら布団をすべて干しきったら腰こしが痛くなった。舞姫がめりめりストレッチがわりに前ぜん屈くつをしていると、芝目が後ろからシャツの裾を引っ張ぱりあげてくれた。


「……どーも」


「風か邪ぜをひくぞ」


　咳せき払ばらいする芝目。どうやら背せ中なかが丸見えだったらしい。


「……兄貴は、女子にもてるのが苦手と言っていたよなあ」


「まあ、そうだけど」


　前屈をやめ、今度は背せ伸のびの運動。左右に腰をひねって体たい操そう終しゆう了りよう。


「……それならせめて、『ボク』をやめてみたらどうであろう」


　思わぬ提てい案あんだった。


「は？　なんで？」


「なんでって。その方が……その、お、お、お、女の子っぽく見えるだろう」


　ぽかんと目を見開く舞姫に、言ってやったとばかりに鼻をひくつかせる芝目。たぶん向こうは、いいことを提案してやった、ぐらいに思っているのかもしれない。


「なんかさ、やめない？　そういう話、いまするのさ……」


「はあ？　なぜだ！」


「そんなお説教するぐらいなら、昨日のうちにボクを起こしてほしかったってこと！」


　むかむかをおさえて、舞姫は母おも屋やの中へとってかえす。


　意味がわからんと芝目はわめくが、これ以上論ろん争そうするのも悔くやしかった。


　おさぼりはだめよお！　と大道寺たちを叱しかるおばちゃんの声がきこえてくる。


　まったく。自分の半身は──ユキグニは──今いま頃ごろなにをしているのやら。





　　　　　＊＊＊





　遊ゆう覧らん船せんの後はケーブルカーで兎と羽ば山やま山さん頂ちように登り、展てん望ぼう台だいから羽衣湖を見下ろした。


　お茶屋で抹まつ茶ちやと団だん子ごを食べて、登山バスに乗ってホテルへ帰る。そうしてホテルの白兎苑まで戻もどってくると、もう夕ゆう暮ぐれだった。


　エリスは終始ご機き嫌げんというか遊び倒してご満まん悦えつで、しきりに胡蝶の宮たちに礼を言っていた。


「ああ、サビシイです。今日はとても楽しかった。ありがとうございマシタ」


　それは八割わり方がた、僕ぼくで遊んだ結果だよねと言いたかったがじっと我が慢まん。なにせ雪国の手元には、それはそれは素す敵てきな記念写真が残ったのだから。


　なにをおいてもエプロンドレスだ。一駿河さんのエプロンドレスだ。


　ふわふわのスカート。真っ白いエプロン。まさしく彼女のためにあつらえたようで、雪国は撮さつ影えい中も飛びつきたくてたまらなかった。ここまでがまんし続けて来て、いまさら没ぼつ収しゆうされるような事じ件けんは起こしたくない。


　一つ気になったのは、その写真を撮とってもらった時に、娘むすめや孫がいそうな年の観光客にまじって、中年男がカメラをかまえていたことぐらいだろうか。褪あせたコーデュロイの上着の袖そでをまくりあげて、髪かみは半はん端ぱなロン毛。観光客らしい雰ふん囲い気きはあまりなかった。


　カメラも本ほん格かく的な一いち眼がんレフで、何なん枚まいか撮ると同行者の男と一いつ緒しよにすぐに消えてしまった。


　趣しゆ味みならともかく、変なところに転売されていないといいのだが。


「明日のパーティーには出席されますの？」


「いいえ。ワタシは、人がイッパイいるところはニガテなので──」


　ともかく写真の方は、いつか人のいないところでじっくりながめよう。


　思いながらエントランス・ロビーにやってくると、ちょっとおどろいた。


　泊とまり客は今日の方が多いと聞いていたが、ここまでとは。


　朝とは別世界というか、格かく段だんに増ふえている。ロビーのあちこちから話し声が響ひびき、フロントの係員も忙いそがしく立ち働いている。ちょっとした入国ラッシュといった風ふ情ぜいだ。


「……あそこにいらっしゃる方、小お田だ島じま興こう行ぎようの役員さんね」


「いいっ」


　芸げい能のう関係では一流の企き業ぎようだ。


「テノール歌手の冬ふゆ川かわ雅まさ彦ひこさんもいらっしゃいますね」


　サッカーの試合で君が代歌ってなかったか確たしか。


　それなら、あそこは。オーナーのミズ・ニナが笑え顔がおで歓かん迎げいのあいさつをしている人だかりのあたりは、また別格にすごい人たちなのだろうか。


「嫌いやになりますわね。本当に噂うわさの候こう補ほをみんな集めた感じ……」


　どういう意味だろうか。胡蝶の宮は、典てん雅がな瞳ひとみをつまらなそうに細めるばかりだ。


「──あら、おかえりなさいエリス！　ノリコたち！」


　雪国は首をすくめる。ばれた。


　胡蝶の宮は、あらためて笑え顔がおを作り直し、ニナ・ブライスのところへ歩いていく。


「ただいま戻りましたわミズ・ニナ」


「エリスも一緒だったようね。どう、楽しんできた？」


　小さくうなずくエリスに、お母さんとしても満足そうだった。


「ご覧の通り、娘もすっかりこちらに馴な染じんでおりますのよ」


「それはすばらしいことですな。門かど出でに不安はない方がいい」


　恰かつ幅ぷくのいい紳しん士しが笑っている。どうにも頭に『場ば違ちがい』の単語が浮うかぶ。つまり自分のことだが。


　それぞれいい年したおじさまやおばさまたちの、値ね踏ぶみするようなまなざしの意味を考えたり、それぞれかたわらの同行者に向かって囁ささやく声こわ音ねをまともに聞くのだけはやめようと思った。よくない。絶ぜつ対たいに心しん臓ぞうによろしくない。


「つまりこちらのお嬢じよう様さまが、本日の演えん奏そうの主役ということですか」


「ええ。お任まかせください」


『マム！ 』


　ふいにエリスが英語で慌あわてた。


『どういうこと？　嫌だって言ったじゃない 』


『今さら駄だ々だをこねないで。お客様のご希望なのよ？ 』


　早口に言い含ふくめるニナ。エリスはさらに言い募つのろうとして、けれどなにも言えないようだった。


　さすがに親には逆さからえないか。腹はら黒ぐろの敗北。珍めずらしいものを見た気分。


「大だい丈じよう夫ぶ。この日のために、アメリカでも練習してきましたのよ。この子ったらいつも素す直なおじゃないんです」


「だったらワタシ……ミツのために弾ひきます……」


「え？」


　とんでもないことを言い出しましたよ。


「一人は、コワイです。でも、オトモダチと一緒ならダイジョウブです。ミツ、歌ってくれませんか？　ワタシ、あなたのためにピアノ弾きます」


「み、蜜ですか──？」


　お願い。お友達でしょう。


　そう言わんばかりのすがるような目。捨すてられた子犬のように哀あわれっぽく。


　突とつ然ぜんの提てい案あんに、ニナも客人たちも言葉に窮きゆうしているようだ。


　しかしなによりおどろいていたのは、いきなり引き合いに出された蜜自身だったと思う。





　──これも腹黒の気晴らしというやつなのかもしれない。


　夕食前の余よ興きようという形で、エリスの無茶な提案は受け入れられてしまったのだ。


　二人きりになってしまった食堂のテーブルで、雪国はぼやいた。


「一駿河さんが可か哀わい想そうだよ……」


「舞姫さんはそう思いますの？」


「だってそうじゃないですか。こんな大人ばっかりのすごい人たちの中で歌わされるなんて……僕ならしんどすぎます」


　周りを見回す。昨日はあらかた空いていた食堂内。今日は八割わり方がたが埋うまっている。


　招しよう待たい客きやくはそうそうたるメンツばかりだとエリス自身が吹ふい聴ちようしておきながら、そのど真ん中に蜜を放り込こむのだからひどすぎないだろうか。


　はじめに目をつけたのは雪国で、次が蜜。


（僕で遊ぶだけじゃ気がすまないのかよ）


　こうして同行者の方に揺ゆさぶりをかけることで、雪国があわてふためきボロを出すのを狙ねらっているのかもしれない。本命は二人のうちのどちらか。そう思うと胸むねが痛いたい。まきこまれた蜜のことを思うと申し訳わけないし、いたたまれない気持ちでたまらなくなる。


　ぱちぱちと、乾かわいた客の拍はく手しゆとともに蜜とエリスが食堂内に現あらわれた。


　昼間より少し光こう沢たくのある青いドレスを着たエリス・ブライス。その隣となりには、昼間のワンピースの上にショールを羽は織おった蜜が寄より添そう。窓まど際ぎわに置かれたグランドピアノの蓋ふたを開け、エリスが白はつ鍵けんの前に座すわる。楽がく譜ふの位置を蜜が調整する。


　くすりと吹ふき出す気配がしたのは、後ろのテーブルだった。


「──ベヒシュタインのピアノが泣きそうだな。手が震ふるえてるじゃないか」


「おい、お世辞でも拍手はしてやれよ。ここはコンサートホールじゃないんだ」


「まあな。お前こそ、色いろ眼め鏡がねで見るなよ。いくら彼女が──でも──」


　本当に、口ふさいでやろうかおっさんども。


　周りを見ても、お嬢さんの手習いをあたたかく見守ってやろうという雰ふん囲い気きはあまりない。まるで話題のステージで、新人歌手が転んでとちるのを、今か今かと待っているかのような。意地が悪いにもほどがある。


「その噂うわさ、けっきょく確たしかなのか？」


「確かじゃなきゃこんなメンツが偶ぐう然ぜんで集まるか。あの顔はどう見ても日につ系けいの顔だぞ」


「白人とは言い切れないな」


「ニナ・ブライスが今まで表に出したがらなかったわけだ」


　せめて黙だまれ。蜜がしゃべりはじめているのに。


「……えっと。みなさんこんばんは。この白兎苑は、蜜の……いえ、わたくしのとても素す敵てきな思い出の場所です。綺き麗れいな兎羽山の緑。お屋や敷しきの白い花。素敵な出会い。ここでもう一度、みなさんと思い出を作ることができるなら、こんなにうれしいことはありません。新しい門出を、一いつ緒しよに祝しゆく福ふくさせてください。まずはロミオとジュリエットから『私は夢ゆめに生きたい』、トスカから『歌に生き、愛に生き』を歌います」


　またしても後ろで苦く笑しようがもれた。


「おいおい勘かん弁べんしてくれ……ジュリエットお嬢様はともかく、トスカをやるってのか？　あんな小さなお嬢じようさんが」


「──言うな。二世同士お手て並なみ拝はい見けんだ」


「ニナ・ブライスとサエコ・イスルガの血、か。親同士ならプラチナチケットものなんだが」


　雪国は、たまらず腰こしをあげた。もう無理だ。


「──やっぱり僕、ミズ・ニナに言って中止してもらいます」


　しかし一歩遅おそかった。食堂内のざわめきが絶たえた。


　エリスの伴ばん奏そうがはじまったのだ。


　きらきらと、音の一つ一つが弾はじけるような三拍びよう子しのワルツだった。華はなやかな装そう飾しよく音おんに彩いろどられ、白兎苑の食堂は、中世の舞ぶ踏とう会かいへと早変わりする。


　雪国は、自然と浮うかせた腰を戻もどしていた。


（誰だれが困こまってるって？）


　そして響ひびき渡わたるのは、ジュリエット──まだロミオと出会う前、あどけない夢と恋こいへの希望に満ちあふれた姫ひめ君ぎみの歌声だ。


　彼女の歌をまともに聴きくのが、実ははじめてなことに気が付いた。可か愛わいい一駿河さん。ちょっと怒おこりっぽい一駿河さん。ソースはトンカツの一駿河さん。雪国が知っている一駿河さん。


（ねえ本当に）


（誰が困ってるんだ？）


　怯おびえたところなどどこにもない。


　胡蝶の宮は、あらかじめ知っていたように教えてくれた。


「サロンやパーティーの余よ興きようで歌わされるなんて、あの子にしてみればよくあることですもの」


　ああ、本当だ。


　いつも『先せん輩ぱい』と呼よびかけてくれる唇くちびるから解とき放たれるのは、輝き石せきのように瞬またたくソプラノの歌。なめらかで華はなやかな本物の歌姫の音色。誰にも文もん句くなどつけようがない。


　これが彼女たちの世界なのだ。


　伴奏に徹てつしていたエリスの音色が、ギアを入れ替かえるように色いろ鮮あざやかに響きはじめる。負けることなく、張はり合うことなく、けれど確たしかな存そん在ざい感をもって蜜の声が絡からみ合う。


　そんな一曲目が──終わる。


「──すばらしい！」


　弾けんばかりの拍手が起こった。なによりも、後ろで笑っていた男たちから。


「私は帝てい都とレコードの川かわ添ぞえと申します。イスルガ・ミツさん。お母様のサエコさんには昨年お世話に」


「……母のことを……知っていらっしゃるなら光栄です」


「当然です！」


　はにかむ蜜に、客の目の色が変わっていた。


　きりのない呼びかけをあしらうように、エリスが二曲目を奏かなではじめる。蜜は目を閉とじ、ショールを二の腕うでに抱だく。


　次に蜜が歌いあげるのは、イタリアオペラの至し宝ほう、悲ひ劇げきの歌姫、トスカ──。





　わたしは芸に生き、恋に生きてまいりました、


　これまで一度も人に悪いことをしたことはありません！


　私が知り合った惨みじめな方々にはみんな、


　そっと手をさしのべてまいりました……





　常つねに真しん摯しな信しん仰こうをもって、


　私の祈いのりは


　聖せいなる祭さい壇だんに高く昇のぼりました。


　常に真摯な信仰をもって、


　私は祭壇にお花をお供そなえしました。





　それなのに、今、苦しんでいるときに、


　どうして、どうして、主よ、


　私にこんな報むくいを下さるのですか？





　──ばれたところで痛いたくもかゆくもないと思っているなら、それはお前の見けん識しきが甘あますぎるって話だ。


　──いずれわかると思うがな。





　白と黒。明と暗。強く深みを増ます蜜の歌声に混まじるように、エリスの忠告が蘇よみがえる。


　わかった。今思い知らされた。その他大おお勢ぜいのテーブルと、その向こうのピアノとの間。わずか十メートルほどの距きよ離りが、ひどく遠くてまぶしくて。


　蜜は、本当にすごい子だったのだ。


　自分よりずっと。ずっとずっと──。
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　衝しよう撃げきという意味では、その後のお祝いの歌や、ニナ・ブライスの演えん奏そうすらかすんでいた気がした。


　夕食を終えたあとも、夢ゆめの中にいるような思いは消えなかった。


　食堂の出口で、雪国たちは名を呼よばれた。


　蜜がショールを片かた手てに走ってくる。


「──お姉様！　先せん輩ぱいも！」


「一駿河さん」


「どうですか、聴きいていただけましたか」


　はしゃいだ顔で、こちらを見上げてくる。いつにないほど興こう奮ふんした面おももちだった。


「なかなか上う手まく歌えたのではなくて？　ローズロワイヤルのサロンコンサートの時よりも力が入っていましてよ？」


「そうですか？　嬉うれしい。蜜もそう思ったんです！」


　本当にうれしそうだ。


「あんなに歌いやすいなんて──エリスさんのおかげです。合わせてすぐにわかりました。音に人ひと柄がらが出るって言いますけど、本当に気配りが上手で優やさしい方なんですよ。いつもよりもっと素す直なおに声が出るから、ああまだどきどきしてる──」


　良かったね。いつもなら出るはずの一言が、なかなか出なかった。


　蜜が、息を吸すって雪国を見上げる。すぐには喋しやべりださない。頰ほおの赤みが消えるのを待つように、平静な自分に戻もどるように、慎しん重ちように、慎重に、こちらの出方をうかがうように。


「先輩も、聴きましたよね？」


「え──」


　なのにあわてふためく自分を、どうすることもできなかった。


　答えなら決まっている。なにも迷まよう必要もない。良かったよ。綺麗だった。手を叩たたいて感想を言って、場所が場所なら惚ほれ直したとでも叫さけびたいぐらい。


　だけど──同時に思うのだ。


　エリスが見ているかもしれない。感づかれたらおしまいだ。下へ手たを打ったら彼女の評ひよう判ばんにも関かかわる。そもそも音楽なんて素しろ人うともいいところだ。だからそう──僕ぼくが誉ほめてもどうしようもない。


「うん。すごく上う手まいって、みんな言ってたね」


　あくまで、無ぶ難なんにそっけなく。


　公こう衆しゆうの面前で言えることなどこれぐらいだ。


　蜜が、うなずいた。そのまま静かにうつむく彼女の表ひよう情じようは、雪国の位置からはわからなかった。


「じゃあ、先いくね。一駿河さん、ご飯まだだよね？」


　胡蝶の宮の了りよう承しようを待たず、雪国は蜜から背せを向ける。案の定、その先にはエリスがたたずんでいた。


　見なよエリス・ブライス。これでつっこめる部分があるなら教えてほしいぐらいだ。


　だけどその瞬しゆん間かん、当のエリスの瞳ひとみが見開かれた。


「蜜が、なにか、しましたかっ？」


　振ふり返れば、蜜が泣いていた。


　引き絞しぼるような、震ふるえた呼び声で。


「なんで。なんで蜜ばっかりこんなぐるぐるどきどきしなきゃいけないんですか！」


　人目もはばからず、悔くやしげに顔を歪ゆがめて泣いていた。


「優やさしくしたり、冷たくしたり、わかりません！　ぜんぜん蜜にはわかりません！」











　　幕間








　迷まい子ごたちの行軍は続いている。あるかないかの獣けもの道みちをかきわけ、えっちらおっちら。


「だいじょうぶ。いきなりサツジンキにあうのはお話の中だけだって、おばあちゃんいってたし。だれかにあったら、かわいい声でデンワかしてくださいっておねがいすればいいんだって」


「そうなの……？」


「そうだよ」


「おばけは？」


「いないよ」


「ほんとに？」


「ほんとだよ」


　ご主人、我が輩で泣きべそを拭くのをやめてほしいのだ。


　しかしずいぶんアナーキーな例をあげる祖そ母ぼ殿どのだ。迷子少年が食キヤラ料メルを渡してそう請うけ負おうおかげで、ご主人もずいぶん安心しているようではあるが。


「みつのおばあさまはね、あめりかにいるの。みつもこんどあめりかにいくの」


「あめりかって、どこ？」


「とおいとこ」


「宇宙とか？」


「……ちがうとおもう」


「じゃだいじょうぶだよ」


「そうかしら」


　かしらでもないような気もがするが。


　迷子たちが言い張るうちにも、進み続けた斜しや面めんの藪やぶがついに開けた。やれやれ、やっと到着か。


　古い民家の庭にたちふさがるは、強こわ面もての作さ務む衣え。手には薪まき割わり用の錆さびた鉈なた。


「だれじゃおぬしら！」


　サツジンキではなかろうか!?













　　第４章　夜のSECRET 秘密NIGHT







　蜜みつの感かん情じようは、派は手でに炸さく裂れつしたあげく、急きゆう激げきにしぼんで──冷えきった。


「……ごめんなさい。ちょっと、興こう奮ふんしすぎました……」


「あ、あの、一い駿する河がさん」


「頭、冷やしてきます。ほっておいてください」


　そう言って廊ろう下かを走っていく。


　とっさに追いかけようとした雪ゆき国ぐにの肩かたを、胡こ蝶ちようの宮みやがつかんだ。言いかけるのを制せいするように、首を振ふる。


「ここは任まかせてくださる？」


　有う無むを言わせない調子だった。


「これでもずっと、あの子のことは見てきたつもりですのよ。中等科に編へん入にゆうしてきた時から今日まで変わらずに。生なま半はん可かなつきあいのあなたとは違ちがいますわ」


　返す言葉がなかった。


　まさか、ここで泣かれるなんて思わなかったのだ──。


　ちょっとそっけなくしすぎたかもしれない。だってあの蜜なのだ。向こうっ気の強いロワイヤルメンバーで、生徒会の『若わか光ひかるの君きみ』には決して気など許ゆるさないタイプ。


　でも、同じぐらいに脆もろくて、助けが必要な女の子なこともわかっていて。


　傷きずつけたのか？　そういうことなのか？


　まだ頭は混こん乱らんしたまま。おどろきと困こん惑わくと自じ己こ嫌けん悪お。立ちつくす雪国を置いて、胡蝶の宮が蜜の後を追っていく。その背せ中なかの方が、よっぽど蜜のことをわかってふさわしいような気がしてくるからもう。


　頭が、下がる。


「なにやってんだ、僕……」


「しるこドリンクが飲みたい」


　ふと横を見ると、諸しよ悪あくの根こん源げんがつぶやいていた。


「…………は？　しるこ？」


　国こく籍せきアメリカの異い人じんさんのくせに、なにを色物和風ドリンクを欲ほしがっているのだか。


「トバヤマに来た時はしるこドリンクって決めてるのに、まだ飲んでないんだ」


「なんでそれを僕に言うの？」


「オマエしかいないだろう」


　今の自分に？　よりによって？


「オマエはワタシのことなんてなにもしらないだろう。ダマって夜道につきあえばいいんだストリップボーイ。『とばやま公共温おん泉せん』前の自動販はん売ばい機きにある」


　くい、と人差し指を曲げてくる。


　選せん択たく肢しが他ほかにないことを、この少女はしっかり理り解かいしている。ＦＵＣＫ。
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　民宿『ももせ』のおばちゃんは、午後八時でその日の業ぎよう務むを終えて宿を去る。なにせいわゆるパートタイマーだから。契けい約やくだから。豊ほう満まんな腰こしのエプロンはそのままに、きっかりさっぱり電動機付き自転車に乗って坂の細道を去っていく。


　それは地じ獄ごくからの解放だった。唯ゆい一いつのやすらぎタイムがやってくる。


「……………………しぬ」


　誰だれかがうめいた。


「ここはエジプトっすか。オレたちなんかしたっすか。ムチ……ムチのかわりに、ハエ叩たたき……ファラオ様……」


「……ピラミッドの建けん築ちく作業員は、単たん純じゆんな奴ど隷れい労働ではなかったという説もあるぞ大だい道どう寺じ構こう成せい員いん」


「そうじゃなくてそういう意味じゃなくて、空気読んでこのドレイ気分……あーもう腰いてえ……」


　大部屋の畳たたみの上に、死にかけのマグロがごろごろと転がっている。


　泣き言をぼやくほどに、おばちゃんの課した労働は過か酷こくだったのだ。


　まずは炊すい事じ洗せん濯たく、お宿の掃そう除じ。お盆ぼんと年末の大掃除まで繰くり上げでやらされた気がするのは気のせいではない。こんな時期に畳を上げてバルサンまで焚たかされたのだから間ま違ちがいない。舞まい姫ひめもまた、大量の漬つけ物もの壺つぼを洗あらわされ、殺さつ菌きん消毒し、言われるままに梅うめ干ぼしとらっきょう漬けとショウガ漬けを作るのを手伝わされた。


　くんくんと服の匂においをかぐが、まだ梅とシソとらっきょうくさい。


「……お風ふ呂ろはいってくる……」


　顔をしかめてぼやいたとたん、大部屋の空気が凍こおりついた。潰つぶれたマグロたちが、いっせいに畳の一カ所へ転がっていく。


「──か、会長。今度こそ打ち合わせどおりっすね」「ジャンケンじゃなくてアミダにするって」「これアミダ表」──そのままひしっと築つき地じの競せり市いちのように寄より集まって、相談事をはじめているのだ。


「ここに一人三本ずつ線引いて完成っす。ね、これなら時間短たん縮しゆく」


「──いや、やめておくのだ二人とも」


「なんで！」


　芝しば目めがちらりとこちらを見る。自作のアミダ表を片かた手てに、大道寺たちもこちらを見る。なんだその恨うらみがましい眼がん力りきは。


「なあ。機き嫌げんが悪そうだろう」


「そ、そうっすか……？」


「もしかしたらばれているのかもしれん……野性のカンを侮あなどるな。今はやめておくのだ」


　だから、そうやってこそこそするから嫌いやなのだ。


　舞姫は立ち上がり、ズボンのあたりについた埃ほこりを払はらいながら網あみ戸どを開ける。


　まったくもう──目の前に見えるのは、旦だん那な製せい作さくダイナモ様の不気味な頭部だ。できるだけ見ないふりをして、深しん呼こ吸きゆうがてら桟さんから身を乗り出すと──。


「──ユキグニだ」


「なんだと？」


「女の子と一いつ緒しよにいる」


「一駿河さんであるか？」


「違うぜんぜんべつ」


「なにいいいい」


　思ってもいない人物とツーショット。つぶやく舞姫に、少年たちが目をむき窓へと群がった。
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　──おいおいガイジン？　ガイジンさん？


　──なにあれ。かっわいい……。


　──おい押おすな。行くぞ行ってしまうぞ。





　どこかの宿で、泊とまり客が騒さわいでいるようだ。夜道にでかい声は目立つもんだなとぼんやり思った。


「辛しん気きクサイ顔をするなストリップボーイ。美女のエスコートはウレシイだろう」


「適てき当とうに言ってるよねその位置じゃ」


「ワタシの背せ中なかはトクベツセイなんだ」


　ワカリやすいんだよオマエ。エリスが前方でせせら笑う。


　エリス・ブライスは、雪国の五メートルほど前を先行している。ふらふらと英語で『雨に歌えば』を口ずさみ、時折街灯に手をかけくるりと回る。なにが夜道につきあえなのだ。どう見ても一人歩きに慣なれきっている。


　ギリシャ神話だったろうか。混こん乱らんと不和の女め神がみに『エリス』なんて嫌いやみな名前がついていたのは。


　夜に溶とけるダークブルーのスカートと、二つわけに束ねたストレートヘア。彼女の首くび筋すじはほっそりと長く、なぜか京の舞まい妓こを思い出した。昼に打うち掛かけなんて着ているのを見てしまったからかもしれない。


　等とう間かん隔かくに並ならぶ街灯の下に来た時だけ、はっと明るい髪かみ色いろと、ベルベット地の光こう沢たくが、蝶ちようの鱗りん粉ぷんのように浮うかびあがる。やっぱり外国の子なんだなと思い知る。


　どんなやつかと言われれば、みとれるほどに綺き麗れいで高こう慢まんで、気まぐれでサディスティックで、その上さらに。


「オマエの中じゃ、ワタシは救いようのないワガママな悪あく党とうなのだろ？」


「は──」


「いいやわかってるさ。その辛気クサイ顔ツキはそういうことだ。カナしいものだな、通じることないカタオモイというのは」


　彼女は振り返った。ひらり、蛍けい光こう灯とうの下の蝶のように。


「すき」


「ええっ」


「イエス。ハジメテみたトキカラ、ずっと。わすれられナカッタ──」


　目の前にあるのは、エリスの神しん秘ぴ的な青い瞳ひとみ。くりかえされる『すき』のリフレイン。頭が一気に白くなる。ちょっと、待ってまさか──。


「オマエのマヌケ面づらが」


　一いつ瞬しゆんみとれそうになった自分を心底抹まつ消しようしたくなって、爆ばく笑しようするエリスから目をそらした。


「グッド！　マーベラス！　そのままカモにされ続けてくれ！」


「いいかげんにしなよ！」


「怒おこりたければ怒ればいい。上うわっ面つらにごまかされるニンゲンなど怖こわくない」


　形のいい胸むねをはり、右の拳こぶしをつきだし、赤い唇くちびるを引き上げる。


　悔くやしいけれど、そのときのエリスは決して醜みにくくはないのだ。


　まるで数万の敵てきに、剣つるぎ一つで名乗りをあげる、潔いさぎよくも孤こ独どくな剣士のようで。


「そうそう。これこれ。しるこドリンクつぶ餡あん入いり」


　エリスはたどりついた自動販はん売ばい機きを前にして、満足げな声をあげる。


「アンシンしろ。オマエにたかろうなんて思ってない」


「……僕ぼくなにも言ってないんだけど」


「だから顔にかいてアル」


　ふふんと笑って、エリスは販売機にコインを押し込こむ。買ったのは二本で、一本はその場でプルトップを開け、もう一本は雪国に押しつけてきた。


「なにこれ」


「飲むなよ。そっちはカエって冷やにして飲むんだ」


　どこまでおっさんくさいのか、甘あま党とうなのかどちらかにしてほしい。


　またエリスは小さく歌いながら、ふらふらと元きた道を戻もどりはじめる。たかりはしないが、荷物持ちはさせるつもりらしい彼女。


「あいかわらず、ビンボーくさい宿だナ」


　途と中ちゆうでエリスが山側を見上げた。さっき騒さわぎ声が聞こえた方角だ。


「いつツブレるかキョーミがあるんだが、なかなかツブレない。しぶといところだ」


「そういうこと、言わないでよ。風ふ情ぜいがあっていいじゃないか」


　またエリスは、がまんできないとばかりに笑いころげた。


　月明かりの斜しや面めんに見えるのは、楚そ々そとした民宿の瓦かわら屋や根ねと、蛍光灯の明かりぐらいだが、雪国はすでに謝あやまりたくなった。ごめんなさい。腹はら黒ぐろくて破は綻たんした連れでごめんなさい。


　どうにかしないと。もやもやと気ばかりあせるが、方法がみつからない。


　と──そのとき。いきなり背はい後ごからのびてきた手が、雪国の口をふさいだ。


（待ってよエリス！）


　もがく暇ひまもない。そのまま一気に脇わきの茂しげみへと引きずり込まれる。


　暴あばれたところで、鼻歌まじりのエリスは気づかないのだ。どんどん先に行ってしまう。


「おい暴れるな！　俺おれだ芝目だ！」


　思いがけないささやき声に、雪国は暴れる姿し勢せいで固まった。


　落ち着いてみれば、たしかに。草むらの上に座すわっているのは、あの芝目率ひきいるＳＥＣの面々なのだ。後ろには、なんと舞姫まで立っている。


「な、なんで君らがいるんだ──！」


「そんなことはどうでも良かろう！　それよりなんだあのエキゾチック美少女は！」


「一駿河さんはどうした！」


「吐はけ浮うわ気き者もの！」


　吐けー、吐けーと真しん剣けんな顔で合唱するのだ。


　雪国は、懐なつかしい顔に会えた安あん堵どと、どうしようもない現げん状じようを思って、その場で泣きたくなった（というかたぶん泣いた）。





「…………ってわけなんだ」


　民宿『ももせ』の大部屋で、雪国はすべてを白状した。


　エリスが「ビンボーくさい」と言っていたあのお宿だ。なんとさきほど聞こえていた声は、ここに泊まる芝目たちのものだったようだ。


　こうこうと照らされた蛍光灯の明かりと、畳たたみの感かん触しよくがひどく懐かしい。向かいに居い並ならぶ所しよ轄かつの刑けい事じ──ではなく、ＳＥＣの面々は、正せい座ざしたまま深々とうなずいた。


「まあ、言いたいことはわかった」


「……ありがとう」


「つまり男とばれたらしいのだな？」


　そうなんです。


「それゆえ、一駿河さんに近づくこともままならず、エリス嬢じようの求愛を断ことわることもできないと」


「いやそれちょっと違ちがうから」


　それ以前になにをどうしたら、あの下げ僕ぼくでなぶり殺しな関係にラブを見いだすのだ。


「だって楽しそうだったではないか」


「ぜったい誤ご解かい」


　半はん信しん半はん疑ぎのＳＥＣに、断だん固ことして主しゆ張ちよう。


「ほんとにね、どうにもならないんだって。なにかあるとばらすだなんだって脅おどしてくるし、一駿河さんは泣いちゃうし──」


「泣く？」


「なんでもない」


　さすがに後半の蜜の部分はごまかしてあるのだ。


　ふさがりきらない胸むねの傷きずをこらえる後ろで、ふすまが開いた。


　見れば紺こんの作さ務む衣えを着た青年が立っていた。一言、


「……食べるか、おまえら」


　床ゆかに響ひびきそうな低い声。その顎あごにはぽつぽつと無ぶ精しようひげが浮き、ワイルドというか精せい悍かんな面おも立だちだが、二十代の半ばより上にはいかないだろう。演えん技ぎ派はの俳はい優ゆうみたいで見目は整っているとも言える。


　ずずいと。突つき出すはクシ切りの桃もも。みずみずしくておいしそう。


　こっそり、訊きく。


「だれあれ」


「さあ。知らない」


　舞姫も顔色をなくしている。そんなまさか。


　正体不明のお兄さんは、あまりにこちらがびびって構かまえているからか、なにかに気づいたようにポケットからなにかを引っ張ぱり出す。


「これでわかるか？」


「あ──────────────っ！」


　叫さけんだのはＳＥＣ＆舞姫。取り付けたのはゴーグルと防ぼう塵じんマスク。


　まるで学生運動の過か激げき派はみたいな扮ふん装そうになって、やっと彼らは正体がわかったようだった。


「だ、だ、だ、旦だん那なぁ!?」


　なに。そっちの方が基き本ほん仕様なの。


「う、うそ。ぜったいおっさんかじーさんだと思ってたのに」


「失しつ敬けいな。わしゃぴちぴちじゃ」


「口調がすでにじーさんだし」


「じーさんにあの芸げい術じゆつが理解できるか」


「若わか者ものでも無理！」


　必死の抗こう議ぎを、お宿のご主人らしき方は右に左に受け流す。


　どうも名乗るところ百もも瀬せ晴はる継つぐ、ぴちぴちの二十四歳さいらしい。舞姫たちは倒たおれそうだ。


「んで、おまえら。そっちの娘むすめっ子は、どこから湧わいて出た？　昨日もおったか？」


　いきなり話題をふられ、雪国はあせった。娘っ子。今は一いち応おう自分のことだ。


「え、えっと僕は……そ、そこの淡谷雪国の身内です！　今はこの先の白はく兎と苑えんに泊とまっています！」


「白兎苑？」


　決して無断で泊まり込みにきた人間ではないことをアピールしてみる。大だい丈じよう夫ぶ。ワタシは安全。


　雪国の後ろでは、まだ舞姫たちが旦那の年ねん齢れい詐さ称しよう疑ぎ惑わくに沸わいている。


　ゴーグルに防塵マスクの百瀬晴継氏は、じっと雪国のことを見つめる。ごくりと喉のどが鳴ってしまう。旦那、そのままのしのしと近づいてきた。


「白兎苑、か……」


「やめて！　火か炎えん瓶びんはやめて！」


「──あまり、心配かけんうちに帰れよ」


　思ったのに、ぐりぐりと頭をなでられた。


　それだけ。


　若旦那は、またふすまを開けて戻もどっていってしまった。


「……………………び、びっくりしたなおい」


「じ、寿じゆ命みようが縮ちぢんだっすよ」


　ヅラ、ずれていないだろうか。雪国は頭に手をやり、途と中ちゆうで気づいた芝目たちも胸むねをなでおろしている。


　耳に残ったのは、かすれてぶっきらぼうな、けれどどこか優やさしい声だった。


　しかし──帰ると言ってもどうすれば。たとえ戻ったところで、坂の上で待っているのは、なんの進しん展てんもない修しゆ羅ら場ばと正体暴ばく露ろの危き機きだけである。


「ようはさ、ユキグニ。あの子の脅おどしを無む効こうにできればいいんだよね？」


　舞姫が、畳たたみにあぐらをかいたままつぶやいた。それができれば苦労しないのだ。


「う、胃が痛いたくなってきたよ……」


「──じゃあこうしたら？」


「は？」


　真顔で打ち明けられた打開策さくに、雪国たちは口を開け、倒れこみ、最後は畳の上で頭を抱かかえそうになった。
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　かくして白兎苑まで登ってくるが、肝かん心じんのエリスがどこにいるかわからなかった。


　とりあえずロビーの周辺を見み渡わたしてみるが、彼女らしい姿すがたは見あたらない。


　うろついていると、ホテルのフロント係に呼よび止められた。


「三十分ほど前でございます」


「はあ……」


　渡わたされたのは、ホテルの備び品ひんのメモのようだった。簡かん単たんな地図が書いてあり、『Here』と矢印が引いてある。ここでエリスが待っているということだろうか。


　半はん信しん半はん疑ぎながらも、うなずいた。地図を見るかぎり、本館とは別の屋外施し設せつらしい。


　ちょっと嫌いやな予感もしてきたが。


「……電話貸かしてもらえますか……？」


「あちらに、公こう衆しゆう電話コーナーが」


　言われるままに公衆電話にコインを突つっ込こみ、所定の連れん絡らくを入れる。


　そのまま本館を出て、ライトアップされた庭を横おう断だんして離はなれを目指す。クラシカルな本館のイメージをそこなわないよう、ひっそりと露ろ天てん風ぶ呂ろの案内看かん板ばんが出ていた。


　渡されたメモの目的地も、もちろんそこだった。


「……あーあ……」


　なんとなく、こめかみを押さえたくなった。


　頭ず痛つうをこらえながら、おそるおそる女湯ののれんをくぐる。生ぬるい水気が残る脱だつ衣い場じように、人ひと影かげはなかった。目印の青いワンピースだけが、脱衣場のカゴに丸めて入れてあるのがわかった。


「決定、だね……」


　ここまでやるか。さすが腹はら黒ぐろ。


　仕方がない──一度はくくった腹を決めてガラス越ごしに、できるかぎり距きよ離りをつめて呼びかける。


「もしもし、エリス……」


　返事はない。


　そして遅おくれて、本当に遅れに遅れて、鼻歌が響ひびいてきた。


「……ヤー、どうした。ずいぶんおそいごトーチャクだね荷ポ物ー持タちー君？」


「放ほうっておいたのは悪かったよ。ちょっといろいろあったんだ」


　ちゃぷん、と水音が跳はねる音。やはり湯の中に入っているらしい。


「オマエがふらふらアブラを売っていたせいで、しるこドリンクが飲めなかったじゃないか。どうしてくれる」


「謝あやまるよ。ほら、ちゃんと持ってきたから」


　時間がたち過すぎて、すでに冷やでもいけるだろう。


「ン──、聞こえないなあ」


　心底楽しげな声。


「どうせなら、こっちまで来てトドケてくれよ」


「はあ!?」


　エリスが笑い出す。


「できナイとは言わせないぞ。オンナ同士、仲良くセナカでも流そうじゃないか。な？」


　絶ぜつ句くするこちらを試ためすような含ふくみ笑いを感じた。


　向こうは待っている。女湯の前で戸と惑まどっている様さまが楽しいのだろう。こちらがごめんなさいと泣きついてくるのがもヽうヽ決ヽまヽっヽてヽいヽるヽから、次にやらせる無理難なん題だいでも考えているのかもしれない。


　それなら。


「ええわかりました。おつきあいしますよ」


　じゃばっと大きく湯が揺ゆれる音。


「ほ、ほほほ、本気なのかオマエ!?」


「なんで噓うそつかなきゃいけないんだか。ちょっと待ってくださいよ」


　着ている服を、上から手早く脱ぬいでいく。ブラウス。スカート。ホックを外して太ももをすべらせる。右足、左足と抜ぬいていく。肌はだに触ふれる冷気に身み震ぶるいしつつ、下着まで全部カゴに放り込んだ。


「ＮＯ！　くるなスケベ！　なんの権けん利りがあって──」


　悲鳴をあげるエリス・ブライスだが、ガラス戸をあけて現あらわれた姿すがたを見て凍こおり付いた。


「ＷＨＹ……？」


「ほら。背せ中なかでもなんでも流しますよ？」


　まるで幽ゆう霊れいでも目もく撃げきしてしまったような顔だ。日本語もとっさには出てこないらしい。


「………………あ、あ、お、おんな、おんなのこ……？」


「そうだね。一いち応おう」


　しるこドリンクの缶かんをぷらぷら揺らし。


「──これを見たからには、あなたも無関係ではいられませんよ？　エリス・ブライス」


　淡ヽ谷ヽ舞ヽ姫ヽは湯ゆ煙けむりに白い裸ら身しんをさらし、真顔で少女を見み据すえた──。
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　──ようするに、『淡谷舞姫』が一駿河さんたちと泊とまってても問題ないって思わせられればいいんだよね。


　舞姫がいったのはそういうことだ。


　実は以前にエリスが見た全裸男は、舞姫ではなく双ふた子ごの弟『雪国』なのだ。もともと蜜たちと泊まっていた舞姫は、ちゃんと女なのだ。そう言って納なつ得とくさせようというのだ。


「ボクのかっこ見せてあげれば、もう文もん句くなんて言えないでしょ？」


　たしかに現げん物ぶつの女の恰かつ好こうを見せつけてやれば、エリスとて『一駿河と蝶ちよう間ま林ばやしのお嬢じよう様さまが男と一いつ緒しよに旅行』などとスキャンダルを吹ふい聴ちようするのは苦しいだろう。へたをすれば妄もう想そう家か、危あぶないやつのレッテルを貼はられるのはエリスの方だ。


（任まかせてって言ってたけどさ……）


　しかし雪国は、それまでさんざん痛いたい腹はらを探さぐられ、エリスのわがままに振ふり回されてきたのだ。今さら「女だから大だい丈じよう夫ぶなんです！」の一言で、納得させることができるだろうか。


「──よし。見えてきたぞ露ろ天てん風ぶ呂ろ」


「みなの衆しゆう、ついてきているか？」


　ういーっす、と男子なかけ声に自分もまじる。


　なんでこんな時に風呂覗のぞき……と思わなくもないが、舞姫とエリスの会談場所がそこらしいのだから仕方がない。仕方ないったら仕方ない。


　目指すは前方に見える白兎苑、その露天風呂。どうしても心配な雪国は、ヅラなしにズボンのリアル雪国な恰好のまま、兎と羽ば山やまの斜しや面めんを登り続けている。見とがめられないように低く身を伏ふせ、仲間のＳＥＣと一緒に抜き足、さし足、忍しのび足。


「……よいしょっと」


　あふれかえるクマザサを踏ふみ越こえ、ヤブ蚊かに狙ねらわれながらたどりついた目的地。女湯の周りは、覗き防ぼう止しか編あみ込んだ竹で囲われている。高さは──一番上で二メートル強ほどだろうか。プレオープン中の今は、それほど警けい備びも厳きびしくないようで、虫むし刺さされとかぎ裂ざき以外は問題なく仕切りの前までたどりつくことができた。


「……この薄うすっぺらい壁かべ一枚の先に、女湯が……」


「カメラ……」


「いやそれはダメだ豆まめ坂さか構こう成せい員いん。いくらなんでも人道に反する」


「肉にく眼がんで我が慢まんすね」


「そうとも肉眼で我慢だ。譲じよう歩ほで未来を切り開くのだ」


　芝目たちが、真新しい竹の仕切りを凝ぎよう視ししている。雪国は当然のように呼よびかけた。


「それじゃあみんな、肩かた車ぐるましてくれるのは誰だれ？」


「へ？」


「だって。この仕切りの高さじゃ中なんて見えないじゃないか。誰かに持ち上げてもらわないと」


「だからなんで当然のように君が言うのだ？」


「やだなあ」


　雪国は、ヅラなしで軽い頭を揺らして笑った。


「………………ただで舞ちゃんの裸はだか見ようたってそうはいかないから」


　その時の雪国は、普ふ段だんの優やさしげなおっとり具合からは想そう像ぞうもつかない形ぎよう相そうだったらしい。「ずるい！」「シスコン！」「シスコン！」「シスコンがここにいる！」と口々に不満を述のべられたが知ったことか。


　踏み台の人ひと身み御ご供くうに差し出されたのは豆坂で、彼の肩車で目め隠かくしから顔を出す。


「淡谷ー、譲ゆずる気なら今だぞー」


「我われ々われはいつでも胸むねを貸かす所しよ存ぞんだぞー」


　うるさいって。


　さて──問題の説得と交こう渉しよう現げん場ばは、電話で聞いた通りに風呂の中だった。


　露天の岩風呂と、檜ひのきの内風呂の二種にわかれた女湯の、岩風呂の方に二人はつかっている。頭のヅラを濡ぬらさないよう、縁ふちの岩に腰こし掛かけた舞姫の肩や横顔がここからでも見える。


「実じつ況きよう！　実況を！」


　ああ本当にうるさい。


　ほっそりとしたスレンダー体型とはいえ、お尻しりのラインの丸みや、一いち応おう山と認にん識しきできる程てい度どの二つのふくらみは、舞姫が女の子である立りつ派ぱな証しよう拠こだ。


　興きよう味みがあるのはエリスの方だが、お湯が邪じや魔までよく見えない。


「……片かた方ほう、着やせ」


「！」


「相当潰つぶしてるね。服着てる時は」


　爆ばく弾だん発言でも聞いたように外野が黙だまりこんだ。雪国が投下した文もん句くを必死に解かい析せき中のようだ。爆でも巨きよでもいいからそのまま脳のう内ない推すい理りを続けていてほしい。的外れだけど。


「──でも、わからない。アナタが本当に女なら、どうしてオトートさんのソンザイをかくす必要があったんだ。ワタシのわがままにつきあうまでして」


「うん、そうだよね……」


　のぼせかけているのか、湯につかるエリスが頰ほおを赤くしたまま、舞姫にたずねている。


　舞姫は、言いにくそうに目を伏ふせた。そうだねと。雪国としても、そこが一番気になっていたところだ。


　いったいどう説き伏せるつもりやら。


「……だって話すと、キミにも咎とがが及およぶと思って」


「トガ？」


「命の危き険けんがある」


　ＯＨ、とエリスが絶ぜつ句くした。雪国もオーと絶句したかった。なんなんだそれは。


　舞姫は真ま面じ目めに説き伏せている──いわく、自分たちは室むろ町まち時代にまでさかのぼれる旧きゆう家かの庶しよ子しで、本家の当主は病に倒たおれていると。


（は……？）


　まだまだ続く。そこで持ち上がるのは次代の跡あと目め争い。血で血を洗あらう陰いん謀ぼうと闘とう争そう。女じよ装そうした男のふりをしてまで弟の存そん在ざいを隠していたのは、彼の尻にある痣あざの存在を隠しておきたかったから──。


「シリの、アザ……」


「見ただろう。弟の……右の尻にカメの甲こう羅らのような跡あとが」


　必死に記き憶おくを探さぐるエリス。まさか見つけたか尻のあれ。


「あれこそが当主の証あかし『亀きつ甲こう』。次代の長おさにのみ顕あらわれる奇き跡せきの印」


　時が、止まった。


「痣の存在が外部に漏もれたら、今度こそ本家の刺し客かくに抹まつ殺さつされる。それを避さけるためにユキグニは、弟は静かに暮くらしていたんだ──ほんとうにひっそりと──」


「ヤー、ま、まさかそんな」


　シャラップ！　舞姫が叫さけぶ。


「まさかだって？　ねえエリス・ブライス。かわいそうな小鳥さん。キミはまさかこの日本じゃ忍にん者じやも侍さむらいも過か去この遺い物ぶつだなんて本気で思ってないかい？　冗じよう談だんじゃないよ」


　舞姫はきりりと眉まゆをつり上げ、自分の顔の前で空手チョップの型をつくった。


「いいかいエリス。よく聞いて。よく混こん雑ざつした電車の中で、こんな型を顔の前で取りながら、『すいませんすいません』と出口へ進んでいく日本のサラリーマンを見たことは？」


「ヤー、たしかに何回か……」


「あるの。あれはね、一種の呪のろいであり脅しなんだ。一見へりくだるように見せかけながら、つねに手刀をちらつかせて相手を威い嚇かくし続ける。さっさとどけ。さもなければ切り殺すぞという現げん代だい流サムライの合図なんだ。三秒以内にどかないと本気で危き険けんだから気をつけて」


　エリスは、お湯の中で頰をおさえた。


「……ワタシは、なんて愚おろかなマネを」


「無事でよかったね」


　信じるのアメリカ人！　ねえ！


「まだある。観光地でよくしてみせる二本指のピースサイン。あれは」


「まさか──オマエを殺すことなど二分でジューブンとか？」


「甘あまい。残り三本の指に暗あん器きを隠すニンジャ独どく特とくの風習。キミがまばたきするより早く、首に突つき刺ささるくヽなヽいヽを見ることになるかもしれないよ。場合によっては、ね……」


　エリスは昼間の記念撮さつ影えいを思い出したのか、がくがく今にも泣きそうだった。


（────────────────────エリス・ブライス、歴史よわっ）


　ニンジャ、ハラキリ、ゲイシャにカミカゼ。


　いくら語学堪たん能のうな腹はら黒ぐろ少女でも、伝でん統とうと格かく式しきと日ニツ本ポンの神しん秘ぴを全面に出されるとどうしようもないらしい。


　思わず自分の全身を想そう像ぞうする雪国だ。あの尻しりのあれは三歳さいの時にコードつけっぱなしのアイロンにぶつかってできた火やけ傷どの跡だ。断だんじて当主のナンタラではない。だからあれほど時代劇げきチャンネルを見み過すぎるのはやめろと言ったのに。


　なのに舞姫は、憂うれいに満ちた『若わか光ひかるの君きみ』の顔で目を伏ふせる。もうノリノリだ。学院の女子が魅み了りようされた必殺の乙おと女め転ばしオーラを飛ばしている。


「弟も、今回は供ともたちとの旅先で気がゆるんでいたと思うんだ。どうかこのことは胸むねにおさめていてほしい。なによりもそう、キミの安全のためにも──」


　舞姫は、言いかけてふっと顔をあげる。


「マ、マイヒメ？」


「いや──ごめん。気のせいだったみたいだ。本家の刺客の気配がしたものだから──」


「なあ。本当に、本当にダイジョウブなのか？」


「大だい丈じよう夫ぶ。いつものことだよ。これがボクらの日にち常じようだから……」


　疲つかれたように額ひたいの汗あせを拭ふいている。心配したエリスが、ぱしゃりと手をのばす。一いつ瞬しゆん、飛しぶ沫きと一いつ緒しよにほどよい形の胸が水面上にのぞくが、もう見ていたいような見ていたくないような、なんとも複ふく雑ざつで、悩なやましい──時間──。


「…………おい。おい淡谷弟。どうかしたか？」


「……………………あ、あれ？」


　どうやら真しん剣けんに時が飛んでいたらしく、肩車のまま芝目たちに袖そでを引かれた──その時だ。





「こおおおおおおのおおおおおおおっ！」





　ガラス細工のごとき繊せん細さいなソプラノを限げん界かいまで強く鋭するどくとぎすました裂れつ帛ぱくの怒ど声せいが、闇やみ夜よを裂さいて響ひびきわたる。振ふり返る暇ひまもなかった。まず足場を支ささえる豆坂が、側転を交えた高速ハイキックの餌え食じきとなり、上にいた雪国があわてて仕切りにしがみつく。二撃げき目めが芝目を襲おそい、きれいに吹ふっ飛ばされた体がさらに仕切りにぶち当たって揺ゆれた。


「ちょっ、待って待って落ちる！」


「問答無用ですこの覗のぞき魔ま！」


　みしりと嫌いやな音がし、そのまま竹の仕切りが倒たおれていく。最後の大道寺がトドメだった。やめてと思うのに、上にしがみついた雪国ごと、棒ぼう倒たおしのようにあっけなく。


「……え？　せ、先せん輩ぱい？　エリスさんもっ」


　仕切りが内側に蹴け倒たおされ、フルオープンになった女湯。湯の中には呆ぼう然ぜんと目を丸くする裸はだかの少女二人。エリスとリアル舞姫だ。


「……ミツさん……？　ど、どうしましたカ……？」


「だ、だってだって……変な人たちがお風ふ呂ろの裏うらに回ってくのが見えたから、退たい治じしなきゃってお姉様と」


「タイジ？」


　そんな二人を、表の藪やぶの間から見ているのは、覗き退治完了とばかりに肩かたで息をする蜜と、彼女のぶんまで着き替がえと洗せん面めん道具を抱かかえている胡蝶の宮だった。


　実じつ際さい、壁かべは見事に破は壊かいされ、女湯と外部の境きよう界かい線せん上には、ぐるぐると目を回すＳＥＣの面々ができあがっている。


　リアル雪国もまた、濡ぬれた女湯の湯船に頭から突つっ込こみ、ぶくぶくと泡あわを吹く。


「えー、ま、魔ま法ほう使つかいの卵たまご！　なんでどうして！」


　なんでもいい。どうしてこうなるのだという気分だった。





「……ようするに誤ご解かい、なんですね？」


　もともと泊とまっていたスイートルームのリビングに、雪国たちはまとめて集まった。


　風呂からあがった舞姫たちや、風呂に入る前だった蜜と胡蝶の宮、そして目をさましたＳＥＣや雪国も収しゆう容ようされた一室は、大人数で息もできないほど……というわけでもなく、椅い子すやソファの数は足りないものの、十分に話し合いの場は保たもたれている。さすがスイートルーム。


　現げん在ざいリアル雪国のシャツとズボンは、ホテルの乾かん燥そう機きで乾燥中だ。かわりにホテルの浴ゆ衣かたを着せてもらい、ＳＥＣと一緒に『被ひ告こく人にん席』に座すわっている。


　ただし、女子校のつるし上げ現げん場ばほど恐おそろしいことにはなっていない。舞姫はもとより雪国たちの目的を知っていたし、蜜たちもＳＥＣが《魔法使いの卵》の管理人なことは知っているのだ。なにごとも善ぜん行こうはつんでおくものである。


　ただ、空気はあくまで灰はい色いろ。尋じん問もんの先頭にたっているのが蜜というのも、雪国的には地味に辛つらい。


「偶ぐう然ぜん、兎羽山で合宿をしていて、偶然先輩を見つけて、偶然覗き魔を発見した……と……？」


「そ、そうだよ。だからその、追い払はらおうとしてたんだ。そしたら一駿河さんたちに見つかって……ね？」


「そ、そうとも！」


「そうだとも！」


　苦しいのはわかっている。客観的に見れば覗き魔は自分たちだ。女湯を覗きまくって聞き耳をたてていた。だがもう、押おし切るしかない。僕ぼくたちは無実！


　半はん信しん半はん疑ぎの蜜と胡蝶の宮に、話しかけたのはエリスだった。


「ミツさん。ノリコさん。彼らはケッパクです。怒おこってはいけません」


「う、うん、ボクもそう思う」


　まだ清せい純じゆんぶっているのかと思ったが、エリスは眉み間けんに皺しわを寄よせたまま、きっぱりと言うのだ。


「彼らは、マイヒメさんのことがシンパイだったのです。ワタシがうかつなことを喋しやべらないか、シンパイでシンパイでたまらなかったんです」


「うかつなこと……？」


「それは言えません。言ったらアナタがたもおしまいです。本家のシカクがやってきます」


「え、ホンケの四角？　丸と三角？」


「ノーコメントです。ただ一つ言えるとするなら、ワタシはマイヒメさんのことをとてもとても誤解していたということ。無知は罪つみ。ワタシはとても恥はずかしい……」


「ミス・エリス。もういい。それ以上言わないで！」


　本気だよ。そして手なずけてるよ『若光の君』舞姫さん。


「蜜、どうかしら……エリスさんもこうおっしゃっているわけですし……」


「……い、いいのかしら……ううん……」


　うちひしがれるエリスの姿すがたに、蜜たちもそれ以上なにも言えないようだった。ちょっと胸むねが痛いたい。


「ワタシは彼らを許ゆるします。ミツさん、あなたも許しましょう。叫さけんでキックアウトしてくださった壁のシューゼンはこちらでいたしますから」


「あっ」


　蜜は頰ほおを赤くする。さりげなく急所をついてくるあたり、中身はまだ腹はら黒ぐろだ。


　うなずく横顔が、思っていたよりも元気そうなのが、唯ゆい一いつの救いかもしれなかった。


　胡蝶の宮が、うまく取りなしてくれたのだろうか。


「そうですね。蜜もちょっと、やりすぎたかもしれませんね……」


「オワビのかわりにはなりませんが、今夜はミナサン、白兎苑に泊まっていってください。明日のパーティーもぜひ参加を」


　エリスは、ＳＥＣにも向き直った。思いがけない申し出に、おおとＳＥＣの顔が輝かがやく。


「お、お言葉に甘あまえてぜひ！」


「がんばってクダサイ。アワヤ姉きよう弟だいのニンジャのみなさん」


「は？」


「オトモなんですよね」


　どうも独どく自じの解かい釈しやくがはじまっているようだエリスの方も。


　民宿『ももせ』の大部屋に比くらべれば、たしかに大だい躍やく進しんのランクアップだろう。メンバーがそろって「これで奴ど隷れい労働から解かい放ほうだ！」「さらばダイナモ様」と喜びあっているのはさっぱりわからないが。


「でも、急に四人も大だい丈じよう夫ぶですか？」


　雪国は、『雪国』の役でたずねていた。


「ノープロブレムですユキグニさん。これからハハにかけあいます。ピアノも弾ひきましたから、きっとダメとは言いません」


「そうですか？」


「ええ」


　エリスは深々とうなずく。


「そろそろ、アソビもおしまいにするべきなのでしょう。ワタシも──」


　うまくいきすぎて、キツネにつままれた気分だった。





　そのままエリスともども部屋を出ていくことになり、ヅラなしのリアル雪国もまた、ＳＥＣと一いつ緒しよに蜜たちのスイートルームを後にする。


　後ろ髪がみを引かれるところを、ヅラ付きの舞姫が追いかけてきた。


　ちょっといいかなと芝目に断ことわると、気をきかせて二人だけにしてくれる。かくして廊ろう下かの隅すみにひしと寄り添そい、ひさしぶりの姉きよう弟だい水入らず──なわけがない。この場でとっとと入れ替かわる必要があるのだ。


「……なんとか、うまくいったのかな？」


「ぎりぎりね。ぎりぎり」


　本当に。


　取り替え通学がはじまって、こんな心しん臓ぞうが止まりそうな目に何度あっただろう。それでもこうしてなんとか切り抜ぬけてきた。


　舞姫が、かぶっていたロングのカツラを外して、すばやくこちらの頭にかぶせてきた。


　同じホテルの浴ゆ衣かたを着ているから、それだけで入れ替わりは終しゆう了りようだ。


「せっかくの旅行だもんね。最後まで一駿河さんたちといたいよねユキグニも」


「…………まあ、うん。そうだね」


　なんとなく、顔が赤くなる。間近で笑えむ舞姫を見ていると、忘わすれていたことを思い出した気がした。たとえばそう、家では突とつ飛ぴでおおざっぱで色気のかけらもなくて、迷めい惑わくばかりこうむっているような気になるけど。それでも彼女はちゃんと優やさしいのだ。


　黙だまって家を出てきてしまったことが、少しだけ悔くやまれた。


「あの……ごめんね、舞ちゃん。黙ってて……」


「ううん。いいよ。みんなで見物するためにおっかけてきたんだもん」


「はっ!?」


「ところでユキグニ。『勝負』は勝てた？　『大人の階かい段だん』は登のぼれた？」


「……………………舞ちゃん」


　前言撤てつ回かい。やっぱり空気が読めませんこの人。





　リアル舞姫と入れ替わり、またニセ舞姫として部屋に戻もどると、胡蝶の宮が真しん剣けんな顔で詰つめ寄よってきた。


「ねえ舞姫さん。これはチャンスと思ってよろしくて？」


「は？　チャンス？」


「雪国さんよ雪国さん」


　胡蝶の宮、声はひそめながらも目はマジでした。


「あなたの水くさい真ま似ねは、この際さい不問に付ふしてさしあげてよ。ともかくあたくし、明日のパーティーは最さい善ぜんをつくしてみようと思いますの。せめて名前なりとも覚えていただかないと」


「ま、前向きですね……」


「お世せ辞じはけっこう。そもそもはじめに教えてくださらなかったあなたが言えること？　生徒会はいつもこうですわよね。情じよう緒ちよがないというか無ぶ粋すいというか……ああもうこんなに突然だなんて。心の準じゆん備びもできていないというのに……」


　言われなくとも、もう十分名前は知っているというのに。蝶間林典のり子こ嬢じようは、真剣な口調で胸むねに手を押し当てているのだ。


　それより雪国は、ついつい続きの寝しん室しつにいるはずの蜜の様子を気にしてしまう。


　胡蝶の宮は、怒おこり気味だったまなざしを、ほんの少し優しくした。


「……気になりまして？　蜜のこと」


「そ、それはもちろん」


「大丈夫。心配ございませんわ。二人で話して、だいぶ落ち着かせましたから」


　それなら、いいのだが。


「あまり大げさにしないで、なにごともなかったように話しかけてくださる？　あの子にとっても、それが一番いいと思いますの」


「そうですか……？」


「さあ。こうしてはいられませんわ。夜よ更ふかしは美び容ようの敵てき。明日の準備をして早く眠ねむらないと。舞姫さん、先にシャワーをお借りしますわよ」


　そう言ってバスルームへ歩き出す巻まき毛の背せ中なか。止める暇ひまもなかった。


　雪国は、頰ほおをかきつつ寝室へ歩き出す。


　何事もなかったようにと言われるが、実じつ際さいそれが一番難むずかしいものだ。


　ベッドルームの定位置では、蜜がトランクの中身を整理していた。


　タオルやハンカチ。リップやポーチ。綺き麗れいな色の日用品が、ベッドの上に整列しているのは、なんとはなしに頰がゆるむ。化け粧しようポーチの下に隠かくされた、パステルカラーの下着らしいものが気になるが、だめだ見えそうで見えない──。


「……あれ、一駿河さん。これ一駿河さんの？」


「え、どこですか──」


　なにげなく振り返る蜜と、結果として絨じゆう毯たんに落ちたヘアピンを拾い上げた雪国の手が、一いつ瞬しゆん重なった。


「！」


　ぱっと。


　電気が弾はじけるように手を引っ込こめたのは、蜜だった。


「……ご、ごめんなさい」


　床ゆかに落ちたピンを、蜜があわてて拾い直している。ふわふわと長い髪かみが頰にかかり、その横顔を隠している。


　でもいいよ。わかってる。そのリアクションの意味はよくわかる。


　触さわられたくなかったんだよね。


　近づいてほしくなかったんだよね。





　──拒きよ絶ぜつ、なんだ。





　ああ、本当に。


　エリス。胡蝶の宮。そして蜜。自分のまわりの問題は、なに一つ解かい決けつしていないような気がした。





　　　　　＊＊＊





　カツラを弟に引き渡わたすと、ニセ雪国に戻もどった舞姫は、先に行ったＳＥＣメンバーの後を追った。


　たしかエリスが部屋の確かく保ほをすませるまでは、一階のロビーで待っていてくれという話のはずだ。


　見み慣なれない洋館の中は、まるで迷めい路ろのようで、舞姫なりに苦労して一階へ移い動どうし、廊ろう下かをてこてこ歩いていると、いきなり声をかけられた。


「あのお！」


　三姉妹か三つ子だろうか。こんなホテルにも、似にたような年の子は泊とまっているのだ。ぴったり並ならんでくっつきあって、ちょっと区別がつかない女の子たちだ。


「露天風呂って、この先のドアから出入りできますかあ？」


「……よくわからない……けど」


「けど？」


「女湯、いま壊こわれてるみたいだよ」


　女の子たちは、頭のてっぺんから出るような声で「うそお！」と言った。さらに「やーもー、なんかもーさいてー」「帰りたいー」「でもこの子ちょっと可か愛わいくない!?」と口々に。その後もあれこれ話しかけてくるが、舞姫の興きよう味みはまったくひかれなかった。


　このパターンはもうお腹なかいっぱいなのだ。


　舞姫はそのままロビーへ向かうと、お目当てのＳＥＣがソファに座すわっていた。


　しかもなぜか一同、自分の携けい帯たい電話を手に持ったまま、天てん井じようのシャンデリアを呆ぼう然ぜんとながめている。


「会長？」


「うおっ」


　一いつ斉せいにびくついて舞姫を見る。来ちゃ悪いのか。


「な、なななな、なんだ。兄あに貴きではないか。いきなりびっくりしたなおい……」


　人を幽ゆう霊れいのように言わないでほしい。


「……またなんか隠かくしてる？」


「そんな！」


「そんなはずはなあ！」


　怪あやしい。


　けれど、エリスが部屋の鍵かぎを持ってロビーに戻ってきてしまって、話はそこでうやむやになった。


　ほんとに、怪しいのだが。


「ないない！　なんにもないない！」





　　　　　＊＊＊





　近づける気がしない、というのはこういうことかもしれない。


　翌よく日じつ、雪国は山やま際ぎわがようやく明るくなりはじめた薄うす紫むらさき色いろの空の下、早めにベッドを抜ぬけ出して、『とばやま公共温おん泉せん』の湯船につかっていた。


　朝あさ靄もやと湯気の区別がつかない。


　昨日の蜜の背せ中なかが、まだ強く頭に残っている。


（さむ……）


　まだ怒おこって怒ど鳴なりちらしてくれた方がましだった。病気だったら心配もする。でも現実は──。


　薄く湿しめった洗い場の石いし畳だたみ。眼がん前ぜんを流れる河原かわらの音。どうにもこうにも泣きたくなって、ずぶずぶと顔を沈しずめていく。


　そのとき、脱だつ衣い場じようから人が出てくる気配がした。


「…………ぼ、僕ぼく、ちゃんと男湯の時間確たしかめて！」


「コマかいことを気にするな。トバヤマで朝あさ風ぶ呂ろはこことムカシから決めてるが、ヒトなんてろくに来やしない」


　エリスである。バスタオル一枚まいのまぶしい体を直ちよく視しできない。本当に雪国めがけてまっすぐに近ちか寄よってくるから、あわてて背中をむけるけれど、無む駄だだった。


「一度、ちゃんとハナシたくてな。そこのトナリ、いいか？」


「まずい。それはまずいよいろいろと！」


「カタイこと言うな」


　はらり──巻まいたバスタオルが岩の上に落ちる。目をつぶるつもりが、けっきょく両目とも全開で、ちらりと仰あおぎ見てしまった裸ら体たいは──。


「シタは着てる。ダイジョウブだ」


　紐ひもなしのチューブトップに、ショートパンツという色気もへったくれもないニセ全裸だった。


「……スゴイ。ほんとにマイヒメそっくりだ……」


「あ、あのねえ……！」


　わざとだ。ぜったいにわざとひっかけるつもりだったのだ。


　がっかりを隠せずうなだれる雪国に、エリスはおどろきの声をあげ、そのまま笑いだした。意地悪く──？　いいや、たぶん本当におかしくて。


「ユキグニ。オマエのところのアネウエに、伝えておいてくれないか。ずいぶんとメイワクをかけてしまったと」


「殊しゆ勝しようなのは……君に似に合あわないんじゃないの？」


　さっと足先だけ湯にひたし、自じ販はん機きで買ったらしいしるこドリンクのプルトップを開けている。洒しや落れではなく、本当に好きらしい。しるこドリンク。


「ワタシがトバヤマにはじめてきたのはな、たぶん九つのトキだ。トウキョウのスタジオの他ほかに別べつ荘そうがあるなんて聞かされてな、それまでもつれていってとナンドもたのんでいたのに、ハハはタカラモノみたいに『白兎苑』をかかえこんで離はなさなかった。娘むすめのワタシにも」


　遠い記き憶おくを思い返すように、缶かんを見つめるまなざしが、ひどく遠かった。


「キミは……ジブンの生まれを呪のろったことはナイか？　当主のアカシがなければと思ったことは？」


　雪国は、変な顔をしないでいるのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　だってたぶん、向こうは本気でたずねているはずだ。本当に本気で。


「いや……う、うん。べつに、呪おうって思ったことはないな。たぶん……」


「そうか……ユキグニは、すごいな」


　うっすらと微ほほ笑えむエリス。胸むねが痛いたい。それは今までに何度も見てきた彼女の笑え顔がおの中で、きっと一番綺き麗れいではかなくて。


　もしかして。舞姫が適てき当とうにでっちあげたあの大おお噓うそは、エリスにとってはまた別の意味を持っているのだろうか。


（まさか、ね──）


　むりやり納なつ得とくさせると、かさり、と茂しげみが揺ゆれた。一いつ瞬しゆん二人でびくつくが、飛び上がったのは山やま鳩ばとだ。互たがいに顔を見合わせ、苦く笑しようするが、そんな彼女の笑みに硬かたさが取れないのが、どこか気がかりと言えば気がかりだった。


　そのまま先にエリスをあがらせて、遅おくれて雪国も脱だつ衣い場じようで着き替がえる。浴ゆ衣かたのままで来て助かったかもしれない。ビニールバッグにカツラをしまえば、うまく男の雪国で通せるはずだ。


　出入り口の自販機では、エリスが追加のしるこドリンクを飲んでいた。


「エリ──」


「しっ」


　いきなり彼女が、シリアスに指を口くち元もとにあてた。


　その碧へき眼がんは地面をにらみ、猛もう然ぜんと雪国の腕うでをつかんで、ささやく。


「気をつけろ。いま走っていったクルマ──」


「車？」


「バカ振り返るな」


　ぎりぎりと頭をおさえつけられる。痛い。


「来るトキはいなかった。見み慣なれないナンバーだった。ワタシが見たとたんに発進したんだ」


「偶ぐう然ぜんじゃないの？」


　一いち応おうここは、観光地の温おん泉せん街がいなのだ。


　一いつ瞬しゆん頭をよぎったのは、昨日の湖で出会った妙みような男たちだが──さすがにそこまでは考えたくない。


「ホンケのシカクの可か能のう性せいがあるだろう」


「いやもういいからそれ」


「オマエには危き機き感が足りないな！」


「はいはい」


　かわすことに必死な雪国は、気づかなかった。彼女の言葉に噓はなかったことを。走り去ったばかりの車の音を。











　　幕間








「うまいか」


「うん！」


　なんてことだろう。


　我わが輩はいはいまだに自分の目が信じられない。あのサツジンキが。今にも子供を取って食いそうなあのサツジンキが。


「ほんに……ゆっくりでええからな……」


　いきなり軒のき下したにご主人たちを呼よび寄よせて、桃ももを食わせている。


　ご主人たちは大喜びだった。その間もサツジンキは鼻を鳴らし、黙もく々もくと桃をたいらげるご主人たちを、細めた瞳ひとみでみつめている。


「かなしいの？」


　ご主人がきいた。


　サツジンキの目が、どこかさびしそうに見えたからかもしれない。


　ちがうさとサツジンキは言った。噓うそつきの目だと我が輩は思った。


　食べさせたい相手は、食べてもらいたい子供は、きっと別にいるのだ──。





「おぬしら並べ、そこに。記念撮さつ影えいじゃ」


　ご主人がアメリカに行く話をすると、サツジンキはカメラを持ってきた。離れていても、一緒にいるところがわかれば安心だと。


　なあるほど。ご主人たちは顔を見合わせたあと、そろって手をつないで笑った。


　それからは二人の話がずっと続いて、サツジンキの話には一度も戻らなかった。


　薄はく情じようと言うなら言え。うちのご主人が笑っていてくれるなら、我が輩はそれで満足だったのだ。


　そうして空は夕焼け。ばいばいと手を振るご主人たちの腕うでの中で、我が輩はずっとぬいぐるみらしくじっとしていた。サツジンキは、いつまでもそんな我々を見守っていた。ずっとずっと、噓つきの噓つきな目で。
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　ニセ舞まい姫ひめとしてそっとホテルの部屋へ戻もどると、蜜みつがベッドの上で目をこすっていた。


　ふわふわと淡あわい色の髪かみが、ほんのり着き崩くずれた浴ゆ衣かたの肩かたにかかっている。


「おはよう、一い駿する河がさん」


　話しかけるのには、ものすごく勇気がいった。「最低！」でも「いきなりなんですか」でもなんでもいい。昨日のあれは間ま違ちがいだったと、そうであってほしいと、淡い期待をしていなかったと言われれば噓うそになる。


　でも、蜜は。


「…………おはようございます」


　目すら合わせず、うつむき加か減げんにつぶやくだけ。まただ。


　悪あく夢むは悪夢で終わらず、起きてしまったことは、昨日の続きで再さい現げんされ続ける。


　戻りたいのに、戻れない。


　本当に、なにもかも手て遅おくれなのか？





　一階の大広間が開かい放ほうされ、ホテル『白はく兎と苑えん』のオープン記念パーティーがはじまった。


　午前十時の開始時じ刻こくになっても、オーナーの一人娘むすめであるエリスが会場に現あらわれないことは、参加者の話題の一つになった。ニナ・ブライスは苦く笑しようしながら「しようのない子ね」と言っていたが、時間とともにその笑え顔がおが苦しいものになっていく。


　会場の隅すみにはあたたかな料理が並ならび、色いろ鮮あざやかに着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じょが、立食形式で雑ざつ談だんをしているわけだが。


「──その制せい服ふくは青せい美び女じよ学がく院いんだね。そうか懐なつかしい……あそこの理事とは懇こん意いなんだ。うちの妹の嫁とつぎ先の従い姉と妹この娘が青美の卒業生でもあるんだ。知っているかい？」


「せ、浅せん学がくゆえ存ぞんじ上げませんで……」


「最近の女子教育は終わっているね。恥はじらいどころか基き本ほん的な作法さえろくに教えようとしないんだ。礼服なんて制服が一枚まいあれば足るだろう。そう君のようにね。君は質しつ素そで実にいい。実にいいねリボンと膝ひざ下したスカート……」


　はじめて、知る。


　背せ広びろのおっさんどもに囲まれることが、どれだけうざくうっとうしいかを！


「私も教育には関心があってね。○○大の佐さ々さ教授とは懇意なんだ。彼に言わせれば教育機関としての体ていをなしているのは○○高と××女子ぐらいで後は（中略）とにかくいいねそのリボンと膝下スカート」


　ああ、殺したい！


　思わず物ぶつ騒そうな考えが出てくるほど、周りに押おし寄よせてくるのはいい年こいた男おとこ波なみばかりだ。


　朝食と着き替がえを終えて、パーティー会場の大広間までやってきた時にはもう、こんな感じに退たい路ろを寸すん断だんされ取り囲まれている。おっさんたちはなんでこう少女と制服が好きなんだ。リボンが好きなんだ。保ほ守しゆ的な『娘さん』が好きなんだ。気持ちはとてもわかるがわかりたくない！


「いやね、私としても懐かい古こ趣しゆ味みにひたるつもりはないんだ。そもそも教育とは知ち識しきと礼節にはじまり（中略）だからこそ（中略）私はリボンと膝下スカート……おっとこれはこれは○○さん。新年会以来ですな（後略）」


　制服なんて他に着る服がなかったからだし、あんたが教育界のどこの誰だれと懇意でじっこんだろうと知るかっての！


　ぶくぶくと溺おぼれる気分で周りを見み渡わたすと、視し界かいの端はしに舞姫を見つけた。今は身軽な『ニセ雪ゆき国ぐに』の恰かつ好こうで、立食コーナーの料理を次々にピックアップしている。あの皿に盛もられたてんこもりのローストビーフ、まさか食べるのか一人で。


（助けて、舞ちゃん！）


　念力を送ると、奇き跡せきが起きたのか、舞姫がくるりと振ふり返った。すごいぞ双ふた子ご。特番に出られる。


「ねえ、会長たちみなかった？」


「芝しば目めくんたち？」


「うん。朝からなんか変だったんだけど……って変なのは昨日からか」


　捜さがせばいそうな気がするが、なにせこの密みつ集しゆう具合だ。舞姫は、微び妙みようにしかめっ面つらで周りを見回している。


　それでも、彼女と一いつ緒しよに行動すれば、うざいおっさんたちとも縁えんが切れるわけだ。


「よしわかった。じゃあ舞ちゃん、一緒に捜しに行こ──」


「雪国さん！　舞姫さん！」


　今度は、舞姫が『うわっ』という顔になった。


　明るい声とともに、蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こが駆かけ寄ってくるのだ。


　本日の彼女は、また華はなやかなシルクのアフタヌーンドレスで固めている。


　高い胸むな元もとを強調したクリーム色のジャケットも、足もとに向けて優ゆう雅がに流れるロングスカートも、大人びた容よう貌ぼうの彼女にはたいへんよく似に合あう。しかも今回、彼女はあえてブラウスなどをフリルたっぷりにしてみせて、『可か愛わいい』系けいの取り入れにも積極的なようだ。


　上品かつ輝かがやかんばかりの美貌は、『雪国さん』に会うため、それはそれはがんばって作り込こまれたものだということを、同室の雪国は知っていた。


　一歩引き気味の舞姫は、見てくれだけならニセ雪国である。当然胡こ蝶ちようの宮みやは、優美な笑顔で舞姫の方に近づいた。


「よかった。捜しましたのよ雪国さん」


「こ、胡蝶の宮……」


「まあ恥はずかしい雪国さんたら、その呼よび名をご存ぞんじですの？　仰ぎよう々ぎようしいですわよね学生ですのに」


　恥はじらい頰ほおを染そめる胡蝶の宮を、ニセ雪国な舞姫は、空飛ぶマングースでも見るように凝ぎよう視しすることしかできない。


　胡蝶の宮は、まだもじもじはにかんでいる。


「あたくし、本日はぜひ雪国さんとゆっくりお話しがしたいと思っておりますの。ね、よろしいですわよね」


「ああ、そうですか……でもボク……」


「いまお暇ひまですわよね？　雪国さん」


「いや、ボクいまローストビーフを──」


「お暇ですわよね。参りましょう。ここは少しうるさいですし」


「ビーフ──」


「参りましょう。参りましょう」


「ビーフ──────」


　あの豊ほう満まんな胸むねをぎゅうぎゅう腕うでに押しつけられながら、舞姫が人波の先へ連れさられていく。連れ去られていく。恋こい泥どろ棒ぼうに連れ去られていく。


　ふと我わが身を振り返れば、相変わらずおっさんたちは雪国の青美な制せい服ふくをマークし続けているのだ。リボンと膝下スカート。


「やあ。話は終わったかなお嬢じようさん」


　終わってないよ。


「フルーツを取ってきたよ。マンゴーはお好きかな？」


　ストーカーかこいつらは。


「今度うちの別荘へ遊びにおいで。葉は山やまにあるんだが設せつ計けいと建けん築ちくは××社の○○君だ。彼とは昔から懇意なんだよ。来る時はぜひリボンと制服で」


「はははは──」


　他に。他に救いの手はないか。


「──あ。淡あわ谷やオトート」


「今はマイヒメであろう？」


　ＳＥＣ！


「し、芝目くん！」


「あ、おい君」


　雪国は、むりやり切り上げて遁とん走そうする。ＳＥＣ。ＳＥＣ。すべてのおフロ嬢イさラんインの味方のＳＥＣ！　女じよ装そうだけどいいだろう今は！


　雪国が泣きそうな顔で人波をかきわけてくると、芝目が不思議そうな顔をした。


　上から下までニセ舞姫な雪国の恰かつ好こうを見つめ、


「……制服でパーティーとはまたマニアックな趣しゆ向こうだな淡谷弟」


「それは僕ぼくも反省してるよ二度とやらないよ、なんでもいいからあのおっさんどもをなんとかして！」


　あれ、と背はい後ごにいる取り巻まきを指さす。


　おっさんたちは、顎あごに手をあて、そろって歯を見せ笑った。


「こりゃまた濃こそうなのに好かれてるな。金はありそうだが」


「僕は男だ！」


「いやでもしかしなあ淡谷。俺おれたちも、助けてやりたいのはやまやまなんだが──」


　芝目は相変わらず愛あい想そがいいというか、ふわふわ締しまりのない顔のまま、背後を振ふり返るのだ。


　そこには残りのＳＥＣメンバーと、なぜか見知らぬ顔の女の子が三人いた。


　雪国たちと同じか、少し上ぐらいの少女たちだ。こういう場に出るにしてはラフな恰好で、三姉妹かよく似た顔立ちをしている。けっこう可愛い、かも。


「ねーねーシバメくーん、どうかしたの？」


「早く行こうよお」


　女の子たちは、早く行こうと芝目に手て招まねきまでしている。


　雪国は、あるはずのない組み合わせの光景に、目をこすりそうになった。


「あ、あれはなにごと……」


「なに、昨日の夜に話しかけられたのだ。親にむりやり連れてこられたが、退たい屈くつらしくてな、これからサイクリングにでも行こうかと誘さそわれているのだ」


「そんな──」


「湖の近くに芸げい能のう人じんのカワイーおシヨ店ツプがあるのだそうだ」


　自分の知らないところで、そんないきなりおいしい目に。


「じ、じゃあ、僕はどうしたら──」


「淡谷」


　芝目が、いまだ信じようとしない雪国の肩かたに手を置いた。彼の目は笑っていた。顔は真しん剣けんなのに目だけが幸福に笑っていた。


「いいか。人生十五年、いつも俺たちは観客だった。ステージの上にあがることすらなかった。だが俺たちだって一度ぐらいは壇だん上じように──モテてみたっていいだろう？　なあ、そう思わないか？」


「……う、うん。そうかも、しれないね……」


「そうだろう！　兄あに貴きの方は適てき当とうにごまかしておいてくれ！」


　アデュー、アディオスアミーゴ！　芝目は手を振り去っていく。


　馬ば鹿か。裏うら切ぎり者。舞姫にばれても知らないぞ。


　雪国が心のかぎりにののしっても、彼らは去るのだ。去ってしまうのだ。


　おっさんどもが、にこにこしながら待っている。嫌いやだ。もうあれの相手はしたくない。


「────それは素す敵てきなお話ですわね！」


　綺き麗れいな声に、心しん臓ぞうが鳴った。


　後方四時の方角。自分の本能に苦く笑しようしたくなる。どうしてどこにいてもどんなに距きよ離りがあっても、彼女の声だけはすぐに聞き分けられるのだろう。


　一駿河蜜もまた、今の雪国と同じように招しよう待たい客きやくに囲まれている。やわらかいピンクのワンピースに、同じ色の大きなリボン。おもちゃ箱から抜ぬけ出したお人形のようだ。


　まわりにいるのはみな、昨日のコンサートで親しくなった音楽関係者らしい。手て慣なれた仕草で相づちを打ち、ときどき笑う。どこにも無理も気負いもない。


　彼女にとっては、ごく普ふ通つうの社交の一部なのかもしれない。


　あれからけっきょく、蜜とまともに話せたことは一度もない。表面上は普通に話せていても、どこかよそよそしかったり、目を合わせようとはしなかったり。


　けれど、ちゃんとここでは笑うのか。雪国以外の相手にはちゃんと。


（…………なんでだよ）


　笑わないでよ。普通の顔しないでよ。


　招待客に向けられた顔さえ、今の自分にはまぶしすぎて。ひりつく心の底で、たしかに囁ささやく声がするのだ。僕に笑ってくれないなら、笑わなくていいよ。誰とも会わないで。じっとしていて──そんな風に思う自分の心。エゴの塊かたまりとマグマ。どこまで自分勝手なのか。


「母は、いま東京でリハーサル中で──」


　ふと、蜜が人の輪の中で動きを止めた。外で立ちつくす雪国に気づいたようだった。


　けれど、そのとき彼女がとった行動は、今まででいちばん激はげしく苛か烈れつなもので──。


「あ」


　いきなり人を押しのけて、一目散に逃にげ出していく。


　逃げられた。


　怖がられた。拒きよ絶ぜつ。拒絶。ただただ、拒絶──。


「……どうしたお嬢じようさん。お友達は見失った？」


　泣くな、自分。


　泣くというより、うなだれるというより、腹はらの底からわきあがってくるこの感かん情じようは──。


「それはないだろおおおお!?」


　おっさんどもをつきとばし、叫さけんで蜜を追いかけていた。
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「──ですからあたくし、ぜひともお礼を申し上げたいと思っていたんです。あのとき助けていただいたご恩おんは忘わすれませんわ。ねえ雪国さん？」


「はあ、そうですか……」


「今度、あたくしの家にもいらっしゃって。家か人じんも是ぜ非ひにと申しておりますの」


「いやボクは……」


　ニセ雪国な舞姫は、蝶間林典子に拉ら致ちされたままだった。


　胡蝶の宮とお茶会なんて、すさまじく肩が凝こりそうで大変だから遠えん慮りよします。などと言ってはいけないのだろう。一いち応おう、舞姫ではなく『雪国』としてお相手をしているのだから。


　舞姫は、短く切った髪かみをかきあげ天を仰あおぐ。


　あれから屋や敷しき裏の庭に連れてこられ、ふらふらと段だん々だん畑ばたけな小道を歩かされている。ホワイトガーデンというらしい。雪国なら喜びそうな場所だなと思うが、舞姫にそんな趣しゆ味みはからっきしない。綺麗ですわねとささやき声に、あいまいにうなずくばかりだ。


　人なつっこくて愛あい想そのいい蝶間林典子は、まるで見たことのない別人のようで、いつ背せ中なかのチャックが開いて毒どく舌ぜつが飛び出るか、舞姫としては落ち着かなくてたまらないのだ。


　紀き和わ子こ像ぞうの前で口ゲンカしたこと数知れず。舐なめた辛しん酸さんも舐めさせた辛酸も五分の天てん敵てき、あの蝶間林典子がだ。


　視し界かいをさえぎるアーチの枝えだをよける拍ひよう子しに、するりと腕うでをからめられた。ふにょん、とやわらかい感かん触しよくが二の腕にあたる。ごめんなさいと胡蝶の宮は謝あやまっているが、そのくせ腕はすぐに放さないし、立りつ派ぱな胸むねはふにょふにょ潰つぶれたままだし、なにかこちらがリアクションを返すのを待っているような気がするのだ。


「……寒いんですか？」


「え？」


「ボクに近ちか寄よってなきゃいられないみたいですから」


「まっ」


　胡蝶の宮、絶ぜつ句く。みるみる顔が赤くなっていく。


「…………そ、そうですわね。ちょっと体調は優すぐれないかもしれませんわ」


「ああ、お大事にしてください」


　風か邪ぜはよくない、よくない。


　どうりで顔が赤かったり涙なみだ目めっぽくなっているのだと、舞姫は合が点てんしうなずいた。


　ほんのり紅こう潮ちようした頰ほおも、つややかに笑えむ赤い唇くちびるも、さりげなく押おしつけられてくる胸むな元もとも、本来の男だん性せいならダイレクトなアピールにつながるのだろうが、悲しいかな舞姫はしっかりと女の子である。


　そのまま平然としているニセ雪国な舞姫に、泣きそうになるのは胡蝶の宮だ。なにこの人、本気なの。いったいなにがいけないのと、がんばりすぎて型くずれしかけている胸の合わせを直している。


「やっぱりエプロン……エプロンドレス路線なの……？」


「は？」


　不思議なことを言う人だ。


　かったるいなとため息まじりの舞姫だが、そこに奇き声せいが飛び込こんできた。


「────────きぃぃいいいい、やああああああああああああ」


　ハイトーン。こちらに向かってきているらしく、走る速度にあわせて悲鳴が徐じよ々じよに大きくなっていく。次に見えたのは人ひと影かげだ。ピンクの綺き麗れいなドレスの裾すそをふりみだし、ヒール付きの靴くつを全速で動かして、みる間に舞姫たちの眼がん前ぜんへ迫せまったかと思うと、


「お姉様のばかあっ」


　それだけ吐はいてまた走っていく少女。


　あっけにとられること十五秒。今のはたぶん、一駿河蜜だ。そうだろう。


「────────っとおおお、待ってって、言ってるだろおがああああ！」


　さらに鬼き神しんの咆ほう哮こう。響ひびいて迫ってくると同時に、


「見てないで追いかけてっ」


　ロングのカツラをなびかせ女じよ装そうの弟、雪国が走っていく。


　舞姫と胡蝶の宮は、思わず手近のベンチに腰こし掛かけていた。


　……いったいなにをやっているのだ？　あの二人は。
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（どうしよう。ぜったいもう無理！　ここいられない！）


　蜜はいたたまれない思いをこらえながら、屋や敷しきの中に外にと逃にげ回っていた。冷静になって。意い識しきするまい、意識するまいと思うほどに、『先せん輩ぱい』の顔がよみがえる。そして、昨ゆう夜べの蝶間林典子とのやりとりが思い浮うかぶのだ。


　──あのあと。


　食堂でエリスと歌を披ひ露ろうしたあと、馬ば鹿かみたいに取り乱みだして、逃げ出した蜜の背せ中なかを追いかけたのは胡蝶の宮だった。


　彼女は黙だまって蜜の体を抱だき寄せて、落ち着くまでずっと側そばにいてくれた。優やさしいお姉様だった。本当に感かん謝しやしていた。


「──少しは落ち着きまして？」


　部屋に戻もどって、備そなえ付けのポットでお茶を入れてくれたのも彼女だ。


　ソファに座すわる蜜に、差し出されたティーカップ。向かいに腰掛け、胡蝶の宮はたずねてくる。


「あなたがすることは、いつも突とつ然ぜんだからおどろくわ。もう慣なれましたけど」


「……あ、ありがとうございます、お姉様……」


　かすかに、うなずく自分。恥はずかしい。きっとあのとき、まだ頰は火ほ照てっていただろう。してしまったことは取り返せないけれど、どうしてあそこで涙が出てしまったのか、蜜自身にもよくわからないのだ。


「……ほんとに、すみません。なんか急に、みんな訳わけわからなくなっちゃって……」


「そうわからない？　あたくしはとてもよくわかりましてよ」


　目を合わせる胡蝶の宮は、くすりと笑ってささやいたのだ。


「つまり蜜は……」





　──なんでそうなるの！





　蜜は、あの一言を今でも否ひ定ていしたくてしょうがない。ダウト。それは噓うそ。生徒会のトップで。全校生徒のあこがれの君で。お人ひと好よしで優しくてつかみどころがなくて。ファンや慕したっている人も多いと聞いているけど。でも違ちがいます。それだけはぜったい違いますと言い張はって、必死に平静を保たもって気にしないふりをしてきた。


　なのに、なんなのだ自分のこのていたらくは。


（やだもう……）


　目が合わせられない。顔が見れない。声を聞くと落ち着かない。


　頭の中に胡蝶の宮の指し摘てきが回りだして、いてもたってもいられなくなる。


　逃げ回るためには、ありとあらゆる手しゆ段だんを使ってみた。小さい頃ころ、この白兎苑の裏うらで迷まい子ごになった時に使ったルートもだ。裏庭の垣かき根ねをくぐり抜ぬけ、山の斜しや面めんをぐるりと私し道どうの外まで遠回りをして、また表の車くるま寄よせまで戻ってくる抜け道。


　蜜はよろよろとエントランスの石段にしゃがみこみ、必死に息を整える。せっかくのドレスの裾すそがほつれていた。小さなあの体では、王子様やぬいぐるみごと楽勝だった獣けもの道みちも、今となっては無む理り矢や理りだ。


　お姉様の馬ば鹿か。


　こんなに必死になって、これじゃ本当に、あの人の言うとおり──。


「逃、げ、る、なあああ！」


「いやああっ！」


「どうして逃げるんだよどうして逃げるんだよどうして逃げるんだよどうして逃げるんだよ！」


　──突とつ如じよ、植え込みから飛び出してきた美び貌ぼうの少女。先輩だ。信じられない。どうやって追いついてきたのか。


　長い髪かみについた葉を振ふり落とし、『若わか光ひかるの君きみ』が迫せまる。怒おこって追いかけてくる。


　お願い、もう蜜のことなんて放ほうっておいて！
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　自分が相当筋すじ違ちがいなことをしているなという自覚はあった。


　お前の趣しゆ味みはなんだ淡谷雪国。好きな子に悲鳴をあげさせ転ばせるのがそうなのか。泣かせて転ばせて叫さけばせて。でももう止まらないのだ。


「待って！」


「いやったらいや！」


　ニセ舞姫な雪国と蜜の追いかけっこは、ふたたび屋外から白兎苑の中へとシフトしていた。逃げるは正装少女。追うは女装少年。ほとんどがパーティー会場に集中して、人のいなくなった廊ろう下かや客室を、髪を振り乱して駆かけ回る。


　客室の清せい掃そう道具を満まん載さいした台車をＳ字に避よけ、次に出会った台車とバケツは避けきれずに蜜が左足で蹴け倒たおした。絨じゆう毯たんの上に広がる水と石せつ鹼けん。その上をスカートはいた雪国が踏ふんで走る。





　ここまで避さけられる理由がわからない。それがすべてだ。怯おびえたように叫ばれるたび、雪国の中で疑ぎ問もんと不安と憤いきどおりが炸さく裂れつし、追わずにはいられなくなるのだ。


「せめて話をさせて！　謝あやまるぐらいさせてくれてもいいだろ!?」


「そんなことしなくていいです！」


　どういうことだ！


　蜜が次に逃にげこもうと開けたドア。なぜかびっくりしたように一いつ瞬しゆん固まるが、自分が迫ってきているのを察したのか、迷まよった末に飛びこんでいく。そんな姿すがたも火をつける。


（この）


　即そく座ざに飛び込んだドアの向こうは、どうやら従じゆう業ぎよう員いん用よう通つう路ろのようだった。積み重なった段だんボールの陰かげでいちゃついていたのは──ウェイターやっくんとサクラちゃん。


「お幸せにい！」


「ど、どうもお客様……」


　仲直りはけっこうだがそれどころではない。仕事さぼっちゃいけないよ。


　洗せん濯たく室しつにリネン室。従業員休きゆう憩けい室しつ。入り口ごとにプレートがさがるが、雑ざつ多たすぎて覚えようがなさそうだ。表の調度とは比くらべものにならないほど質しつ素そでシンプルな廊下を、裏方で働くスタッフが時折すれ違っていく。思えばかぎざきだらけのドレスと女子校のスカートをひるがえす雪国たちは、館やかたにつきものの怪かい談だん話よりも異い端たんだったろう。


「こないで！　こないでいいです！　もう無理です！　蜜が悪いんです。もう先せん輩ぱいに会っちゃいけないんです！」


「どうして！」


「いいから来ないで！」


　そこは厨ちゆう房ぼうだった。熱帯のような湯気と指し示じがとびかうど真ん中で、蜜が叫ぶ。手には盾たてとばかりに業ぎよう務む用のザルが構かまえられていた。どこかで「スープ追加あがり！」という声が飛ぶ。雪国はかまわず突つき進む。蜜がザルを捨すてて逃げ出す。さらに奥おくの食材室のドアを開け、鍵かぎをかけられそうな気がしたから、むりやり足だけねじこんだ。


　ダン！


　痛いたいったらない。半開きで食い止めたドアに半身を押し当て、ノブだけは離はなさず握にぎりしめ、挟はさまれたままのつま先の痛みに泣きそうになるのを、必死でこらえた。


「……な、なにやってんですか先輩！」


「なにがあろうと……」


　うめき声になってしまうのは、どうしようもなくて。でも。


「理由もわからないで遠ざけられるのは、嫌いやだよ！」


　嫌だ。嫌だ。それが一番の理由。


　ドア越ごしの蜜の声がつまり、湿しめり気を帯びた。


「やめてくださいよもう……」


「ボクのせいじゃないってのはどうして？」


「お姉様に言われました。ヘンなのは蜜なんです。おかしいんです普ふ通つうじゃないんです。だ、だからもう……蜜のことなんて放っておいて。お願いですから！」


「そんなのムリだよ」


　断だん言げんした。


「ムリだよ。できないよそんなの。一駿河さんは、いい子だよ。可か愛わいいし仲良くなりたいってずっと思ってた。ずっと……ずっと前から見てたんだ」


　一ひと目め惚ぼれして女子校に飛び込んで。理想と現げん実じつのギャップにおどろいて面めん食くらって。それでもそんな彼女が本当なんだとまた好きになった。


　冬から春。春から夏いまへ。こうして言葉をぶつけ合える距きよ離りまで来て、自分がどんどん贅ぜい沢たくになっているのがよくわかる。


　離はなれるなんて嫌だ。側にいられないなんて嫌だ。


　怒おこられるのは自分だ。見つめられるのは自分だ。泣かせて笑わせて好きだと言いたい。一いつ緒しよにいたい。


　右足を犠ぎ牲せいにして作った十センチの隙すき間ま。


　そっとドアを開けると、そこにはコンクリートの床ゆかにしゃがみこむ一駿河蜜がいた。


「ずるいです、せんぱい。いまそんなこと蜜に言わないで……」


　野菜の段ボールと清掃用具を照らす電球の小さな明かりの下、頰ほおを赤くし、くしゃくしゃと泣き出しそうな女の子がこちらを見上げている。


　かすれた声に、拒こばまない姿し勢せいに、雪国は笑んだ。ありがとう。どうしようもなくあたたかい気持ちがこみあげて、同じ目線にまでしゃがみこむ。


「足……挟んじゃって……大だい丈じよう夫ぶですか？」


「うん、平気だよ。一駿河さんこそ平気？」


「全部、かすり傷きずです」


　そして、裏うらの斜しや面めんを駆かけ抜ぬけて裂さけたスカートから、白い太ももが丸出しになっているのに気づいて、あわてて残りの布ぬのを引っ張ぱっている。でも雪国は、そこに走ったすり傷の方が気になった。ハンカチを渡わたすと、蜜は気き恥はずかしそうに受け取って、スカートの裾すそを引き上げ、赤みを帯びた患かん部ぶへハンカチをあてた。


「だいたいさ、ヘンって言うなら僕ぼくの方がおかしいんだ。ほら、こんなかっこしてるけど、ほんとはね……」


　隣となりに並ならんで、頭のカツラを取ろうかと、左の利きき手をのばした。


　その時だった。


「──来てくれてウレシイよ、ミスタ・ハルツグ。もうムリかと思ってた」


　薄うす闇やみの室内に、いきなり外の光が差し込んだ。


　袋ふくろ小こう路じかと思っていた食材室。実は外にも通じていたらしい。


　おどろいたのは向こうも一緒のようだった。


「なんでオマエたちここに……」


　金きん属ぞく製せいのドアノブに手をかけたまま、エリス・ブライスが止まっている。


　記き憶おくの通りのチューブトップにショートパンツの上下。さらにパーカーを引っかけた軽けい装そうの彼女。背はい後ごには。


（ハルツグ？）





　──わからない、というのが正直な感想だった。


　ドアの向こうは、業者用の駐ちゆう車しや場じようだった。停とめてある車の数はわずかだ。朝から行ゆく方えがわからなくなっていたはずのエリスは、隣となりに見知らぬ男を引き連れていた。


　いや、見知らぬという訳わけでもないかもしれない。


　自分はこの人から桃ももをもらったことがある。つい昨日のことだ。


「……事じ情じようがさっぱり飲み込めとらん顔をしとるぞ、こいつら」


「どういうこと？」


　雪国はたずねる。もちろん、エリスにだ。


　彼女が引き連れている男の、その長身や紺こんの作さ務む衣えには見覚えがあった。マスクやサングラスはしていないが、下の民宿にいた若わか旦だん那なだ。


「なに、そのままだ。よければワタシたちの話をきいていてほしい。タチアイニンとしてな」


　立会人──そんなものが必要なのだろうか。


　彼女は挑ちよう戦せん的な笑えみに胸むねをそらせ、その姿すがたは雪国を翻ほん弄ろうしてきた姿にふさわしいものだったが、同時に違い和わ感もあった。


　いったいなんの必要があって？


「見ての通りな、ワタシはハハに似にているようでだいぶチガう。どうしてワタシの髪かみは、ハハほど明るい色じゃないのか？　あのヒトは結けつ婚こんもしないでワタシを生んだけど、チチオヤは誰だれなのか？　オマエたちも聞いてるだろう？　いまホテルにいるフユカワ・マサヒコやオダジマ・コウギョウの社長が、ワタシのチチオヤなんじゃないかって噂うわさは」


「そんな僕は」


　聞くはずない、と言おうとして、けれど隣にいる蜜の表情はまた別だった。


　まさか。


「……い、一駿河さん？　そうなの？」


「あ……ほんと、小こ耳みみっていうか、話だけは……」


　絶ぜつ句くするしかなかった。雪国の知らないうちに、ホテルの中は彼女にまつわるゴシップに沸わいていたのだ。


　エリスはさらに続ける。小こ悪あく魔ま的に口の端はしを引き上げ、他ほかでもない、自分自身の胸に杭くいを打ち込むように。


「さらしモノにされるのはごめんだと、ハハの勝手をウラむ気持ちもあった。でもな、このトバヤマにハハがこだわる理由は確たしかにあったんだ。それをはっきりさせたかった。ワタシとあなたはキョウダイじゃないか？　ミスタ・ハルツグ・モモセ」





　──九歳さい。はじめての兎と羽ば山やまは小雨が降ふっていた。


　湯気のただよう温おん泉せん街がいの外れ。降りしきる冷たい雨と、見知らぬ家のお葬そう式しき。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美しい母は、散歩のついでのようにその家の前を通りかかって、ゴミが入ったと目め頭がしらをぬぐった。


　頭の中に小さな疑ぎ念ねんが生まれた、それがはじまりだ。





　どうしてここに彼がいるのか。どうしてエリスの表情は、笑んでいるのに固いのか。


「……まあ、当たっておらんこともない。血けつ縁えん者しや、じゃな。わしとあんたは」


　若旦那は、ヒゲの浮うく顎あごをなで、認みとめた。


　ワールドツアー中に立ち寄よった温泉街で、若き日のニナ・ブライスが小さな宿の主人と恋に落ちたのは、ほんの偶ぐう然ぜんであり誰にも知られてはならないトップシークレットだったのだという。


　その宿の主人に妻さい子しがあったこともそうだし、人気絶ぜつ頂ちようの女じよ性せいピアニストには、どんなスキャンダルも匂におわせて許ゆるされるものではなかったのだ。


　腹はら違ちがいとはいえ、兄きよう妹だいを名乗るには、あまりに違いすぎる二人だった。


　違うのに、その事実がすっと胸に溶とけていくのはなぜだろう。


「……親おや父じ殿どのの葬そう儀ぎに来んかった時点で、あんたは百もも瀬せの名前と縁えんを切りたい思うとるんじゃとわしは思っとった」


「ＮＯ、しらなかったんだ！　は、ハハはなにも言ってくれなかった」


「責せめとるわけじゃない。決めごとを貫つらぬき通すのも覚かく悟ごじゃよ」


　エリスは下した唇くちびるをかむ。その色の薄うすい頭に、長身の青年の、諭さとしつけるような声が降る。


「せいぜい下のボロ屋から見守らせてもらう。親父殿もそうしてきたからな。それだけは変わらんよ」


「ヤー、ハルツグ」


「あまり長なが居いはせん方がいいな。お互たがい面めん倒どうはごめんじゃろ？」


「ヤー、わかってるミスター」


　エリスはうなずき、けれど、そのまま頭をあげなかった。


　兎と羽ば山やまの別べつ荘そう『白兎苑』は、彼女の両親たちにまつわる、恋の思い出と秘ひ密みつがつまっている。これまでも、この先も。


「……あんたがうちの前を通って『とばやま公共温泉』に通うのはな、継ついでからも何度か見とった。声をかけようか迷まよっとったが……かけてほしかったか？」


「……庭にヘンなオブジェだけが増ふえてくンダ。コワかった」


「芸げい術じゆつとよべ」


　ぶっきらぼうなセリフ。


　それだけだ。


　最後にたった一言、遠ざかりはじめた背せ中なかにエリスは言った──兄マイさ・ブラんザーと。


　旦だん那なは笑ったのだろうか。軽く手だけ挙げて、駐ちゆう車しや場じようを去っていく。


　長い時間が過すぎた。少なくとも雪国の主観では。あまりに彼女が黙だまり続けているので、雪国たちがいたたまれなくなったほど。


「……あ、あの。エリス──」


「あー、スッキリしたゾ！」


　行ぎよう儀ぎ悪く砂じや利り道みちに座すわり込む。


　彼女はずっと腹はらの中にためこみ続けてきたわだかまりを、なんとか吐はき出せたようだった。


「イエス。ご覧らんのトーリだ。ワタシのダディは墓はかの下。びっくりしたか？」


「び、びっくりしたっていうか」


　まだ彼女の顔色は青いまま。その膝ひざはかすかに震ふるえているけれど。


「なに。これはオフレコで頼たのむぞ。ばれたら社長のシセージだと思ってるヤツラがガッカリするからな」


　けれど、そんな彼女の精せい一いつ杯ぱいの強がりは、叶かなわなかったのだ。


「──あなたたち、そこでなにしてるの!?」


　気づいたのは蜜。後ろの茂しげみに、黒い──望遠のレンズが突つき出ていた。


　どこかで見たことがあるかもしれない。どこでだ。無言でカメラを構かまえ直す男の体。初夏にしては厚あついコーデュロイの上着。羽は衣ごろも湖この記念写真の時か？


　もう一人、記者らしい男が顔を出す。


「し、週しゆう刊かんフレッシュのものです。よろしければ今のお話についてインタビューを──」


　そこにサンダルが投げつけられた。


　エリスだ。機き関かん銃じゆうのように英語でわめきちらす。恐きよう慌こう状じよう態たいに近かった。出ていけ、オマエに関係ないと叫さけんでいるのかもしれない。


「わ、わかったよくそ──」


「まって、そのカメラ！」


　記者とカメラマンが駆かけだす。


「冗じよう談だんじゃないよ！」


　雪国が舌した打うちするのと、蜜が走り出すのが同時だった。
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「だいたいねえ……なんかボクっていつも場ば違ちがいっていうか、蚊か帳やの外っぽいんだよね……」


「はあ、そうですの……」


「会長もそうだし、ユキグニ……いやマイヒメもボクのことなんてどうでもいいみたいだし」


「まあそんなことは……」


　ため息まじりに愚ぐ痴ちっぽくなってしまう自分がいる。


　ニセ雪国をしている舞姫は、いまだに胡蝶の宮と庭にいた。こうしてベンチの上でくだをまいて、そんな自分に嘆たん息そくしてしまう。こんな学校の天てん敵てき相手にぼそぼそ文もん句くを言ってなんになると思うが、他ほかの誰に言えばいいのだろう。


（なんかつまんないなあ）


　いくら仲良くなりたいと思っても、ＳＥＣはＳＥＣで線を引かれてしまうし、弟は蜜のことで頭がいっぱいだ。


　疎そ外がい感、とでも言うのだろうか。手に入るはずのものが遠ざかり、あるものまで一いつ緒しよに消えていく感覚。まさか今さらこんなことでもやもやする日が来るとは思わなかった。


「あたくし……雪国さんの苦く悩のうをどう救ってさしあげれば良いかわかりませんが……」


　胡蝶の宮が、膝ひざに置いていた手を、そっと舞姫の手に重ねてきた。


　てっきり煙けむたがられると思いきや、あのお高くとまった女王様が、ずいぶんと殊しゆ勝しよう……いや、可か愛わいい顔をするものである。はにかむ瞳ひとみにあたたかい指。ちょっとおどろいてしまった。


「ええ、馬ば鹿かな女とお笑いにならないでくださいましね。でも、他でもないあたくしを選んでおっしゃってくれたこと、嬉うれしく思いますわ。繊せん細さいなお方ですのね……」


　お互たがい至し近きん距きよ離りで見つめあっていると、胡蝶の宮の頰ほおが赤らんでいく。


「胡蝶の宮……」


「雪国さん……」


　そう悪い人じゃない、と言っていたのは雪国だったか。もしかしたら猫ねこかぶりではなく、本当に心配してくれているのだろうか。


「ありがとう……」


「いいえ、当然のことです」


　やがて、彼女は目を閉とじた。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


　ようするにチューを待っているのだとは、当然気づかない舞姫である。


　しかしその時、またど派は手でな悲鳴が聞こえてきて、本当にコツンとやってしまいそうになった。


（はい？）


　振ふり返れば、今度は野太い男の悲鳴と、それを追う少女の怒ど声せいの組み合わせだ。あれはたぶん一駿河蜜。髪かみに葉っぱがついている。彼女が叫ぶ横で、ニセ舞姫用のヅラをかぶった弟が、槍やり投なげよろしくモップをブン投げていた。標的はジャケット姿すがたの中年男。後頭部にモップの柄えが直ちよく撃げき。うずくまりかけたところに蜜の大陸的な蹴けり技わざが飛び。いや逃にげた。


「渡わたしなさいカメラ！」


「──ぅうああああああ！」


　だが、男が後ご生しよう大事に抱かかえこんでいたカメラは、逃げながらもう一人の男へとパスキャッチされていた。


「蜜、いったいどうしたの!?」


「止めてください！　この人たち、記者さんです！　エリスさんの──」


　残りの男が、カメラ片かた手てにラグビー選手よろしく必死に逃げる。舞姫たちの前を素す通どおりして行く。


　その瞬しゆん間かん、胡蝶の宮の目の色が変わった。ぐいと手を引っ張ぱってくる。


「行きましょう雪国さん！」


　素す早ばやく耳打ちされた言葉に、ニセ雪国な舞姫もまたはっとした。


　芸げい能のう記者だって？


　ターゲット捕ほ捉そく。前方十五メートル。ひーほーひーほー、ひーほーひーほー、頭の中でインチキネズミがタクト片手に回りはじめる。


「魔ま法ほう使つかいの卵たまごはぁ、すべてお嬢じようさんの味方ぁあああああ！」


　そういうことになっているのだ。たとえ場ば違ちがいでも。
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　ＳＥＣとともに会場を抜ぬけ出た女の子たちは、上から順に、雪ゆき子こちゃん月つき子こちゃん花はな子こちゃんと言った。なんでもお医者様だというご両親。宝たから塚づかファンなのだろうか。隠かくし子ごに宙そら子こちゃんか星ほし子こちゃんがいれば完かん璧ぺきである。


　芝目たちがフロントでサイクリング用の自転車を借りて、さあ行きましょうと走り出してすぐのこと。まだ白兎苑の私し道どうすら下りきっていないのに、女の子たちは髪かみ型がたがどうだアクセサリーが落ちたと騒さわぎ続けている。


「──ごめんねえ。ちょっと待ってねえ！」


「やっぱりこれ気にくわなくって！」


　このままじゃ日が暮くれないかと思うが問題なかった。


「あー、いいからいいから。ここで待ってるから」


　ありがとーう、と少女たちの声が重なる。芝目たちはそんな女の子たちの後ろ姿すがたを、自転車と一いつ緒しよに目を細めてながめている。


　湖まで行って、そのあと土みや産げ物もの屋やでショッピングだったか？


　空は高く、兎羽山は青く、行き先の羽衣湖にはカップル連れも多いだろうがもう俺おれたちは一人じゃない。一人じゃないんだ世界ってすばらしい。


「……心が満たされるってすばらしいな」


「そうすね」


「……こんなに恵めぐまれていていいんだろうか」


「そうすね」


「……きっとこのために今日までの合宿はあったのだ」


「そうすね」


　みな、表ひよう情じようが惚ほうけている。夢ゆめうつつもいいところだ。弛し緩かんしきったまなざしは宙ちゆうを泳ぎ、お世せ辞じにも恰かつ好こういいとは言い難がたかったが、指し摘てきする人間は誰だれもいない。


　可か愛わいい女の子と三対三。あははうふふと笑ってサイクリング。ちょっと自分勝手で振ふり回され気味だが、中身が女の兄あに貴きがいてはできない幸福とはこのことではないだろうか。


「うん。俺は間違っていない」


「つか、ほんとにいいんすか？　会長までこっち来て──」


「な、なにを言うかね大だい道どう寺じ構こう成せい員いん」


「兄貴、怒おこってんじゃないすかね。ほっとかれて」


　芝目は慌あわてた。


「べ、べつに。いくら兄貴がＳＥＣ的に貴き重ちような人材とはいえ、それとこれとは話が別であろう」


「そっすかあ？」


「独ひとり占じめはいかんよ独り占めは！」


　なにせ誘さそってくれた少女たちの、まぶしいほどの女の子らしさと来ましたら。


　頭を切り換かえたり深読みをする必要もなく、ちゃんと女。ホモの疑ぎ惑わくに頭を悩なやませることもなく、甘あまえた声こわ音ねややわらかな仕草に安心してメロっていられる親切設せつ計けい。部室の座ざ敷しきで学ラン着て、ガンダムホルスタインと遊んで平然としているモテキング（女子限定）とは段だん違ちがいだ。


　たとえ兄貴のように一いつ生しよう懸けん命めいでなくとも。だめな時にかつを入れてくれなくても。


　いいだろう。せっかくのチャンスなのだから！


「ごめんねー、お待たせ。行こうか！」


「あ、はいはい」


「あのさー、もしかしてもしかして芝目くんたち、一緒に可愛い顔の男の子と泊とまってない？」


　なにやら期待に満ちた目でたずねられた時だ。


　斜しや面めんの茂しげみが、音をたてて割われた。


　どっと真っ黒いなにかが飛び出してくる。


「きゃあああああ！」


　涙なみだ目めのおっさんだ。首に高そうな一いち眼がんレフを引っかけている。たすけてたすけてと、エイリアンか王オウ蟲ムの群むれに追いかけられてもこんな顔はしないのではないだろうか。ガメラの産卵シーンでも激げき写しやしてしまったのか。


「もういやだあ！」


　いやなのはこっちだ。


　女の子たちはきゃあきゃあクモの子を散らす騒さわぎで、芝目たちも退ひいて固まるが。


「あ、淡谷弟!?」


　遅おくれて茂みの斜面に顔を出したのは、化け物ではなくヅラをかぶった淡谷雪国だった。


「芝目くうううん！　そいつ潰つぶして！　早く！」


「ええ？」


　指をさされたおっさんは、今まさに芝目の目の前を駆かけ抜ぬけていく。その先には停車中の白いワンボックスカー。逃にげられたらおしまいだと、考えるよりも前に手が出ていた。足が出ていた。おっさんの背せ中なかにしがみついていた。


　なにか嫌いやな感じに抱ほう擁ようする形になるが、それでも手だけは離はなさずにぶっ倒たおれる。ぐらりと世界が回る。


「か、会長ーっ！　確かく保ほ、確保！　大だい丈じよう夫ぶっすか？」


　後から後から、仲間が駆け寄よってくる。豆まめ坂さかや大道寺、口々に叫さけぶ彼らの後ろにいるのは一駿河蜜と蝶間林典子か？


　そしてなにより、遅れて男だん装そう少女の名めい誉よ兄貴、淡谷舞姫が飛びついてくるのだ。


「えらい会長っ。よくやったよくやった！」


「あ、あああ、そ、そうか……？」


　きゅっと背中から抱だきつかれると、その感かん触しよくはやわらかく夢のようで。


　彼女は頰ほおずりせんばかりに喜んでいた。よくやった、えらいえらいと。


　ああごめんなさい雪子さん月子さん花子さん。芝目は脳のう裏りでそう思う。こんなんだから俺たちは魔も法て使ねいーのや卵つなんです。


　褒ほめられたことがうれしくて、芝目はおっさんにしがみつきながらも延えん々えんわらっていたらしい。
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　記者たちが持っていたカメラのデータは、雪国たちによって丁てい重ちように破は壊かいされた。


　さすがに抗こう議ぎしてきたそうだが、「なにか文もん句くがありまして？」とおっしゃる胡蝶の宮は無む敵てきだった。背中に背負うは蝶間林グループの看かん板ばん。まさに文句があるならベルサイユへいらっしゃい状じよう態たいである。


　白兎苑の駐ちゆう車しや場じようの真ん中に、エリス・ブライスは座すわりこんでいた。不安で崩くずれそうな顔の彼女に、雪国たちは笑って大丈夫と言ったものだ。


「もう平気だよエリス。あれはね、記者なんかじゃなかったんだ」


「え？　そ、そんな──」


「あれはね、実は本家の刺し客かくだったんだよ。記者のふりして僕ぼくらを狙ねらってたんだ。ねえそうだよね？」


　うんうん。ニセ雪国な姉も重ねてうなずく。「そうでゴザル」「がんばったでゴザル」とＳＥＣもニンジャポーズを決めてくれた。


　信じない、と思うだろうか。


「ホンケの、シカク──」


「危あぶなかったよ。教えてくれて助かった」


「そう──そう──よかった──」


　少女の顔に、はじめて本物の淡あわい笑えみが浮うかんだ気がした。


　ひねくれ者の女の子でも、ニッポンの神しん秘ぴネタには弱くても。ここでこんな顔をさせてあげられるなら、噓うそっぱちの刺客なんてネタもそう悪いものでもないのかもしれない。


「ワタシ、ハハと会ってハナシてくる」


　エリスが一足先に走りだす。


　大広間でのパーティーはまだ続いている。行ってあげればきっと喜ぶだろう。


　ＳＥＣと舞姫の五中メンバーは、今度こそローストビーフを食べに行くという。それに胡蝶の宮もついていくそうだ。


　ロビーにまで戻もどってきた雪国は、ずれかけたロングのカツラを直し、へとへとの体をソファにあずけた。その隣となりに、蜜が腰こし掛かけた。


「中、いかないの？」


「こんなかっこじゃ入れません」


「まあ、そうだよね……」


　両者ぼろぼろ。前にも増まして悲ひ惨さんな恰かつ好こうになっている。ちょっと喋しやべるのもおっくうなぐらいだった。


「つかれましたね」


「ほんとだね」


　自然ともたれあうような形になってしまうが、蜜も雪国も、どちらも動こうとはしなかった。


　本当にただくたびれはてて、動くのが面めん倒どうなだけだとしても、それでもこんな瞬しゆん間かんが、少しでも長く続けばいいと思った。


「そういえば先せん輩ぱい……」


「ん？」


「ちょっとわからなかったんですけど。よく裏うらの抜ぬけ道みちとか、ご存ぞんじでしたね」


「え、さあ。なんでだろ──」


「まさか先輩──超ちよう能のう力りよく？」


　首をひねるけれど、本当になんとなくとしか言えないのだ。


　蜜を追いかけるので必死だったが、もしかしたら大昔、あんな感じで兎羽山の山中を駆かけ回ったことがあるのかもしれない。ないのかもしれない。遠い遠い小さな頃ころに──誰かと会った──まさか。


「まさか、ね……」


　開け放した広間からピアノの音が響ひびいてきた。あの綺き麗れいな音色は連れん弾だんだろうか。ほんの少し強めに響く高音と、それを包み込こむような低音の共演。やがてわきあがる拍はく手しゆと、隣で休む少女の吐と息いき。


　週末が暮くれていく。誰にでも優やさしく、平等に。
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「さあさあももせさん！　働いて働いて働いて！」


「んなこと言われてものう……」


「それが終わったらまとめて燃もやして！　物置のゴミも一いつ緒しよにね！」


　ホウキを片かた手てに庭にわ掃そう除じをする若わか旦だん那なこと百瀬晴はる継つぐに向かって、縁えん側がわのおばちゃんが叫さけんで去っていく。


　貴き重ちような若わかい労働力を、契けい約やく前に返してしまったことが、彼女にとっては由ゆ々ゆしき事じ態たいということらしい。かわりに若旦那はおばちゃんの機き嫌げんをとるべく、重い腰をあげていた。


「……やれやれやれ」


　物置に押おし込まれていたゴミの段だんボールには、小さな革かわの箱も突つっ込んであった。どうやら中は写真のようだ。古ぼけた印画紙に写うつるのは、どれもこれも幸せな白兎苑の遠景ばかり。若き日のニナ・ブライスや、彼女にあやされる赤ん坊ぼうのエリスもあった。これは向こうから直ちよく接せつ送ってもらったのかもしれない。


　直接かわす言葉は少なくとも、絆きずなはたしかにあったのだ。


　これは後で妹に送ってやろうと思い、さらに分類を続けると。


「ん？」


　見み慣なれない一枚まい──若旦那は、思わずおばちゃんを呼よびとめていた。


「ああ、それね。そりゃ迷まい子ごの子こ供どもたちでしょ」


　おばちゃんはそっけない。


　十年近く前、先代が庭に迷まよいこんでいた子供たちを相手にカメラをかまえていたという。


「まあまあマセた子たちでねえ。旦那から桃もももらいながらお嫁よめさんにするだのしてもらうだの騒さわいでたけど、まあどうせ今いま頃ごろはけろっと忘わすれて過すごしてるんだろうけどさ」


　若旦那はオブジェ越ごしに背はい後ごの山を振ふり仰あおぐ。そこには今もパーティーが続いているであろう白兎苑の屋根が見えるのだ。


「ま、よいな」


　手早く千切って、ゴミと一いつ緒しよに火の中にくべてしまう。


　忘れているならそれでいい。今頃はきっと、自分の力で好きな相手を見つけているだろう。その相手がこの写真の中にいるなら、それはまたけっこうなこと。


　もくもくとのぼる煙けむりを見送ると、またダイナモ様作りに戻もどろうと肩かたを回した。
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　そして雪国たち一行は、兎羽山駅のホームに、お土みや産げと着き替がえで重くなった鞄かばんを抱かかえて整列するのだ。


　どうして旅の終わりは、こんなに荷物が膨ふくらむのだろう。行きと同じにスカートをはいた雪国は、不思議でしょうがない。いわゆる服を畳たたむのがヘタだからなのか、それ以外の思い出が詰つまりすぎているからなのだろうか。


「ねえ一駿河さーん。そろそろ決めておかないと……」


「もうちょっと待ってください！」


　ぎっと嚙かみつくような目線で睨にらみかえされた。そのまま真しん剣けんに選ぶは、キオスクのお菓か子し。ポテチに柿かきのタネにボンタン飴あめだ。帰りの列車も準じゆん備びにぬかりはないらしい。


　最終便から一つ手前の急行列車の発車まで、あと十分ほどだった。


「まあそういうわけで。いろいろ、お世話になりました」


「こちらこそ、セワにはなりっぱなしだったな」


　エリスが握あく手しゆを求める。雪国は快こころよくそれに応おうじた。


「これからずっと、兎羽山にいるの？」


「そうだな。しばらくはハハもニホンでシゴトをすると言っていたからな。トバヤマかトウキョウか……でもそのアトは──」


「後は？」


　エリスは、なにかに気づいたように後ろを振り返った。


　そこにはニセ雪国の恰かつ好こうをした舞姫が、ＳＥＣと一緒に自じ販はん機きでジュースを買っている。舞姫の横には、胡蝶の宮こと蝶間林典子がはりついていた。


　思わず聞き耳をたててみると、


「…………ねえ、ですから雪国さん。よろしければ正直に答えてくださらない？」


「なにがです？」


「ロリータとかエプロンドレスがどうとか、そんな即そく物ぶつ的で次元の低いお話ではなかったのですわね。つまり根本的な勘かん違ちがいをしておりましたの、雪国さんのこと」


「ボクが、どうかしましたか？」


「男の方がお好きなんですのね？」


　ぶー。


　雪国が、舞姫が、そして同じように話を聞いていたらしいＳＥＣが、いっせいに吹ふき出した。


「………………は？　は？　は？」


「だってねえ、そうでしょう？　あたくしよりも芝目さんのことばかり気にして、最後は抱だきついたり──女じよ性せいに興きよう味みがおありにならない……そういうことではございませんの？」


「んなはずないでしょう！」


　反はん論ろんする間もなかった。


「おいなに、そうなのか淡谷兄あに貴き！」


「だからそこで食いついてこないでよ会長」


「ほら動どう揺ようなさってる。やっぱり──」


「違うってば胡蝶の宮」


「なあ兄貴、ちょっとそのへん詳くわしく聞いても良いか。いったいどこの誰だれを意い識しきしていたのかはっきりとな」


「……見ていてくださいお祖じ父い様さま。自覚がないなら矯きよう正せいは可か能のう。キスの続きは向こうからさせてみせますわ。必ずや──」


　ちっがあう。


　こっそり誓う胡蝶の宮の前で、見た目ホモコンビの舞姫と芝目が言い争っている。豆坂と大道寺が、とりあえず写真撮とっとけとばかりにデジカメを光らせた。


「うん。タノしそうだよなあ。引っ越こすかソラフネに」


　エリスがいとおしそうに、目を細めてつぶやいている。


　楽しい？


　たぶん、ぜんぜん違うと思う。


　ぜんぜん。ぜんぜん。


　家へと続く電車のレールが、ひどく頭の痛いたいものに思えてきた。発車の時じ刻こくまで、残りあと──。
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　──ワッ。


　青美女学院中等科、大ホール『ひばり堂』。


　表の熱気を遮しや断だんする、暗く冷れい房ぼうのきいた室内。ピアノ伴ばん奏そうの音色が、最後の一音の余よ韻いんまで客席に溶とけ込んで消える。その瞬しゆん間かんを逃のがさないように、割われんばかりの拍はく手しゆが蜜を迎むかえた。蜜は優ゆう雅がに一礼し、そのままステージ袖そでへと引いていく。


「よろしくてよ、蜜。お客様もきっと喜んでらっしゃるわ」


「ありがとうございます、お姉様」


　裏うらでは蝶間林典子や他のロワイヤルメンバーが、蜜のことを迎えてくれた。かわりに上級生の室内楽グループが、バイオリンやビオラを片かた手てにスポットライトの下へと歩いていく。


　ローズロワイヤル主しゆ催さいのサマーコンサートは、青美の夏休み前の風物詩だった。


　舞ぶ台たい監かん督とくとして進行を仕切る胡蝶の宮は、出しゆつ演えんの蜜だけにかまってはいられない。邪じや魔まにならないよう、蜜はショールを羽は織おり直し、そのまま奥おくの楽屋へと歩き出す。いっそ表まで休きゆう憩けいに行こうか。


「休むのはけっこうですけど、カーテンコールまでには戻もどってらっしゃい！」


　本当に、背せ中なかに目でも付いてらっしゃるかと思うほどだ。


　にぎやかな音が鳴る舞台を後にし、蜜は裏の非ひ常じよう口ぐちから屋外へと顔を出すことにした。


　旅行が終わり、梅つ雨ゆ明け宣せん言げんが出たのはつい先日のこと。またロワイヤルメンバーとしての忙いそがしい日々がはじまっている。


　冷えた金きん属ぞく製せいのドアを開けたとたんに差し込む光の熱さに、蜜は思わず息を止めた。そして、そのまま思いがけない人物の登場にも絶ぜつ句くしてしまうのだ。


「や、一駿河さん」


　コンクリート製の階かい段だんの端はしに、『先せん輩ぱい』が座すわっていた。ドアノブに手をかけたまま固まる蜜を見上げ、気さくに手を振ふってくる。


「歌、きいたよ」


「あ、あ、あ、勝手にそんな」


　周りにばれたらどうする、と言おうとしたのに。


「大だい丈じよう夫ぶ。こっそりだよ。立ち見で後ろからちょっとだけ」


　のんきに笑ってくれるのだから参ってしまう。


「いいステージだった。すごいね一駿河さん」


「そ、そんなことないです！　だって。ちょ、ちょっとだけとちっちゃったところもありましたし。出来でいうなら兎羽山でエリスさんと一いつ緒しよにやった時の方がずっと──」


　ずっと良くて、でも先輩はおざなりに誉ほめるだけだったのだ。


「うん。だから今度はちゃんと言いたくて」


　蜜の目を見て、口を開けた。


「綺き麗れいな歌だったよ、一駿河さん」





　──つまり蜜は、舞姫さんのことが大好きなのよ。





　蝶間林典子の指し摘てきが、今いま頃ごろになって頭の中を回りはじめる。夏の外気は暑くてまぶしくて、回って回っていっぱいになって、ついに蜜は回れ右してドアの内側に引きこもった。


「一駿河さん？　一駿河さん？」


　床ゆかの上で顔を覆おおってしまう。


（どうしようどうしよう）


　一駿河蜜は、これでもそれなりの夢ゆめがあるのだ。たとえば初恋の王子様とはできすぎにしても、素す敵てきな紳しん士しにエスコートされて、綺麗なテラスでお茶をしたりとか。


　もちろんその時には背ものびてスタイルもそれなりで、焼きそばパンなんかに心を動かされない立りつ派ぱなレディになっているのだ。


　なのに今ばくばくといって止まらない心しん臓ぞう。


　どうかしてしまったとしか思えない。


（相手は、若わか光ひかるの君きみなのよ────────!?）
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　機き嫌げん、直ったと思ったのにな。


　タイミングと虫の居い所どころが悪かったのか、蜜の天あまの岩いわ戸とはとうとう開かなかった。雪国はがっかりしながら学院内を歩いていく。「憂うれいを帯びた若光の君も素す敵てきね！」なんて下級生の声を聞きながら。


　真っ赤になって眉まゆをつりあげて、そのままばたん！　だ。やはりあれか。コンサートを立ち見で聴きいたなんて、正直に言いすぎただろうか。


　わざわざ裏口まで張はって待っていたのに。本当ならうまくそこで秘ひ密みつのことも告白してしまえるはずだったのに、どうしてこう要よう領りようが悪いのだろう。


「さらっとさ。こうさらっと言えないもんかなあ……」


「──雪国さま」


「ひ」


　いきなり目の前に久く我が原はらさゆねが現あらわれていたので、死ぬほどおどろいた。


　生徒会の会計。淡谷舞姫のシノビを名乗り、校内で唯ゆい一いつ入れ替かわりの全ぜん容ようを知る少女だ。


　横から立ちふさがるというより『上から落ちてきた』としか思えない状じよう況きようだったが、彼女は変わらぬ生き真ま面じ目めさで雪国のことを見み据すえてくる。


「緊きん急きゆう事じ態たいです。礼に欠けた登場方法はお詫わびいたします」


「なに？」


　久我原さゆねは、声をひそめて言った。


「機き密みつが漏もれている可か能のう性せいがあります。雪国さまの女じよ装そうが、校内の生徒の一部に」


　うそ。
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あとがき







　肉襦袢をニク・ジュ・バーンと書いてちょっと速めに読むとフランス語っぽいねとか。


　そんなことを考える今日この頃。


　みなさま、いかがお過ごしでしょうか。竹たけ岡おか葉は月づきです。


　焼き肉屋ではゴハンを頼む派です。


　野菜焼きを頼むと必ず残る人にん参じんについて思いを馳はせます。


　ジュバーン？


　なんでそんなに肉が襦袢なのかって、べつに肉を焼くのに飢うえているわけでもなく、腹のゼイ肉が気になるわけでもなく（むしろ全力で目をそらしたい派。そむけろ腹肉）、この話が温泉づくしになってしまったからでしょう。


　脱いで替わってシャッフルラブコメ、『ＳＨ＠ＰＰＬＥ─しゃっぷる─』巻の二、予告通りに湯ゆ煙けむりレンアイ編をお届けでございます。うしゃ！





　しかし温泉。


リアルで入る機会がありますと、まず難なん儀ぎするのが視力。


　こんな仕事するぐらい本の虫でございますから、裸ら眼がんの視力がめっさ悪いのです。


　視力検査で普通のラインに立っても、一番上の「Ｃ 」すらわかりません。「見えるとこまで行っていいから～」と言われ、よぼよぼとおぼつかない足取りで検査表へ歩み寄るわたし。


「……ここ？」（私）


「ここ!?」（検査官）


　なんかそんな距離感です。


　おかげで女性作家さんたちと連れだって温泉旅行に行く機会があった時も、わたしの視界はまさに「湯煙ニク・ジュ・バーン」。肌色のナニカがうごうごしてるようにしか見えないんですよ。目の前に○○書いたヒトの乳だの尻だのがあるってのに。硬派な作風からは考えられないナイスバディっぷりとお聞きしているのに。直じき筆ひつサインは見たことないけど尻なら見たぞ！　と胸をはれるはずだったのに。


　湯船のお湯があんまり熱くて、


「熱っ！　むり！　これ入れないし！」


「隊長、ここに冷たい水があ！」


「シャワーかよ！」


　そんな感じでシャワーのノズルを参加者全員腰だめに構えて、湯船に向かって全まつ裸ぱで放水し続けた時も。


　次の旅行で参加者がさらに増え、総勢六人の裸祭になった時だって。


「いやあ、さすがにあの数の全裸は壮観ですね！　女によ体たいづけって感じで！」


　なんて感動されても、わたしには見えんとですよ。見えんとですよ。


　近視のレーザー治ち療りように行くべきでしょうか。


　作中のキャラは、幸さいわいみな視力が良さそうでうらやましいかぎり。気づけば眼鏡キャラがいないことに……しまったしくじりましたかわたし!?


　まあいいや。そのうち出るんですよきっと。


　だってそんな。眼鏡がないなんてそんな。そんなねえ……？





　そういうわけで、現状メガネがたりないＳＨ＠ＰＰＬＥですが。


　双ふた子ごの入れ替わりモノなんてのをやってみようと思ったのは、なにかシンプルな話が書いてみたいなあと思ったからです。


　普通でへなちょこなキャラクターたちが、へなちょこしながら青春ぐるぐるハッピーな感じで駆け回れるような場所を作れぬものかと。そのぐるぐるする場を女子校と共学にしたのは、どうせ入れ替わるならギャップが大きい場所の方がいいよねと、実に単純に考えたからです。


　この単純さが後々の自分の首を絞しめることになるわけですが、雪ゆき国ぐにくんと舞まい姫ひめさん、どちらも主人公と思っていただけるとうれしいです。


　しかしこの双子入れ替わりジャンル。ふりかえれば古こ今こん東とう西ざい、平へい安あん時代の『とりかへばや』にはじまり、あまりに巨大な先人達の作品群がそびえるアルプス連れん峰ぽうでもあります。


　先に触れた『とりかへばや物語』ですが、雪国たちと同じく性格が違う双子の姉弟が入れ替わる物語で、成立時期はおおよそ十二世紀後半。藤ふじ原わらさんの栄えい華がは絶えても鎌かま倉くらに幕ばく府ふができるにはちょっと足りないぐらいの頃合いです。


　むかしのひとの発想のフリーダムっぷりには頭がさがります。


　これに竹たけ槍やりとビーチサンダルで立ち向かうようなもんだと気づいた時には、すでにプロットも通って書き出しに入る頃でした。


　なにかが無茶だったような気もしますが。


　後こう悔かいはしておりません。


　ジュバーン？





　西の巨人はドイツの児童文学、ケストナー氏の『ふたりのロッテ』でございましょうか。


　男女入れ替わりで言うならシェイクスピア様がそりゃもうすごいのを。


　マンガだってね。あれとかこれとかもろもろもろもろね。


　…………。


　…………。


　だめだ。竹槍。ものども竹槍を持て。


　ジュ、ジュバーン？





　そして今回もまた、イラストのよう太さんにはすんごいがんばっていただきました！　可愛い制服デザインしたと思ったら、いきなり私服ですみません。牛ガンダムとかダイナモ様とか、女の子の陰で毎度変なもの描かせてすみません。それ以上に蜜みつが愛らしくてわたしは幸せです。


　作中で使用したトスカの歌か詞しは、『オペラ対訳ライブラリー　プッチーニ　トスカ／坂本鉄男訳／音楽之友社』から引用させていただきました。





「女学院のスカートは膝ひざ丈たけ！　膝丈！　膝丈！」と机を叩たたくわたしと、


「ヒロインの髪はピンクのふわふわでねえと！」と一家言をもつ担当さん（女性？）のこだわりがぶつかりあって、今日もＳＨ＠ＰＰＬＥは元気なようです。


　この本の発売と前後して、雑誌ドラゴンマガジンでも引き続き雪国たちの短編を掲載させていただいております。よろしければそちらもどうぞ。７月号の付録、『着せ替えＳＨ＠ＰＰＬＥ』はちょっとすごいですよ。ちゃんとヅラ付きです。





　そして本編。なるべく早くお会いできるようがんばります。


　空そら舟ふね市に戻り学園編。


　炎上します。いろんな人が。




竹岡葉月





著者


竹岡葉月


●たけおかはづき





ＳＨ＠ＰＰＬＥ


─しゃっぷる─[image: ]





竹たけ岡おか葉は月づき
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